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プロローグ　始まる思惑







　某ぼう日じつ、某ぼう所しよ――




　荘そう厳ごんなパイプオルガンの音が鳴なり響ひびいていた。

　ステンドグラスから差し込む陽光が、厳げん粛しゆくな空気漂ただよう部屋を照らしている。

「……失礼します。レイラ＝フィナーレです」

　入口に立ち、レイラは声を発した。それまで流れていた音楽が唐とう突とつに終わる。パイプオルガンを奏かなでていた人物が、その手を止めたのだ。彼かれは立ち上がり、こちらを振ふり返かえった。

「わざわざ呼び出だして、悪かったな」

　精せい悍かんな顔つきをした青年である。身に纏まとうのは黒を基調として、細部に金の刺し繍しゆうがあしらわれた衣装だった。一いつ般ぱんにカトリック教の神父や司祭が着る僧そう衣いに似ているが、微び妙みようにデザインが違ちがっている。

「いえ、そのようなことは。あなた様のご用命とあれば、どのような状じよう況きようであろうと必ずその御み許もとへと参上いたします」

　言って、レイラは微笑ほほえみを浮うかべた。

「――我わが愛する、大だい救きゆう導どう者しや様」

　しかしそんな自分の言葉に、男はこれみよがしのため息をつく。

「……白々しい言葉もそこまでいくと見事だな」

　眉み間けんに皺しわを寄せて、彼は首を横へ振った。

「二人しかいないんだ。そのお上品な仮面は外したらどうだ」

「とんでもありません。大救導者様の御み前まえです。そのような恐おそれ多おおいことは」

「同じことを言わせるな。俺おれの前でその薄うす気き味み悪わるい演技は止よせ。それに俺は大救導者じゃない。あくまで大救導者『代理』だ」

　尚なおも嫌いやそうな声を出した男にレイラは肩かたを竦すくめる。そしてかけていた眼鏡をとった。

「……お偉えらい地位について少しは変わったと思ったけど、昔のままね、ファン」

「自分の努力で成なし遂とげたならともかく、血の繋つながりで得た地位にあぐらを掻かいているだけだからな。なんの感かん慨がいもわかん」

　ファンは歩き出すと、パイプオルガンの横にある執しつ務む席に腰こしを下ろした。

　レイラは彼の前まで移動すると、腕うでを組む。

「アルレイド様の状態はどうなの？」

「良くはない。医者の話によると、この一週間が勝負どころらしい」

　そう、と呟つぶやき、レイラは考え込んだ。

　世界にその名を轟とどろかせる新興宗教団体――【エターナル】。

　その現・トップであるアルレイド＝カッザスが倒たおれたのは少し前のことだった。

　元々心臓が弱かった彼は、これまで幾いく度どとなく【エターナル】が所有するアーティファクトがもつ【再生】の力によって治ち療りようを施ほどこされてきている。だが最近ではそれですら根源的に回復させることが難しくなってきており、今回、遂ついに入院を余よ儀ぎなくされてしまった。

　高こう齢れいということもあり、アルレイドがその寿じゆ命みようをまっとうする日が近いことは誰だれの目にも明らかである。復帰は絶望的だというのが、レイラを始めとした幹部連中の考えだった。

　信者達たちにはいらぬパニックを起こさぬように詳しよう細さいの説明を避さけ、あくまで過労による一時的な入院として説明。代わりに代理として任命されたのがアルレイドの孫、そしてレイラの幼おさな馴な染じみであるファンだった。彼の両親は、既すでに没ぼつしていたからだ。

「……現段階ではあまり、考えたくはない話だけど。そうなると、もしもの時があれば、あなたが次の大救導者になるのね」

「ああ。だが、どうも事はそう簡単にはいかないらしい。お前をここに呼んだのも、そのためだ」

　複雑な顔を作るファン。

「……あまり人に聞かれたくない話？」

　レイラの質問に、彼は頷うなずいた。

「まあ、幹部でも滅めつ多たに入ることの出来ないような大救導者様のお部屋にやって来させたくらいだから、そうだとは思っていたけど。どうかしたの？」

「お前、俺が大救導者になることをどう考える」

　唐突にファンが問うてきた。

「素す晴ばらしいことだと思うわ」

「本当か？」

「少なくとも、他の人間がそうなるよりかはね」

　幼い頃ころから付き合いのある彼だ。本音を隠かくしてもすぐにばれる。レイラは正直に言った。

「ファン、あなたは【エターナル】の中でも珍めずらしくまっとうな人間だわ。アルレイド様と違って打算で動かないし、自分の欲望を抑おさえるつける術も持っている。それに弱い人の味方でありたいという純じゆん粋すいで真まっ直すぐな想おもいもある。大救導者としてはこの上ない人材だと思う。ただ、極きわめて頑がん固こで馬ば鹿か正しよう直じきで、機転の利かないところはあるけどね。その辺りはリーダーとしてはちょっと失格かしら」

「よくもまあ、そこまでずけずけとした物言いが出来るな、お前は」

　さすがにそこまで言われると想像していなかったのか、ファンは苦く笑しようする。

「まあ、全すべて当たっているだけに反論は出来ん。それに面と向かってはっきりと告げられた方がまだマシだ」

　彼は椅い子すにゆっくりともたれかかった。

「皆みながお前みたいであればまだやりやすかったのだがな」

「……他のお偉えら方がたは気に入らないみたいだものね。あなたが今の地位にいるのが」

　ファンが目をしばたたかせる。

「知っていたのか。……と言うのは無ぶ粋すいというものだな」

「一応、これでもわたしもエターナルのお偉方ですから」

　その辺りの話については、レイラも色々と耳にしていた。無理はないのかもしれない。ファンはレイラより二つ上だ。いくら大救導者の孫だといっても、数万人近い教団員全てを率いるにはあまりに若すぎる。レイラ以外の幹部達は、ファンの能力にではなく、息むす子こに近い年ねん齢れいの男からあれこれ命じられること自体を不服に思っているようだった。

「俺の前では媚こびへつらっているが、彼らが裏でなにか企たくらんでいることは掴つかんでいる。大方どうにかして俺を失しつ脚きやくさせ、その後あと釜がまを自分たちの中から選出しようという腹だろうが」

「人々の救済者ともあろうお方々が、随ずい分ぶんとまたせせこましいことを考えているものね」

　尤もつとも、大きく成長した組織など大たい抵ていがそのようなものだろうが。

「それで、わたしになにをしろと？　彼らを説得しろというのは少し難しいわよ。わたしもあなたと同じ、若じやく輩はい者ものだからね。そんな奴やつの話に耳を貸すとは思えないわ」

「いや、そうじゃない。このタイミングで、妙みような話が舞まい込んできてな」

　首を傾かしげたレイラにファンは執しつ務む机づくえの引き出しから、タブレット端たん末まつを取り出した。

　ディスプレイに触ふれて後、彼はある動画ソフトを立ち上げる。

「祖父が入院して少し後のことだ。エターナルでも一部の人間しか知らないはずの俺個人のアドレスへ、あるメールが送られてきた」

　タブレット端末を持つと、彼はよく見えるようにディスプレイをこちらへと向けた。

「そこに添てん付ぷされていた動画が……これだ」

　レイラは興味を惹ひかれて覗のぞきこむ。ファンが再生ボタンを、タッチした。

　薄うす暗ぐらい部屋が映り始める。中央に背の低い人物が一人。帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶっているため顔が定かではなく、服装も中性的であるため、少年にも少女にも見えた。他にも何人かいるようだが、影かげとなって見えない。

『……こんにちは。いや、こんばんはかな？』

　やがて中央の人物が口を開く。甲かん高だかいその声は女性特有のものだった。

『まずはこの動画を見てくれてありがとう。これが【エターナル】の、上に居る人たちに届いていることを祈いのる。なぜなら、ボクはこれからキミ達にとってとても価値のある話をするからだ。最後まで、聞いてくれると嬉うれしい』

　彼かの女じよは、こう告げてくる。

『まず初めに、ボクは――』

　その台詞せりふを聞いた瞬しゆん間かん、レイラは思わず息を呑のんだ。到とう底てい、信じられることではない。

　しかしそこから次々と語られる話、加えてそれらを証明するように行われたことの数々に、次し第だいに疑ぎ惑わくは溶とけ消えていく。

「……そんな」

　動画が終わった後も、レイラは呆ぼう然ぜんとその場に立たち尽つくしていた。

「俺も驚おどろいたよ。このことはお前以外の幹部連中はまだ知らない。知ったら、ただでさえざわついている組織内が更さらに混乱するからな」

「それは……そうね。でもファン、あなた……『これ』をどうするつもりなの？」

「考えあぐねているんだ。もしこの要求に俺が応じれば、エターナルは絶大な力を得ることになる。そして同時に、彼女と組めば大救導者に成り代わろうとする人間もいなくなるだろう」

「ええ。間ま違ちがいなくそうなるでしょうね。……文句なんて、出るはずもないもの」

　出せるはずがない、といった方が正しいかもしれない。だけど、とレイラは言った。

「ファン、あなたはそれでいいの？」

　すぐに返事は来なかった。ファンは黙だまり込み、視線を下へと向ける。

「……俺が望んでいるのは、エターナルがこれ以上、誤った方向にいかないことだ。皆にこの教団が設立された当初の想いを思い出して欲ほしい。それだけなんだ。そのためなら、自分がどうなろうと構いはしない」

「確かに、『彼女』ならそれにうってつけでしょうけど」

「ああ。……だが、少し気にかかることがある」

　ファンがなにを言おうとしているか、レイラには分かった。

「彼、ね」

　心の内を察したこちらの台詞に、ファンは顎あごを引く。

「もう悠ゆう長ちようなことは言っていられない。そろそろ、あの少年がどうするつもりなのか確かめなければならない」

「それをわたしに頼たのみたいと？」

「それもある。が……もっと大事なことがある」

　そしてファンは言った。エターナルとして、世界の『再生』を担になう者としての在り方を。

「……なるほど。了りよう解かいしたわ」

　レイラはそれを受け入れる。ともすれば青あお臭くさく、だが、ファンらしいやり方だと思った。

「だけど、その『選せん択たく』をわたしがしてもいいの？」

「構わない。俺が動くと目立つからな。全権をお前に委任する」

「責任重大ね。もっと他に相応ふさわしい人がいると思うけど」

「お前だからこそ任せられるんだ」

　信しん頼らいを感じさせる口調でファンは言ってくる。

「レイラ、お前は決して自分の利益のために動かない。そして厳しくとも、常にある種の正しさのために冷れい徹てつになることも出来る。これ以上ない程ほどに、適任だと俺は思っている」

　彼はこちらに向けて、頭を下げた。

「頼む。エターナルの、未来のためなんだ」

「……そこまで期待されたのなら、応こたえなきゃならないわね」

　腰に手を当てて、レイラは視線を逸そらした。パイプオルガンの更に向こう、ステンドグラスを背にして彫ちよう像ぞうが立っている。

　穏おだやかな顔をした男の姿をしたそれは、作り物にして尚、その威い光こうを失ってはいなかった。――エターナルの教祖、エルスタインその人である。

「なんだか大変なことになってきたわね……。ミンク、大だい丈じよう夫ぶかしら」

　レイラは呟き、遠き異国の地に住む妹のことを思った。







第一章　神魔と過去と新たな出会い







　その日、日か鎖ざり心しん真まは困難に直面していた。

「……うーん」

　提示された問題に対し正しい答えを導き出す。言ってしまえばただそれだけのことだ。始点と終点は用意されており、後はその過程を考えればいい。

　だが事はそれほど簡単なことではなかった。辿たどり着つくべきゴールはたった一つだが、それがどこにあるのかは分からない。頭を捻ひねって歩み続けてきた道が、必ずしも是ぜとなる結果を生むとは限らないのだ。

　これしかないと掴んだものが後に過あやまちであったことを知る。その絶望は筆ひつ舌ぜつに尽くし難がたい。

　しかしそれでも、人は選ばなければならない。選び続けなければならないのだ。

「よし……」

　だからこそシンマは決断した。手にもったペンで、空くう欄らんに数字を書き込む。それが最後となった。

　不意に鳴り響く軽い鐘かねの音。

「んが」

　間の抜ぬけた声が響いた。シンマの所属するクラスの担任、訓く堂どう亮りよう真まだ。大方、居い眠ねむりでもしていたのだろう。

　彼は欠伸あくびを隠すこともなく体を起こすと、自らの腕に嵌はめた時計を見た。

「……よし、終しゆう了りよう。係りは答案用紙を集めてくれ」

　その言葉で、森しん閑かんとしていた教室内の、緊きん張ちようを孕はらんだ空気がふっと和やわらぐ。シンマもまたゆっくりと息をついた。

　二人の生徒が席を立ち、周囲からテストを回収していく。

「とりあえず、実力テストは今日が最後だ。明日から通常授業に戻もどる。しっかりと休め」

　立ち上がり、もう一度、大きな欠伸をする訓堂。彼は、集められた用紙を受け取ると、手を振って教室を出て行った。

「……終わったー」

　シンマは机に突つっ伏ぷすと、全身に伝わる開放感に顔を弛し緩かんさせる。他の生徒達も皆それぞれ、試練を乗のり越こえた者特有の清すが々すがしい表情をしていた。

「お疲つかれ様さまです、シンマ様」

　隣となりのコトハがそうねぎらってくる。シンマはそちらに顔を向けた。

「コトハこそ、お疲れさま。どうだった？」

「幾いくつか応用的な部分も見受けられましたが、全体的には出題範はん囲いからそのまま持ってきたものも多く、特に問題はありませんでした」

　変わらぬ表情でそうさらりと言ってのける彼女が、シンマは心底羨うらやましい。

「すごいなあ、コトハは」

「いえ、そのようなことは。事前に情報が与あたえられているのですから、後はそれを覚えておけばいいだけの話です」

　確かにそうかもしれない。だが、皆が皆、そんなことを易やす々やすと行えるのであれば、そもそも学力を確かめるためのテストなどする必要もなかった。

「シンマくん、お疲れ様でした。お昼、ご一いつ緒しよしませんか？」

　離はなれた席からミンクがやってくる。彼女は手にもったカラフルな包みをこちらに差し出してきた。見ると生徒達もそのほとんどが教室を出て行ってしまっている。皆、昼食をとるために席を立ったのだろう。

「ああ、いいね。ところでミンクはテスト、どうだった？」

「うーん。他はともかく、国語はちょっと大変でした」

　そう言って、ミンクは少し眉間に皺を寄せた。それはそうだろう、とシンマは頷く。彼女は外国の人間だ。聞いたところ、留学生ということを考こう慮りよして多少、簡単な問題になっているようだったが、それでも難易度は高いだろうと思われた。

「でも日本語は好きですから、頑がん張ばって色々憶おぼえたんですよ。おかげで、一学期の時よりは出来た気がします！」

　にっこりと笑うミンクに、シンマも「それはよかった」と口元を緩ゆるめる。

「シンマくんは、どうでしたか？」

「そこそこかなあ。可もなく不可もなく」

「あら……そうでしたか」

　少し残念そうにするミンクへシンマは頭を掻く。

「まあ、オレは毎度、そんな感じだから。ある意味、自分の人生に忠実というか」

　殊更に目立つわけでもなく、かと言って地味すぎることもなく。常に上下の振れ幅はばがない中間に位置することは、あらゆる場面においてシンマの目標でもあった。

「んじゃ、お昼に行こうか。アリスはどうした？」

　自分の鞄かばんから弁当箱を取り出したシンマが尋たずねる。ミンクは目をしばたたかせた。

「あれ、そういえばいませんね。いつもなら授業が終わればすぐにシンマくんのところへやってくるのに」

「アリス＝ノア＝ナンシェであればあそこに居ます」

　コトハが指差す先を、シンマは見た。

「……うっ」

　思わず絶句する。ミンクもつられて視線を移し、こちらと同じように顔を引きつらせた。

　そこにはアリスが、確かに居た。……途と方ほうもなく落ち込んだ姿で。

　机に体を投げ出し、虚うつろな視線を空に這はわせ、半開きにした口からぶつぶつと何かを呟いている。これが漫まん画がかなにかであれば、確実に暗く淀よどんだ負のオーラのようなものが漂っているだろう――と、そんな風に思えるほどの意い気き消しよう沈ちんっぷりであった。

「げ、元気を出せ、アリス！　明日という日本語は、明るい日と書くのだぞ！　君の未来はきっと輝かがやいている！」

「そそ、そうですよ！　テストがなんだっていうんですか。多少、その、いや、かなり……いえ、大体……出来なかったからといって、アリス様の魅み力りよくが損そこなわれることはありませんよ！」

　左右から彼女を励はげましているのは、お付きのレイとノンエである。

「それにほら、君の場合は、努力が足りなかったわけではないじゃないか！」

「そうですよ、寧むしろ、やりすぎてしまったせいでこうなってしまったわけですから！　怪け我がの功名というやつですよ！　あれ、なんか違いますか!?」

　必死な彼女たちのフォローもアリスには届いていない。彼女は怨えん嗟さのような響きをもった言葉を吐はき出し続けていた。

「もういいわ……全てがどうでもいいわ……どうせこうなる運命だったのよ……あたしはきっとそんな星の下に……ふふ。ふふふふふ」

「……どうしたんだ？　アリスの奴。朝はすごい元気だったはずだけど」

　いつもとは明らかに違う状態にシンマは眉まゆをひそめる。

「そういえば、確かに『今日のあたしは違う。今までのあたしとは違う。そう、いわば、ニューアリス！　アリスセカンドエディションよ！』とか、わけのわからないテンションで興奮していましたねえ。一体なにがあったんでしょう」

　ミンクの疑念に、コトハが答えた。

「恐らく、徹てつ夜やで勉学に励み、今日の試験に挑いどんだ結果、居眠りをしてしまってほとんど解答用紙に書き込むことが出来なかったのではないでしょうか」

「…………」

　確証はない。あくまで彼女の推測に過ぎない。だが、どうしてだろう。シンマは、それが当たっている気がしてならなかった。

「それはなんというか……いえ、やっぱりなにも言えませんね。さすがに悲し過ぎます」

　ミンクが同情気味の視線をアリスへと送る。

「朝の元気さは徹夜明けだったからなんだな……。前に同じことやってた時、そんな風に一いち夜や漬づけしていたらいつか大変なことになるよって言っておいたのに」

　やれやれとシンマは腰を上げた。アリスの下へと行く。

「アリス、大丈夫か？」

　声をかけたが、なんの反応もない。彼女はただひたすらに「宿命……サダメ……抗あらがい難い災難……世界……神とは……」となにやら深しん淵えんな繰くり言ごとを口にしていた。

「困りましたねえ。これは復活に時間がかかりそうです」

　ノンエがため息をつくと、レイが顎に手を当てる。

「なにか特効薬でもあればいいのだが……む」

　ふと、レイがこちらを見てきた。

「シンマ。ちょっといいか。アリスを正気に戻すために協力してくれ」

「別にいいけど、何をするんだ？」

「手を貸してくれ」

　言われた通りに差し出すと、レイはそれを掴んできた。すると、

「えいやー」

　軽い声と共に思い切り引っ張られた。抵てい抗こうする暇ひまもなくシンマは体勢を崩くずし、アリスの上へとおぶさる。

「おうわっ！……っ!?」

　その時、自分の唇くちびるがなにか柔やわらかいものに触れるのを感じた。

「なっ……!?」

　ミンクが驚きよう愕がくする。それと同時にシンマは、今、自分が接せつ触しよくしたのがアリスの頬ほおであることを理解した。

「ちょ……な、なにするんだよ、いきなり！」

　慌あわてて離れると、シンマはレイを非難する。すぐにコトハが飛んできて、刀の柄つかに手を当てた。

「シンマ様になにを……！」

「落ち着け。これが一番、てっとり早いんだ」

　レイが言って、アリスを指差す。彼女は先ほどと変わらず、心ここにあらずといった状態になっているように思えた。だが、よく見ると違う。その目は見開かれて、唇がわなわなと震ふるえている。

「な……な……」

　やがて彼女の首筋から、その頬にかけて赤くなっていくのが分かった。

　まるで火山が噴ふん火かする直前のようだ。そうシンマが思った瞬間。

「なにすんのよ、バカァ――っ！」

　体を跳はね起こすと同時、アリスは思い切りこちらに向かって平手を放った。

「痛いっ!?」

　シンマは勢いよく吹ふっ飛とぶ。咄とつ嗟さにコトハが支えてくれたため、体のどこかを床ゆかか机にぶつけるという事態は避けられた。残った他の生徒達が何事かとざわめく。だがそんなことには構わず、アリスは真っ赤な顔でまくしたててきた。

「いい、いきなりなによ!?　そ、そういうのは、もっと二人きりで、雰ふん囲い気きのある場所で、こう、お互たがいの気持ちを確かめ合った後で……！　いえ、その、だったらいいというわけじゃないわよ！　でも、そういうのでいいのよ！　そういうのがいいのよ!?　分かってるの!?」

「は、はい、分かりました」

　シンマはがくがくと何度も頷く。全く意味不明だが、そう応じておかなければなにをされるか分からなかった。

「……あれ？　あたしなにしてたんだっけ？」

　正気に戻ったらしきアリスは辺りをきょろきょろと見み渡わたす。

「おお、アリス様が元に戻りました。さすがレイちゃん！」

「さすがじゃないよ……もっといい解決方法あっただろ……」

　頬を摩さすりながらシンマはレイを半眼で見た。

「すまん。考える限りのやり方でこれが最も効果的だと思ったものでな」

　頭を下げてくるレイに、コトハが告げる。

「――弁明は聞きません。そこへ直りなさい」

　無表情で刃やいばを抜き払はらい、その切っ先を彼女へと突き付つけた。

「ま、待った、コトハ！　別にいい！　いいから！　説教すっ飛んで刃にん傷じよう沙ざ汰たにするのは勘かん弁べんして！　後、ここ他に人いるから！　普ふ通つうに刀抜かないで！」

　ようやく馴な染じんできたクラスなのに、またも他の生徒と距きよ離りが空いてしまう。必死でシンマが止めると、コトハは心なし、渋しぶ々しぶといった感じで刀を納める。

「い、一体どうしたのよ。なんか、不ふ穏おんな空気になってるんだけど……？」

　当とう惑わくしたようにアリスが言った。どうやらビンタのことは発ほつ作さ的てきにやったことで、覚えてはいないらしい。

「わ、わたくしでさえ未遂に終わったというのに……あっさりと……」

　背後からミンクの声がした。シンマが振り返ると彼女はなにかを堪こらえるように拳こぶしを握にぎりしめている。

「お、落ち着きなさい、ミンク＝フィナーレ。相手はわざとやったわけではありません。そう、ここは慈じ愛あいの心で許すのです。こ、これくらい平気です。平気に決まっています。平気で、だから、ふ、ふふふふふ」

「こ、今度はこっちが危ないぞ!?」

　ようやく訪おとずれた平和も仮かり初そめのものでしかなかったというのか。ミンクは「平気です。平気なのですから。平気です」と繰り返しながら全く平気そうでない今にも爆ばく発はつしそうな顔で唇を噛かみ締しめていた。

「み、ミンク、今のは事故みたいなものだから……な？」

　どうにかして気を静めさせようとしてシンマは、優やさしく声をかける。すると彼女は、その口を無む理り矢や理りな感じに笑えみへと変えた。

「わ、分かってますよ、シンマくん。わたくし、そんな狭きよう隘あいな心の持ち主ではありませんもの。事故ですよね。ちゃんと、ちゃーんと、理解しています」

「そ、そうか？　それはよかった……」

「で、ですが、事故なら、もう一度起こることもありえますよね？」

「……は？」

　きょとんとするシンマ。ミンクは真っ直ぐとこちらを見て、こう言った。

「わ、わたくしとも事故に遭あって下さい、シンマくん！」

「どうして、そうなる!?」

「これは事故ですから！　ね、事故ですもの！　仕方がないですよ！」

　両手でがっしりとこちらの肩を掴んできて、彼女は迫せまってくる。まずい。目が本気だ。

「いや、それは事故じゃない！　故意！　故意だから！　色々と不味まずいから！」

　自分もかなり混乱しているようだ、とシンマは思った。

「ミンク＝フィナーレ」

　その時、コトハの静かな声が割って入ってくる。

「おお、コトハ！　お前だけが頼たよりだよ！」

　目を向けると、彼女はしっかりと頷いた。そして、

「――事故ならば先ほどのようなことも許されるのですか？」

　真ま面じ目めな顔のまま、シンマの手をがっしと握ってくる。

「こっちもダメだった――っ！」

　シンマは嘆なげきの声を上げた。

　夏休みが終わる直前に起こったちょっとした騒そう動どうから、コトハは少し変わった。はっきり言えばあらゆる面で遠えん慮りよがなくなり大だい胆たんになったのだ。以前なら己おのれを律し、踏ふみ込むことを躊ちゆう躇ちよすることでも、積極的に行動してくる。

　それは大変にいいことだとシンマも思うのだが、問題がまるでないとは言えなかった。

「シンマ様……！」

　たとえば、今が正にそうである。

「シンマくん……！」

「ちょ……ちょっと、あんたら、なにしてんのよ！　だ、だったらあたしだって！」

　たださえとんでもないことになりつつあるのに、その上、アリスまでシンマに近付いてくる。勘弁してくれ、誰か助けて。シンマはあたふたと救い主を探した。

　しかしそんな都合のいい存在がいるはずもない。それは身を以もつて知っているはずだ。だがそれでもシンマはどうにかしてこの事態を打開できるような、そんな奇き跡せきを期待した。

　そして、

「おーい、日鎖」

　奇跡は訪れた。

「なんか、お前に会いたいって子が校門まで来てるぞ。行った方がいいんじゃないか」

　教室の入口から声をかけてきたのは、同じクラスの男子だ。

「おお、ありがとうすぐ行く今すぐ行くそれはまじで急がなきゃ失礼だしな！　じゃ！」

　これ幸いとシンマは素す早ばやくコトハ達の拘こう束そくから逃のがれると、超ちよう特とつ急きゆうでダッシュした。

「あ、待ちなさいよ、シンマ！」

「シンマくん！　大丈夫、これは不自然なことではないはずです！　だからー！」

「シンマ様！」

　追いかけてくる三人の声を背後に、シンマはこの上なく全速力で廊ろう下かを駆かけ抜けた。




「は、はあ、はあ……色々と危なかった。まじで危なかった」

　シンマは曲げた膝ひざに手をつき、息を整えた。

「まさかコトハまでああなるとは……いやまあ、彼女がそれだけ変わったってことだから嬉しいんだけどさ」

　それでも限度があるだろう。シンマはポケットからタオルを取り出すと汗あせを拭ぬぐった。

「……ええと、オレに会いたい人ってのはどこかな」

　人心地がついたところで、そもそもここへやってきた目的を思い出す。校門の辺りには帰宅途と中ちゆうの生徒達はいるが、それ以外の姿はなかった。

「シンマくーん」

　後ろからかけられた声にシンマはびくりと体を竦ませる。恐こわ々ごわと振り返ると、ミンクが手を振りながら走ってくるところだった。後ろにはコトハとアリス、レイやノンエもいる。

「や、やあ……」

　幾いく分ぶんか怯おびえながら迎むかえると、ミンクは真っ先にこちらへ頭を下げてきた。

「ご、ごめんなさい。先ほどは混乱して突とつ拍ぴよう子しもないことを……」

「私も謝罪致いたします。なにか自分でも抑えることのできない感情に突き動うごかされまして」

　同じく非礼を詫わびるコトハ。アリスもそれに続いた。

「その……あたしはさっきからなにがなんだかよく分からないことだらけなんだけど。二人があんなことするから、勢いでやっちゃったわ。ごめんね」

「いや、もういいんだけどさ……」

　冷静になってくれただけで大助かりだ。シンマはほっと胸を撫なで下おろす。

「ところで、シンマくんを呼び出した人って？」

「いや、それがどこにもいなくて……」

　と、ミンクに向かってシンマが言った時だった。

「――キミ、日鎖心真君……だよね？」

　不意に聞こえる声。シンマはそちらを振ふり向むいた。

　見知らぬ人物が立っている。フィンガーレスのグローブを両手に嵌め、ロゴ入りのシャツの上から薄うす手でのノースリーブジャケットを羽織り、ホットパンツを穿はいていた。起き伏ふくのない体つきから一見すると少年のように思えたが、声は女性のものであるかのように甲高い。帽子を目深に被っているため顔が分からず、そのどちらなのかは判断できなかった。

（あれ……どこかで見たような……）

　既き視し感かんのある姿にシンマは眉をひそめた。しかし思い出せない。

「いきなり声をかけてごめん。怪あやしい者じゃないんだ。キミ、日鎖心真君かな？」

　沈ちん黙もくするシンマに、不ふ審しんがられていると思ったのだろう。その人物は不ぶ躾しつけであることを謝あやまった後、再度尋たずねてきた。

「あ、ああ、こっちこそごめん。そうだよ。あんたは……？」

「やあ、そうだね。これは礼れい儀ぎがなっていなかった。そちらの名前を尋ねる前にこっちが名乗るべきだったよ」

　言って、その人物は帽子のツバに手をかけると、それを取とり払った。

　ふわりと、空中に長い髪かみが舞う。その色は、鮮あざやかなまでの純白だった。しかし、全てがそうでない。前の一ひと房ふさだけが、闇やみのような漆しつ黒こくに染まっていた。

「ボクはルナ。ルナ＝ルーヴェンスだよ」

　彼女が話しているのは、流りゆう暢ちような日本語である。だが、

「外国の人、か……？」

　ルナの目を見て、シンマは尋ねた。その瞳ひとみは、深海を思わせるかのような昏い青をしている。

「ああ、そうだよ。ヨーロッパ圏けん内ないにある小さい国でね。特に有名なところでもないから、言っても分からないと思う。……ああ、ちなみに」

　と、ルナは自らの胸に手を当てた。

「分かりにくいかもしれないけど、ボクは女だ。十五になるのにちっとも成長しなくてね。嫌いやになるよ」

「そ、そうなのか。いや、その、格好も格好だから分からなかったよ」

　頭を掻かいたシンマにルナは微笑ほほえんだ。

「正直だね。そういうの、嫌きらいじゃない。――特に得するようなものでもないけど、疑っているのなら証しよう拠こを見てみるかい？」

　彼女は襟えり首くびに指を掛けると、それを大きく開けようとする。

「いやいや、いいって！　初対面の男に見せちゃダメだろ！」

　動どう揺ようするシンマに、ルナは声を上げた。

「あはは。冗じよう談だんだよ。うん、シンマ君、素す直なおでいい感じだ。気に入ったよ」

　彼女はこちらに近付くと、シンマを見上げてくる。

「キミへ会いに、日本までやって来てよかった」

「……わざわざオレに？　どうして？」

　シンマは不思議そうにそう尋ねたが、ルナが答えるより早く、剣けん呑のんな声が響ひびいた。

「ちょっと、あんた。……もしかして、またシンマを狙ねらう組織の人間じゃないでしょうね」

　アリスだ。それに伴ともなって、隣にミンクやコトハも並んだ。彼かの女じよ達たちもまた、その目に警けい戒かいの色を浮うかべている。

「お、おい、ちょっと、皆……彼女、一人できたみたいだぞ」

「油断なさらないで下さい、シンマ様。辺りに仲間が隠れて、襲しゆう撃げきする機会を窺うかがっている可能性もあります」

　まさか、とシンマは咄嗟に周囲を見回した。が、それらしい兆候はない。尤も、気配を殺して潜ひそんでいる者がいたとして、己にそれを感じ取れるほど優すぐれた能力があるわけではないのだが。

「なにが目的ですか。言いなさい！」

　ミンクがベルトに差した杖つえを抜いて、ルナに突き付ける。アリスが目配せすると、レイやノンエもまた、それぞれの武器に手をかけた。

「……やれやれ。随分と物ぶつ騒そうだね」

　どうしたものか、といった感じでルナが息をつく。

「まあ、そう思われるのも仕方ないかもしれない。【資格者】の周辺に面めん倒どうごとが多いのは、ボクも知っているからね」

「……やっぱり、そっち関係の人なのか？」

　シンマは自らの右手の甲こうに視線を落とした。そこには己を今の己たらしめた【資格者】の証である紋もん章しようが刻まれている。

「その通り。……だけど安心して欲しい。ボクはシンマ君の命を狙いにきた刺し客かくでなければ、【使徒】へなるためどこからか送り込まれた人間でもない」

　ルナは自らの手てぶ袋くろに指をかけた。

「そんなことをする必要はないからね」

「……どういうことだ？」

　投げかけたシンマの問いに、彼女は答える。

「ボクはね、シンマ君。キミと【同じ】なんだよ」

　言って――ルナが、左の手袋を取り去った。そして、その甲をこちらへと向ける。

「なっ……！」

　そこにあるものを見て、シンマは愕がく然ぜんとなった。他の皆みなも同様、目を見開いたまま固まっている。

「……驚いたかい？　いや、無理はないかもしれないね。ボクだって自分と同じ存在が日本にいると知った時は、信じられなかったよ。だけど、これははったりでもなんでもない」

　残暑の強い日差しの中、【それ】はその存在をはっきりと誇こ示じしていた。

「シンマ君。ボクはね、キミと一緒で――正しよう真しん正しよう銘めい、本物の【資格者】なんだよ」

　剣けんと盾たてが合わさったような、独特の形。間違えようがない。

　それは、シンマの右手にあるものと全く変わらぬ紋もん様ようだった。

「そ……そんな！　嘘うそです！」

　はじめに反応したのはミンクだ。

「同じ時代に二人の資格者が生まれるなんて……！　前ぜん代だい未み聞もんです！」

　彼女の言う通りだった。資格者は何十年、何百年に一度だけ現れる超ちよう常じようの存在だ。シンマの知る限りとてそんな話は聞いたことがない。

「イレギュラーなのはボクも知っているよ。この力が目覚めた時、大統領に呼ばれて色々と聞いたからね。その時にシンマ君、キミのことも知ったんだ。日本にボクと同じ力を持つ人がいるってね」

「紋章の形が同じってことは、もしかして……？」

　シンマの問いかけにルナは答える。

「そう。ボクもまた【再生】と【破壊】、その双そう方ほうの力を使いこなすことが出来る」

「信じられないわね。ただ主張しているだけじゃない。あんたがこっちを騙だましていないという証拠はどこにあるの？」

　アリスの指し摘てきにも彼女は顔色一つ変えず、ただ指先を立てた。

「――風よ、舞まえ」

　疾しつ風ぷうが巻き起こる。ルナの体周辺を、目に見えぬ大気の渦うずが覆おおった。それだけではない。彼女は更にそれから、炎ほのおを起こし、土を生み出だし、水を湧わき立たせた。

「どうかな。これで、信じてもらえる？」

　沈黙が降りる。誰だれもが続く言葉を持つことが出来ないでいた。

「どうやら……本物のようですね」

　やがて淡たん々たんとした口調でコトハが言う。だが彼かの女じよは、一歩足を前に出すと、自らの得物に手をかけた。

「なんのつもりだい？」

　ルナが首を傾かしげる。

「貴女あなたが資格者であることは確かく認にんしました。で、あれば次はシンマ様へと会いにきたその理由です。もしや……敵対する相手を排はい除じよしにきたのでは？」

　コトハの台詞せりふにアリスもまたはっとして、シンマをかばうように立った。

「そ、そうよ！　シンマが自分と同じ力を持つから、邪じや魔まになったんでしょ!?　そうはさせないわよ！」

「その通りです、アリス！　シンマくんに手出しはさせません！」

　ミンクもまた杖を向け、まなじりを吊つり上あげる。

「すごい気き迫はくだ。愛されているね、シンマ君。羨ましいよ」

　敵意をむき出しにする三人を前に、ルナは目を細める。

「……ルナ、彼女達の言う通りなのか？　あんたは、オレを倒たおしにきたのか？」

　確認をするシンマ。それに対し彼女は口こう端たんを上げた。

「そうだ、と言ったら？」

　場に緊張が走る。シンマもまた、なにが起こってもいいように身構えた。

　ルナは両手を広げ、息を吸い込む。そして、

「なんて、ね」

　勢いよく手を叩たたいた。乾かわいた音が、場に響く。

「……え？」

　シンマは目をしばたたかせた。

「そんなこと、するわけないじゃないか。なんの意味もないだろう？」

「い、意味がないって、でも、あなたも資格者で、だからシンマくんを……」

「ナンセンスだよ、ミンク君。どうして資格者同士で潰つぶし合う必要があるんだい？」

　困こん惑わくするミンクを、ルナは心底から不思議そうに見る。

「ど、どうしてわたくしの名前を？」

「別にキミだけじゃないよ。コトハ君に、アリス君、それにレイ君にノンエ君。確かシンマ君には妹さんもいるよね？　奈な々な君だっけ。みんな知ってるよ」

「大統領から聞いたのか？」

　初対面の人間にそこまで知られていると、少々、不気味だ。シンマは訝いぶかしむが、ルナは首を横に振った。

「そこまでは無理だよ。どうも政府はボクと君が接触するのを避さけたがっているようだったからね。個人情報だと言ってなにも教えてくれなかった」

　なるほど、とそこで、シンマは納なつ得とくする。どうりで自分も彼女のことをなにも知らなかったわけだ。日本政府もまた同じ方針をとっているのだろう。後で訓堂にも確認しておかなければならない。

「だから自分で調べた。ボクはこれでも、本国では情報を商品として取り扱あつかう組織の元もと締じめをしていてね。これくらいのことならお手の物だよ」

「その年ねん齢れいで、か？」

　レイの疑問にルナは頷うなずく。

「資格者の力があれば造作もないことだよ。皆、よく従ってくれている」

　薄うすく笑みを浮かべる彼女に、シンマはなにか得体の知れなさを感じた。年下であるはずの彼女が、自分よりはるかに大人びて見えたからだ。多くは語らぬその奥おく底そこに、なにか大きなものが隠かくされているように思えたからかもしれない。

「話を戻そう。ボクはなにも、シンマ君と敵対するためにここへきたわけじゃないんだよ」

「では、なにをするために訪れたのですか？」

　未いまだ警戒を解かぬコトハにルナが告げる。

「単純な話さ。――友達になりたくてね」

「友達に……？」

　意外な申し出にシンマはきょとんとする。

「そうだよ。シンマ君、ボクはキミと親交を深めにきたんだ」

「……嘘ばっかり」アリスはルナを睨にらみつける。「わざわざそんなことのために、日本までやってくるわけないじゃない。本当のことを言いなさいよ」

「ひどいなあ。それに、『そんなこと』なんて言葉で片付けないでくれないか」

　本気でショックを受けているかのように、ルナは悲しげな顔をした。

「ボクはね、自分がとんでもない存在になってしまって、もう普通の人間には戻れないと知ってから、どうしようと思ったんだ。だけど、シンマ君のことを知って嬉うれしかった。自分と同じような立場の人がいる。ボクは独りじゃないんだ……とね」

「……ルナ」

　シンマは呟つぶやく。彼女は微笑んだ。

「だから会いたいと思ったんだ。シンマ君がどんな人で、どんな考えをもっていて、どんな風に生きているのか、とても興味があったから。そして、出来れば友達になりたいと思った。……そんな理由で日本にきちゃダメかな？」

　コトハ達は、黙だまり込んだ。ルナの言葉が真実であるか、迷っているようだ。無理もない。今まで色んなトラブルが起こった。素直に彼女を信じるわけにもいかないだろう。

　だが。

「……分かった。オレでよければ」

　シンマはルナに向かって、手を差し出した。

「シンマ様、まだ判断を為なさるには早すぎるかと。罠わなである可能性もあります」

「そ、そうよ！　そんなこと言ってる裏で、なにを考えているか分かったものじゃないわ！」

　コトハが助言し、アリスがそれに乗っかる。ミンクが耳元で囁ささやいてきた。

「まだ、様子を見た方がいいです。色々と確認をとってみないことには危険すぎます」

　彼女達の言い分は尤もつともだった。しかし、シンマは首を横に振る。

「大だい丈じよう夫ぶだ。オレは彼女を信じる」

「ですが、シンマ様……！」

　コトハがなおも止めようとするのに、シンマは言った。

「本当にオレをどうにかするつもりなら、こんな堂々とした方法はとらないさ。もっと他にやり方はある。それに、遠い異国から友達になりにやってきた女の子を、無む碍げに追い返すわけにもいかないよ」

「甘あまいぞ、シンマ。そう思わせるのが彼女の作戦かもしれない」

　レイが指摘してくる。無論、それもまた正しい考え方だ。だが、

「それならそれで、対応はとれるさ。だったらオレは、まずは彼女を信用してみることにする」

　シンマはあえて、危険かもしれない選せん択たくをとった。

「……この力を持った大変さは、オレもよく分かるからな」

「シンマくん……」

　こちらの気持ちを、察してくれたのだろう。やがてミンクが、頷いた。

「……そうですね。今までになにかあったからといって、それが彼女を信用しない理由にはなりません。わたくしとしたことが、そんな簡単なことにも気づきませんでした」

　その反省したような態度に、アリスも頬を掻かく。

「まあ……確かに、この子が敵だって証拠もないけどね」

「そうだろ？……コトハは？」

　伺いを立てるシンマに、コトハは俯うつむいた。逡しゆん巡じゆんするような間が空く。しかし、

「……シンマ様が、お決めになったことであるならば」

「うん、ありがとう。じゃあ、決まりだ。宜よろしく、ルナ！」

　笑え顔がおになったシンマにルナもまた微笑む。彼女はこちらの手を握り返してきた。

「ありがとう、信じてくれて。日本までやってきて良かった」

「いや、こちらこそ。だけど日本語、上手だな？」

「一いつ生しよう懸けん命めい、勉強したからね。……シンマ君と、沢たく山さんお話ししたくてさ」

　照れたように、頬を染めるルナ。

「そうなのか……すごいな。ところで、ルナは、これからどうするつもりなんだ？」

「うーん、そうだね。今回はシンマ君に会いにきただけだから、特に予定はないのだけど」

　手を離はなし、考え込む彼女にシンマは提案した。

「良かったら、この街を案内しようか？」

「え、いいのかい？　でもシンマ君、忙いそがしいんじゃ……？」

　喜ぶ反面、申し訳なさそうな顔をするルナ。

「確かに今日は、ちょっと用事があるんだけど。夕方までなら大丈夫だよ。皆も一いつ緒しよに来ないか？」

　誘さそいをかけると、コトハ達はそれぞれ、顔を見合わせた。そして、

「……そうね。あたしはまだその子のこと、完全に信用したわけじゃないし。監かん視しの意味もこめてついていくわ」

　アリスが発言すると、レイやノンエも彼女に従う旨むねをこちらに伝えてきた。ミンクが頭を下げる。

「わたくしも先ほど疑ったお詫びというわけではありませんが、ご一緒させて頂きます！」

　最後に残ったのはコトハだが、元より彼女はシンマの護衛だ。シンマについていくことを示すよう、無言で頷いた。

「感謝するよ、皆。嬉しいよ」

　ルナが言うのに、シンマは尋たずねた。

「それで、どうしようか？　どこか、こんな場所に行きたいというのはある？」

　彼女は腕うでを組み、「そうだね……」と考え込む。しばらくしてから、

「……高いところ。高いところがいいよ。この街がよく見えるところがいいな」

　そう告げてきた。

「高いところ、か。そうだな……じゃあ、あそこにいこう」

　知った場所を思おもい浮かべて、シンマはそう言った。




　セントラルブルータワー。シンマ達が住む街のほぼ中央部に位置する、高層ビルの名である。ガラス張りの壁へき面めんに空が映り、晴れた日には全体が真っ青になるところからそう名付けられたらしい。

　五十階から成るその建物は、幾いくつかの企き業ぎようの他に様々な種類の店てん舗ぽやアミューズメントコーナーが入っており、休日には多くの客で賑にぎわう。

　中でも一番の売りは、最上階に設けられた展望室だった。三百六十度、どこからでも街の全ぜん貌ぼうが見渡せるため、家族連れや恋こい人びと同士の憩いこいの場となっている。

「ああ、学校終わったか？　……うん、そう、そっか。良かったなあ」

　広い室内でシンマは携けい帯たいで自宅に電話をかけ、妹である奈々と話していた。

『あのねー、それでね。奈々、図工の時間ににいくんの絵描かいたんだよ。そうしたら、先生に褒ほめられたんだ。とってもステッキなお兄さんねって！』

　相変わらずの言いい間ま違ちがいにシンマは苦く笑しようする。

「素す敵てき、だろ、奈々」

『あ、そっか。ステーキか』

「素敵。す・て・き」

『す・て・き』

「そう、素敵な」

『うん、狙そ撃げき！』

　ダメだこりゃ、とシンマは項うな垂だれる。

「……兄ちゃん、友達と用事があるからな。終わったら帰るから。無ウーと留守番しててな」

『うん！　あ、にいくん、無が晩ばん御ご飯はんは担たん々たん麺めんがいいって』

「今日はグラタンの予定だと伝えてくれ」

　しばらくすると、電話口の向こうから『いやだ！　辛からくないと食べた気がしない！』というとんでもない無の声が聞こえてきた。

『にいくん、無はご不満のようです』

「じゃあ無はタバスコを一本、瓶びんのまま出そうか」

　奈々がシンマの言葉を伝えると、無はただ悲鳴を上げた。聞こえなかったことにする。

「夕方に出かけるから、準備しておくんだぞ」

『うん、分かった。お花買っておくの？』

「いや、それは兄ちゃんが買って帰るから大丈夫だよ」

　そう伝えると、奈々は「あいよー！」と元気良く返事をした。シンマはおやつのある場所を教えてから、通話を切る。

「さて、と……」

　携帯電話を仕し舞まい、前を向くと、コトハがこちらに会え釈しやくした。

「お疲つかれ様さまです。無は奈々様にご迷めい惑わくをおかけしていませんか？」

「問題ないよ。仲良くやってると思う」

　無が奈々のボディガードをするようになってから、随ずい分ぶんと安心できるようになった。その前から政府の派は遣けんする部隊が密ひそかに身辺警護をしているらしいが、密着できるわけではないので隙すきはある。そこを無が補う形になっているのだ。

「ああ……後、さっきも言ったけど夕方から少し遠出をするから。付き合って欲ほしい」

「了りよう解かいいたしました」

　一礼をするコトハ。彼女に詳くわしく話しておこうかと思ったが、後でいいかと思い直す。シンマは展望室を見渡した。

「ルナはどこ？」

「あちらです」

　指差す方向を見ると、ガラスに張り付くようにして外を眺ながめるルナの姿があった。

　それを見ていて、ふと思い浮かぶ感かん慨がいに、シンマは呟く。

「……オレと同じ資格者、か」

　一体、どうなっているのだろうか。シンマでさえ、本来の資格者とは一線を画するものであるという。そこへさらに現れた同一の存在。意味がないとは思えなかった。

「シンマ様。以前、今までの資格者は時が経たつにつれ、正気を失っていったという話があったのを覚えておりますか？　まるで、その力を与あたえた意志に操あやつられるように」

「え？　あ、ああ」

　コトハの問いかけにシンマは返事をする。

「しかし四つ全すべての属性を会え得とくしたシンマ様は、今なお、お変わりがありません。もし世界に意志というものがあるのなら、そんな貴方あなたに対し、何らかの対策をとろうとしてくるかもしれません」

「それが彼女だっていうのか？」

「わかりませんが……その可能性はあります」

　なんとも言えないところだった。もしそうだとすれば、ルナはシンマにとって、どのような相手となるのか。

「まあ……今は考えても、仕方ないことか」

　考えても答えが出ないのは明白だ。シンマは必要以上に悩なやまないようにして、歩き出した。

　視界の隅すみに、アリス達やミンクが少し離れた場所で、興味深そうにお土産みやげ品ひんを見ているのが映る。

「ねえ、レイ、どうして『根こん性じよう』という文字の書かれたキーホルダーが売られているのかしら。これにはどんな意味があるのかしら」

　不思議そうなアリスにレイは唸うなる。

「いかなる時にも不ふ屈くつの精神を忘れてはならないという、日本人特有の考えなのだろうか」

「きっとあれですよ。これがサムライの心なんですよ。いわゆるブシ・ドーです！」

　ノンエがぽんと拳を打つ。

「おお、なるほど。ブシ・ドーか！」

「未だ息づいているのね、ハラキリ！」

「ブシ・ドーとは、ドー・コンジョーなんですよ！」

「……絶対違ちがうと思うんですけど」

　盛り上がる三人に、ミンクは冷ややかな視線を送っていた。諸もろ々もろと突っ込みたいところはあったが、そうするとややこしいことになりそうで、シンマはその傍そばをただ通り過ぎる。そして、眼下の光景に執しゆう心しんしているルナの背後に立った。

「高いところ、好きなのか？」

　尋ねると、彼女は背中越ごしに答えた。

「うん、とても。世界の姿がよく分かるからね。どれだけ広くて、どれだけ大きいのか。そのことを改めて確かめると、とてもいい気持ちになる」

「ふぅん……そんなものか」

　言われてみればそんな気もする。並んだビル群や、道を走る車、行き交う人々。それらが途と方ほうもなく展開されている光景を見ていると、まるで自分が天から世界を見守っているようにさえ思えた。

「ところで、ルナ。日本には独りできたんだよな。ご両親とかは、国にいるのか？」

「ボクに家族はいないよ。孤こ児じだからね」

　さらりと答えられて、シンマは動揺した。

「そ、そうだったのか……。その、ごめんな」

「別に謝る必要はないよ。小さい頃ころからずっとそうだからね。もう慣れたものだよ」

　振り返かえると、ルナはガラスにその背を預けた。

「両親を亡なくしてから、ボクは親しん戚せきの間を渡わたり歩あるいた。でもどこでも厄やつ介かい者もの扱あつかいされてね。最終的に、スラム街にたどり着いて、そこで育った」

　特に躊躇ためらうこともなく、ルナは己の過去を語り始める。

「ボクを拾ってくれたのは、情報屋を営んでいる人でね。そこから色々と学んで、大きくなった頃、女であることを隠しながら同じような仕事を始めたんだ。それがすっかり癖くせになっちゃって、今も治らないんだけどね」

「……それで一いち人にん称しようが『ボク』なのか？」

　シンマが尋ねるのに、ルナは「まあね」と答えた。

「日本人と仕事をすることもあったから。日本語で会話する時、バレないように、そちらの方も合わせるようにしていたんだ」

「性別を偽いつわったのは、危険を回かい避ひするためですか？」

　コトハの言葉に、彼女は頷く。

「そうでもしなきゃ、あの街ではまともに暮らしていけなかったからね」

　それほど過か酷こくな環かん境きようであったということだろう。平和な日本に育ったシンマには到とう底てい、想像もできないような日常を、ルナは送ってきたのかもしれない。

「それはその……なんていうか。……いや、ごめん、なんでもない」

　大変だったな、などと、気軽には言えなかった。

「……キミはいい人だね。噂うわさ通りだ」

　ルナは口元を緩ゆるめた。

「日本にいる資格者は温和で優やさしい人だと大統領から聞いたよ。だから資格者の力があっても、乱暴なことはしないって。それで、監視に留とどまっているんだよね？」

「単に興味がないだけだよ。あんまり買かい被かぶらないでくれ」

　否定するため手を振ると、ルナは「ふぅん……」となにか、考え深げに呟いた。

「ねえ、シンマ、シンマ。あれ、なに？」

　その時、背後から尋ねられてシンマは振り返った。アリスがある一点を指差している。

　そこは展望室の一角に設けられたゲームコーナーで、一ひと際きわ大きなものが場所を陣じん取どっていた。周囲を低い壁かべに囲まれた大きなテーブルのようなもので、びっしりと穴の空いた板が嵌はめ込まれている。

「ああ、ウインドホッケーだよ」

　少し前にブームになったゲームで、空気で浮いたプラスチック製の薄い円えん盤ばんを互たがいに打ち合って相手のゴールにいれることを競きそうものだ。

「へぇ……面おも白しろそうね」

　シンマがルールを簡単に説明すると、興味を惹ひかれたようにアリスが近づく。

「わたくしも初めて見ました。せっかくですし、ルナさんも交えて皆さんでやってみませんか？」

　ミンクが言うと、ルナも頷いた。

「いいね。ボクも初めてだけど、プレイしてみたいよ」

「……そうだな」

　悪くない。交流を深めるのにはちょうどいいかもしれなかった。

「よし、じゃあ、トーナメント形式にしよう！」

　レイが手を上げた。

「優勝者は――シンマと、デートが出来る！」

「なんでだよっ!!」

　全力で突っ込んだシンマだったが、既すでに場の空気は変わっていた。

「……面白いじゃない」

　やる気満々のアリスが、服の袖そでを捲まくり上げる。

「よ、よぉし、そういうことなら、手加減はしませんよ！」

　ミンクもまた爛々と目を輝かがやかせる。コトハも表情は変えないが、拳こぶしをそっと固めていた。

「ふぅん、シンマ君とデートか。それもいいかもね」

　ルナまで乗り気になっている。

「い、いや、皆……？　もっと平和にいかないか？」

　ただ一人、意見してみるシンマであったが、皆まるで聞いていなかった。

「では、不ふ肖しようながらわたしが進行役を務めましょう！　レイちゃんは審しん判ぱんをお願いね！」

　胸を叩き、ノンエがコートの側まで移動する。妙みように張り切っていた。指示されたレイもまた「了解した」といそいそと彼女について行く。

「さて、それでは始めましょう！　第一回、シンマさんとのデート権をかけた大ウインドホッケー大会！　いえー！」

「……なんかこの流れ、既視感があるんだが」

　以前にあった合コンのことをシンマは思い出した。あまり思い出したくはないが。

「ていうかノンエ、人目もあるから静かにな？」

　注意したが、既に遅おそきに失していた。一体なにが始まるのかと、周囲の何人かが遠巻きにこちらを眺め始めている。平日の昼間だからかそれほど人数がいるわけではなかったが、かなり恥はずかしい。

「あまり時間をかけてもなんなので、五分の制限時間を設けましょう。それが過ぎた時、得点の多い方が勝利者とします。

　――というわけで、第一回戦！　我らが希望の星、アァァァァリス様ァァァァァ！」

　ノンエが叫さけび、レイの拍はく手しゆと共にアリスがシンマから見てコートの向こう側に立った。

「そして対戦相手は、ミィィィンクさんッ！」

　言葉と共にノンエから手で促うながされ、ミンクが目をしばたたかせた。

「い、いきなりわたくしですか……」

　彼女はおずおずと、アリスとは反対側に立つ。

「……ふ。ふふふふ。ついにこの時がきたということね」

　アリスは不敵な笑えみを浮かべ、取っ手のついた円形の物体を手にとった。マレッターと呼ばれるもので、これを滑すべらせるようにしてプラスチック製の薄い円盤――こちらはディスクと呼ばれる――を打ち、相手側のコートに空いた穴に入れるのだ。

「あんたとは、いつかは勝負をつけなければならないと思っていたわ。ついにその時が訪おとずれたのね！　覚かく悟ごなさい！　【エターナル】の天然女！」

「誰が天然女ですか！　あなたにだけは言われたくありません！」

　ミンクがアリスに怒おこるのを聞いて、シンマは苦笑する。確かにどちらかといえば、アリスの方がそう呼ばれてもおかしくない行動を、過去にいくつか仕出かしていた。

「いいでしょう……望むところです。エルスタイン様の威い光こうを背にしたわたくしの実力、あなたに見せて差し上げましょう！　かかってきなさい！」

　アリスに向かって勢いよく、ミンクがマレッターを突つき付つける。

「おおっと、これは激しい！　両者、互いに一歩も譲ゆずらぬ宣戦布告だー！」

　ノンエが異常な盛り上がりを見せた。

「そんな偉えらそうな口をきけるのも今の内よ。あっという間にあんたは地に伏ふし、泣きながら自分が間違っていたと、あたしに謝あやまり倒すことになるのよ！」

「……それはどうでしょう？　あなたのその驕おごりが、後に思わぬ大失敗を生むかもしれませんよ？」

　自信満々なアリスにミンクが返す。

「な、なんですって？　なにを根こん拠きよに……！」

　彼女の意味ありげな台詞に怯ひるむアリス。

「なぜならそれは――！」

　ミンクがここぞとばかりに吼ほえた。

「大体の場合、日本のコミックスでは勝負の前に偉そうなことを言った人ほど、負けるからですっ!!」

『…………』

　その場に居た全員に沈ちん黙もくが降りた。そして次の瞬しゆん間かん、アリスが体を仰のけ反ぞらせる。

「ほ……本当だわーっ！」

「お前も納得するのかよ!?」

　シンマは愕然となった。

「あたしとしたことがなんてことなの……そんなの、初歩中の初歩じゃない。このままではダメだわ。なんらかのアクシデントとか、ミンクが密かに特訓していた必ひつ殺さつ技わざとかで瞬またたく間まに逆転されてしまうわ！」

「その法則は絶対なのか？」

　現実ではそう滅めつ多たにないものだと思うのだが。シンマは首を傾げたが、そんな自分を放っておいて、試合は始まろうとしていた。

「……いいえ、きっと大だい丈じよう夫ぶよ。今回は、ミンクが強くなるための布石かもしれないじゃない。だとしたら、あたしに勝つ可能性はあるわ……！」

「むっ……！　その手がありましたか！　侮あなどれませんね……」

　なぜかミンクもアリスも、妙にテンションが高くなっている。

「なんだかわけが分かりませんが、盛り上がって参りました！　さあ、二人とも構えて！」

　ノンエの指示に、アリスとミンクがマレッターを握にぎり締しめ、相手を睨みつける。ルナは興味深そうに、コトハは相変わらずの無表情で状じよう況きようを見守っていた。

「いざ――スタート！」

　振ふり上げた手を、ノンエが下ろす。刹せつ那な。

「はぁ――っ！」

　アリスがマレッターを振り抜ぬいた。小気味いい音を立てて、ディスクが弾はじかれる。それはコートの壁にぶつかりながら、複雑な軌き道どうを描いてミンクへと迫せまった。

　しかし彼女は動じない。ただ冷静に、その場に佇たたずみただ一点を見つめている。そして、

「見えた……！」

　ミンクは目を大きく見開いた。その手が動き、風を切きり裂さきながらディスクへと接近する。

「おお……！」

　その意外なまでの俊しゆん敏びんさにシンマは驚おどろく。初めてとは思えない反応だ。

「こ、これはもしかしたら、すごい試合になるのかもしれな」

　かこーん！

「ゴール。アリス一点」

　ディスクがミンク側の穴に落ちた。レイの無情な声が場内に響ひびく。

「……え」

　マレッターを振り抜いた姿勢のまま固まるミンク。

「え……」

　さすがに予想外だったのか口を半開きにするアリス。

「ええええええええええええ」

　シンマの中で膨ふくらんでいた期待が物もの凄すごい速度でしぼんでいった。

「あはは。熱い展開だったのにすぐ終わったね。ミンク君、今、どんな気分？　ねえ、どんな気分？」

「訊きかないであげて！　後生だから！」

　興味深そうにミンクの顔を覗のぞき込むルナにシンマは願った。

「……まあ、冷静になれば生まれて初めてやるゲームでそんな簡単に白熱するわけないことくらい、分かりますよね」

　至し極ごくもっともなことをノンエが口にする。

「し、知ってました……！　そんなこと、知ってました！　なのに！　なのになんか、変に自分の中でこみ上げるものが！」

　両手で顔を覆ってミンクは首を振った。

「あははは！　みっともないったらありゃしないわね！　だからあんたはダメなのよ！　あたしの実力、思い知ったか！」

　勝かち誇ほこるアリス。

「いや、今のはどっちかというとミンクの自殺点に近いんじゃ……」

「うう、うううう。ま、まだまだです！　まだまだこれからです！」

　涙なみだをこらえるような顔をして、ミンクが再度、マレッターを持つ。

「試合はまだ続いているんですからね！」

「あーら、まだやるの？　どうせまた、数秒で終わっちゃうわよ。無む駄だだと思うけどなあ。ふっふーん？　それでもいいなら、やれば？」

　完全に調子に乗ったアリスがミンクを挑ちよう発はつした。

「お、おのれ……！　そのどこまでも人を小こ馬ば鹿かにした態度！　許せません！　エルスタイン様、わたくしにお力を！」

　ディスクはミンク側へと移動し、彼女からの攻こう撃げきとなる。

「くらいなさい！　はあああああああっ！」

　ミンクは渾こん身しんの力を込めるようにして、ディスクを打ち放った。しかし少しばかり勢いがあり過ぎたのだろう。通常なら壁にぶつかって様々な角度から相手を攻せめるはずのそれは、真まっ直すぐとアリスへ向かった。

「ああ、しまった！」

「あら、随分と簡単な攻めにしてくれたのね。ありがとう。もらったあああああ！」

　余よ裕ゆう綽しやく々しやくといった感じで、アリスが迎むかえ撃うつ。

　かこーん！

「ゴール。ミンク一点」

　ディスクはそのまま一度もマレッターに塞ふさがれることなく、吸い込まれるようにアリス側の穴へと消えて行った。

『…………』

　ミンクやアリス、シンマ達だけではなく、周りにいたギャラリーまで静まり返る。

「……こういうのなんていうんだっけ」

　シンマは呟いた。いや、それは、口にしてはいけないことのような気がする。だが、

「稀まれに見る凡ぼん戦せんだなあ」

　ルナがあっさりと言ってしまった。
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「シンマ様、このゲームは自分のコートにある穴へ、いかに相手のディスクを入れるかを競うものなのですか？」

　最終的にコトハが止めをさす。

「う、うわああああん！」

　羞しゆう恥ち心しんに耐たえ切れなくなったのかアリスが隅っこに逃にげた。

「あ、アリス様！　しっかり！　初めてなんだから誰だれだってそんなものですって！」

　急きゆう遽きよ、ノンエがフォローに向かう。

「そうだぞ、アリス！　だが、なぜやったこともないゲームで、あんなにベテランオーラを出せたんだ？　どうやったら出せるんだ？　アリス！」

「やめてえええええ！」

　だがレイの容よう赦しやない追つい撃げきに彼かの女じよは耳を塞いだ。

「……試合、どうするんだい？」

　ルナが尋ねる。アリスは鼻を啜すすりあげながらも、「や、やるわよ。やるに決まってるじゃない」と立ち上がって戻もどってきた。

　ギャラリーは、その様子に明らかに興ざめした様子で、三々五々散っていく。無理もない。

「ていうか、二人とも、ちゃんと真ま面じ目めにやろうぜ……。そうすれば、普ふ通つうに試合できると思うぞ」

　シンマが言うと、アリスはきりっとした顔で答えた。

「真面目にやった結果よ！」

「そ、その通りです！　ふざけてなんかいません！」

「ミンクまでかよ！」

　それはそれで問題がある。もう好きにしてくれとシンマは諸もろ手てを上げた。

「え、えーと、それでは改めまして……試合します！」

　ノンエが手を叩たたいて再開を告げる。

　そしてその後、ミンクもアリスも反省したのか特になんのアクションもなくゲームを進行させ、五分間が終しゆう了りようした。

「うむ。アリス三点。ミンク四点。ミンクの勝ちだな」

　得点が表示された電子掲けい示じ板ばんを見ながら、レイが判断する。

「ま、負けた……普通にやって負けた……今日、いいとこない、あたし」

　落ち込むアリス。ミンクはほどよくかいた汗あせを拭ぬぐって爽さわやかな顔をした。

「やりました……！　神はわたくしに微笑ほほえんだのです！」

「ミンクさん、おめでとうございます！　あ、アリス様……きっと次がありますよ！」

　励はげますノンエに「うん、がんばる……」と礼を言って、アリスがコートから下がる。

「さて、それでは次の試合を行いますよ。まず一人目は、コトハさん！」

「……分かりました。シンマ様、行って参ります」

　呼ばれたコトハが、こちらに向かって深々と一礼した。

「あ、ああ。ルールは大丈夫か？　ちゃんと、相手のゴールに入れるんだぞ」

「はい、承知しております」

　シンマの説明に頷うなずいてコトハはこちら側のコートに立った。

「そして二人目は、期待の新星ルナさんです！」

　微笑みを浮うかべ、ルナはコトハに対面し、マレッターを手にとった。

「よろしくね、コトハ君」

「宜しくお願い致いたします」

　互いに頭を下げたところで、ノンエが試合開始を告げる。ルナが言った。

「コトハ・ミカミ。……シンマ君が最初に選んだ【使徒】だと聞いているよ。随分と優ゆう秀しゆうなサムライなんだってね？」

「いえ、まだまだ未熟な身の上なれば」

　コトハが構え、事に備える。それに、ルナは小首を傾かしげた。

「コトハ君、このゲーム、勝てばシンマ君とデート出来るんだったよね？」

「……そのように聞いておりますが」

「負けてくれないかな？」

　ルナからの突とつ然ぜんの提案に、コトハはわずか眉み間けんに皺しわを寄せる。

「……どういうことです？」

　こちらの方を見て、ルナは言った。

「ボクはシンマ君と二人きりになりたいんだ。色々と話したいこともあるからね。だけど普通にそう誘っても、護衛であるキミがついてくるだろう？」

「……私が居ては話しにくいことである、ということですか？」

　目をしばたたかせるシンマを見つめた後で、ルナはコトハに向かって頷く。

「まあね。他に意見を挟はさむ者がいない、【資格者】同士だけで話がしたいのさ」

「……そうですか。ですが、その要求は承服しかねます。そうしたいのであれば、シンマ様に直接お伺うかがいになってください」

「うーん、やっぱりか」

　苦笑いをして、ルナはマレッターを投げた。

「出来れば、手っ取り早く済ませたかったんだけどね。あんまり無駄な時間を使いたくないからさ」

「……どういう意味ですか？」

「コトハ君は、ボクに勝てないということさ」

　落ちてきたマレッターを掴つかみとると、彼女は口こう端たんを上げる。

「――悪いけど、本気で行くよ」

　わずかに足を後ろに下げ、上体を屈かがめると、ルナが告げた。

「風よ……吹ふき荒すさべ！」

　轟ごう、という突とつ風ぷうが吹きつける。その瞬間、甲かん高だかい音が鳴った。

「なっ……！」

　普ふ段だん、滅多に表情を変えないコトハが瞠どう目もくする。今、なにが起こったのかがまるで理解出来ないというように。

「ご……ゴールだ。ルナ、一点」

　皆みなが呆あつ気けにとられる中、レイが得点を伝えた。

　そんな馬ば鹿かな、と確かめる。だが、間違いなく得点は一がついていた。そこでようやく、シンマは気付く。

　ルナが【風】の力を使って、目にも止まらぬ速さでディスクをコトハ側のゴールへ決めたことに。

「ちょ、ちょっと、卑ひ怯きようよ!?　そんなの反則だわ！」

「そうですよ！　今の点は無しです！」

　アリスとミンクが抗こう議ぎした。しかしルナは平然としている。

「えー、だって、資格者の力を使っちゃダメなんて聞いてないよ？」

「そ、それはそうですけど……えーと、どうしましょう」

　困ったようにノンエがコトハの方を見る。彼女はじっと自らの手を見下ろしていた。

「シンマ様」

　やがてコトハは、ゆっくりとこちらを向く。

「――お許しを」

　短い言葉であったが、なにを意味するのかをシンマは察した。

「……本気か？　ただのゲームだぞ？　コトハ」

「ええ、そうです。しかし、相手がそのつもりであれば、こちらも相応の対策をとらなければなりません」

「ルール違い反はんだ、とかは言わないのか？」

「確かに、初めに力を使ってはならないとは説明を受けていませんでしたから」

「それはそうだろうけど……」

　果たしていいものか。とシンマは悩んだが、コトハの顔はどこまでも真しん剣けんだった。それを見て、シンマは息をつく。

「……分かった。でも、あんまり目立たないようにな」

「はい。承知しております」

　それならいい、とシンマは頷く。そして認めた。コトハが【力】を使うことを。

「お、どうしたんだい？　まだやるのかな？」

「ええ、もちろんです。それでは今度はこちらから行きます」

　マレッターを構え、コトハが静かに言った。

「――風よ、舞まえ」

　唸る疾しつ風ぷう。身に纏まとった【使徒】としての力が、周囲のゲーム筐きよう体たいをがたがたと揺ゆらす。

「いざ、参ります！」

　コトハが攻撃を放った。鋭するどい音が空間を割り、一陣じんの名残なごりだけを漂ただよわせてディスクを打つ。

「はあ！」

　素す早ばやくルナが返した。それもまた一いつ瞬しゆん。更さらにそれにコトハが応こたえる。打って返して打って返して打って返して打って返す。放ち放たれぶつかり合って、縦じゆう横おう無む尽じんの軌き跡せきがコートの表面を駆かけ抜ける。

　既になにが起こっているのか常人には視し認にんすることすら出来ない。ただ無造作に動き続ける二人の体だけが依い然ぜんとして試合が行われていることを示す唯ゆい一いつの証しよう拠こであった。

　その様子に離はなれていたギャラリーが戻ってくる。彼かれらは世紀の対決が行われていることに目を見張り、息を呑のんでその様子を観覧し続けていた。

「フッ――！」

「ヤアッ！」

　コトハが腕うでを振るうのと、ルナが同じ動作をするのは、ほぼ同時だ。つまりディスクは双そう方ほうの手を離れた次にはもう相手側へ到とう達たつしているということになる。尋じん常じようならざる事態に場が沸わいた。

「くっ……やるね、コトハ君！」

　その顔に笑みを浮かべ、ルナがコトハからの攻撃をさばく。

「貴女あなたこそ恐おそるべき腕です。さすがシンマ様と同じ資格者を名乗るだけのことはあります」

　コトハもまた、口端をほんの少しだけ上げていた。人じん智ちを超こえた攻こう防ぼう戦せんを行い続けたせいで、互いに相手のことを認め合うようになってきたらしい。

「だけど、そろそろ終わらせてもらうよ！」

　鈍にぶい音。ルナの真上から振り下おろしたマレッターが、コトハからのディスクを抑おさえ込んだのだ。彼女は大きく腰こしを捻ひねる。

「これで、どうだッ！」

　回転するようにしてマレッターでディスクを弾いた。ほとんどコートを削けずるように、弾だん丸がんのごときスピードでそれはコトハのゴールを目指す。

「これは……っ！」

　恐らくは今までで最も速いものだったに違いない。対応しきれずコトハの体が止まる。

「――そこです！」

　しかし、彼女は咄とつ嗟さに下段から跳はね上あげるようにしてマレッターを打った。

　硬かたく鋭い音。

「あ……！」

　アリスが声を上げた。皆が上空を仰あおぐ。

　ディスクが宙を舞っていた。それはゆっくりと、ほぼコートの中央に落ちる。そして、
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「行きなさい……！」

　コトハがマレッターを滑らせた。それらは見事なまでに、揺れながら安定しかけているディスクを直ちよく撃げきする。加速するそれは、すっ飛ぶようにしてルナの方へと走った。

　がこんっ！

　静まり返る、展望室。その時、

「……一点！　コトハ一点。そして、五分経ったぞ。引き分けだ！」

　レイの声が響き渡り、場内から歓かん声せいが上がった。

　ギャラリーから、コトハやルナを称しよう賛さんする言葉が飛とび交かう。なにがなんだか分からないが、すごいことが行われたらしい、ということは分かったのだろう。

「す、すごいぞ、コトハ！　いや、ルナも！」

　シンマは思わず拍手をしていた。たかがゲームとは思えない、手てに汗あせ握にぎる戦いだった。

「やれやれ……見事だよ、コトハ君」

　ルナがコトハに近付いて、手を差し出す。コトハはそれをじっと見つめ、やがてそっと握り返した。

「いえ、貴女こそ素す晴ばらしい力でした。少しでも隙があれば、私は負けていたでしょう」

「なにを言ってるんだい。ボクだってそうさ。いや、久しぶりに我を忘れたよ」

　にこにこと、嬉うれしそうに言うルナ。どうやら、意外な二人が親しくなったようだった。

「ん、でも、引き分けか。この場合、どうするんだ？　ノンエ」

　シンマが尋たずねると、ノンエは眼鏡のツルを押おし上げる。

「ああ、そうですねえ。もう一試合やってもらいましょうか？」

「いや、それには及およばない。ボクの負けだ」

　ルナが首を横に振った。

「卑怯な真ま似ねをしたボクを責めることもなく、コトハ君は正々堂々と迎え撃ってくれた。その心は勝利に十分値あたいするよ。それに、とても楽しかったよ。それだけで充じゆう分ぶんさ」

　にっこりと笑って、彼女はシンマの前に立つ。

「シンマ君、キミはいい【使徒】を持っているね。羨うらやましいよ」

「ありがとう。でもコトハは【使徒】である前に、オレの友達なんだ。だから褒ほめてくれるなら、いい『友達』と言って欲ほしいな」

　シンマが告げると、ルナは目をしばたたかせる。

「トモダチ……友達か。うん、いいね。とてもいい響きだ」

　どこか満足そうに、彼女は頷いた。

「ああ。それにルナも、いい『友達』になれそうだ。違うかな？」

「……そうだね。そうだといいな」

　頬ほおを染め、ルナはシンマに向かってはにかんだ。

「あれ、でも、ということは、次の試合はミンクとコトハ？」

「え、ええ!?」

　アリスの言葉にミンクは肩かたを竦すくませる。

「ほほ、本気ですか!?　わたくしに今のような戦いをしろと!?」

「いや、そういうわけじゃないと思うけど……それに力は使わないしな？　コトハ」

　確かく認にんをとったシンマへコトハは「はい」と答えた。

「もちろん、普通にやらせて頂きます」

「で、でも、周りの人は完全にさっきみたいなゲームを望んでいるみたいなんですけど」

　びくびくと辺りの様子を窺うかがうミンク。その通り。ギャラリーは次にどんな派手なことが起こるか心待ちにしているようだった。

「いいんじゃない？　ミンク君も使徒なんだよね。じゃあ、次もそうするっていうことで」

「いやいや、そんなことしたら目立っちゃうだろ」

　慌あわてて手を振るシンマ。ミンクも必死で同意する。

「そそそ、そうですよ。それにわたくし、【水】ですし。ウインドホッケーにはどう見ても分が悪いです」

「じゃあ普通にやるしかないわね。まあ、お手並み拝見といこうかしら」

　どこか面白がるようにアリスが言う。ミンクが小さく悲鳴を上げた。

　と、そこへ、奇き妙みような音が鳴なり響く。

「おっと……オレか」

　シンマは携けい帯たいを取り出だした。ディスプレイを見て、「……あ」と後頭部に手をやる。

「あちゃ……ごめん、皆。そろそろオレ、行かないと」

　予定時刻が訪れたことを知らせるアラームだった。既に三時を過ぎようとしている。ここから家に帰り、準備をしてから更に出かけるとなると、これくらいでないと間に合わないのだ。

「ああ、そういえば、用事があるとか言ってたわね。どこ行くの？」

　アリスが尋ねてくる。

「うん、ちょっとな。奈々と一いつ緒しよにやらなきゃいけないことがあって」

　既に、コトハには伝えてあった。目配せすると、彼女は顎あごを引く。

「……なにか、問題でも起こったのですか？」

　心配そうに言ってくるミンク。

「いや、そういうわけじゃないんだけど……。うーん」

　どうしたものか、とシンマは思案した。別に隠かくしているわけではない。が、殊更に言うほどのことでもないかと思っていたのだ。しかし、

「シンマ君、もう帰っちゃうのかい？」

　残念そうな表情をするルナを見ていると、なにやら少し申し訳ない気分になってくる。

　それに、いい機会かもしれない、と考え直した。この数か月、本当に色々なことがあった。それを『報告』する意味でも彼かの女じよ達たちに声をかけ、一緒に来てもらうべきではないだろうか。

「うん……そうだな。皆、まだ時間あるか？」

　シンマがそう問いかけると、彼女達は戸と惑まどうような素そ振ぶりを見せながらも、一様に頷く。

「そっか……。じゃあ、良かったらついてきてもらえないかな。紹しよう介かいしたい人がいるんだ」

「誰だい？　シンマ君の新しい友達？」

　興味を惹かれたように言ってくるルナ。シンマは「いや、違ちがう」と首を横に振った。

　微笑みを浮かべて、窓の外に広がる空を見み据すえる。

「でも――かけがえのない、人達だ」




　その場所は、静せい謐ひつに守られていた。

　夕焼け空の下、広い土地に整然と並ぶ石せき塔とうは、物言わぬ死者達の揺りかごだ。

「にいくん、お水もってきたよ」

　奈々がバケツを運んでくる。花を供えていたシンマは、腰を上げて彼女の頭を撫なでた。

「ありがとう。ご苦労様」

　柄ひ杓しやくで水を掬すくって、墓石の上からかける。次いで、あらかじめ買っておいたお菓か子しと日本酒を置いた。

　シンマが手を合わせると、奈々もそれに倣ならう。

「……久しぶり。こっちは元気にしてるよ」

　呟つぶやき、シンマは閉じていた目を開けた。艶あでやかな墓石の表面に、文字が彫ほられている。

　【日鎖家之墓】。

　手入れを欠かしていないため、汚よごれはない。だが、細かな部分においてやはり、年月の経過を感じさせるようなところがあった。

　無理もない。あれからもう、随ずい分ぶんと時が過ぎた。

「奈々も大きくなった。いい子に育ってる。……少し、言いい間ま違ちがいは多いけどな」

「奈々、がんばって勉強して、てらてら話せるようになるよ！」

　奈々が嬉しそうに言う。だが、てらてらではなく、すらすらだ。

「にいくんといると楽しいよ。安心してね」

　奈々はそう語りかけ、もう一度、手を合わせた。

「……シンマ様、ここにいらっしゃるのは」

　不意に、背後に居るコトハが確認してくる。シンマは、頷いた。

「ああ。――オレの父さんや、母さんだ」

　幼い頃ころに、目の前で亡なくした両親。今日は、その命日だった。

「そうだったのですね……」

　ミンクもまた神しん妙みような顔をし、指で独自の形を切った。【エターナル】での弔とむらいを意味する仕草なのかもしれない。

「事故……だったのよね？」

　それまで黙もくとうするように口を噤つぐんでいたアリスが、言った。

「そう。なにがなんだか分からないまま、気が付いたら二人とも息を引き取ってた」

　シンマは答える。普段から、あの時のことはあまり思い出さないようにはしていた。必要以上に過去を顧かえりみることは好きではない。

　だがそれでも、ここにくると嫌いやでも記き憶おくが蘇よみがえる。

　押し潰つぶされてしまうかのような息苦しさ。暗く先の見えない空間。ぐったりとしたまま動こうとしない両親。

　痛みと不安は、徐じよ々じよに全身を浸しん食しよくしていくかのような絶望へと変わっていった。

　出来るなら、そのことを、忘れたいと思っている。だが同時に、それはやってはならないことだとシンマは考えていた。

　あの時のことはずっと覚えておきたい。これからも自分が自分として生きていくために。

　しゃがみこみ、妹である奈々の手を握りながら、シンマはそう強く思った。

「毎年、こうやって奈々と二人で来て一年にあったことを報告してたんだ。……無理に付き合わせてごめんな、皆」

　シンマは、墓石の下に眠ねむっているであろう両親を見つめる。

「だけど、今年は皆を連れて来たかったんだ。オレが出会った人達を、父さんや母さんに見せてあげたかった。ちゃんとやってる。友達も沢たく山さんできた。だから安心してくれって」

「……シンマ様」

　コトハが呟き、頭を下げる。

「勿もつ体たいないお言葉です。ありがとうございます」

「わたくしも、光栄に思います」

　ミンクが微笑む。アリスが息をついた。

「……あんたも結構、色々背せ負おってるのよね」

「別に、そんな大したことでもないさ。オレみたいな奴やつは世の中に幾いくらでもいる」

「そう。それほど珍めずらしい話ではないよね」

　それまで沈黙していたルナが口を開く。

「両親がいない人間は、世界に沢山いる。……だからと言って、それが平気かというのは別問題だけど」

「まあ、そうだな。でもオレは、奈々がいるから。なんとかやっていけてるさ」

　シンマは奈々を抱だき上げて、笑った。

「強いんだね、キミは」

　ルナは、どこか遠くを見つめるような目で言う。

「……どうかな。オレは、強い振ふりをしているだけなのかもしれない、とたまに思う」

　シンマは考えながら、それに答えた。

「虚きよ勢せいを張って頑がん張ばって、なんとか折れないように生きようとしているんじゃないかな。そうしなきゃ、オレを残して逝いった父さんや母さんに、顔向けできない気がしてさ」

「……振りであろうと、それを実行できているのなら、お前は強い人間なんだ」

　無が告げる。彼女は、奈々と共に待ち合わせ場所にやってきたのだ。

「誰にだって出来ることじゃない。辛つらさを堪こらえてそれでも前を向くのには、強い精神力がいる。……全部から目を逸そらして、逃げることは容易たやすいからな」

「……そうですね。全すべてを受け止める、というのはとても難しいことですから」

　ミンクは言って、息をついた。かつてあったことを、思い出しているのかもしれない。

「みんな、なに言ってるのかよく分からないぞ？」

　一人、話題についていけていない奈々が小首を傾げる。

「お子様には複雑なお話ってことよ」

　アリスが肩を竦める。ノンエが、うんうん、と頷いた。

「その通りです。だって、わたしもあまり分かりませんもん！」

「いや、君は分かっておけ！」

　ぱし、とノンエの肩を叩いたレイは、彼女と共にこちらを見る。

「……いや、そんな、今のネタどうだったみたいな顔されても」

　どう反応するのが正解なのか、シンマには分からない。

「ところで、日本の墓参りってこれで終わりなの？　もっと他になにかやったりする？　手伝おうか？」

　アリスが訊いてくるのにシンマは首を横に振った。

「いや、とりあえずはこれで終了だよ」

「そう。それじゃあ、あたしも挨あい拶さつしておくわ。あんたの両親に」

　そう言って、彼女は墓石に向かってお辞じ儀ぎする。

「初めまして。アリス＝ノア＝ナンシェです。シンマはあたしと共に、仲良く【夜明けの星々ロート・グランツ】で暮らしますのでよろしくお願いします」

「ちょ……！　なに、ご両親の前で、勝手なこと言ってるんですか！」

　慌てたミンクも、急いで述べる。

「み、ミンク＝フィナーレです。ご子息は我わが【エターナル】で丁てい重ちようにおもてなし致しますので、何なに卒とぞ！」

「やめなさいよ！　シンマの両親が混乱するでしょ！」

「そっちが先にやり始めたんじゃないですかー！」

　アリスとミンクは、互たがいににらみ合い始めた。二人のやりとりの意味が分からないのか、奈々はシンマの懐ふところできょとんとしている。

「あーあー、ほら、アリスもミンクもやめろって。実はこの近くに、美味おいしいシフォンケーキを出すカフェがあるんだ。付き合ってもらったお礼に御ご馳ち走そうするから、行かないか？」

「無、二つ食べるぞ！」

　真っ先に、無が手を上げた。

「なんで二つなんだよ。もう晩ばん御ご飯はんだから一つにしておけって」

「じゃあ、シンマの分をもらう」

「ならいいよ。いやよくはないよ！　どっちにしろ二つだろ！」

「わがままを言ってはいけませんよ、無」

　コトハに叱しかられて、彼女は頬を膨らませた。

「無、奈々の分ちょっとあげるからがまんしなきゃダメだよ」

「ほら、奈々は良い子だぞ。無は奈々よりお姉さんなのに、どうしてそんなこと言うんだ？」

「き、汚きたないぞ、奈々！」

　形勢が不利になった無が叫さけんだ。

「無、知ってるんだからな！　奈々は、ここに来る前にシュークリーム食べてたんだ！　だからあんまりお腹なか減ってないんだぞ！」

「……奈々？」

　ちらりと見ると、奈々は思い切りこちらから目を逸らしていた。シンマはため息をつく。

「大体、息むす子こさんを悪の道に走らせますって、ご両親に言う人がありますか！」

「息子を新興宗教団体に所属させようとするのも大たい概がいじゃないかしら!?」

　アリスとミンクは、変わらず言い争いを続けていた。

「おい、喧けん嘩かするなって……参ったな」

　どうすればいいのか、困り果てたシンマへ、

「シンマ君、ちょっといいかい？」

　ルナが声をかけてきた。そちらを振ふり向むくと、彼女は後ろを指差す。

「キミに話したいことがあるんだ。二人きりでね」

「……オレと？　そういえばさっきも、コトハにそんなこと言ってたな」

　一体なんだろうか、とシンマは目をしばたたかせた。

「別にいいけど、コトハ……どうする？」

　単独行動をとるのであれば、護衛である彼女に一応、許可をとっておかなければならない。しかし、

「ああ、いいよ、コトハ君がいても」

「……宜よろしいのですか？」

　意外だったのか、コトハは小首を傾げた。

「うん、コトハ君とはさっき、友情を深めあったからね。特別に許すよ」

「そっか。分かった。……奈々、ごめん、ちょっとここで待っててくれるか？　兄ちゃん、ルナと話すことがあるんだ」

　そう言って下ろすと、奈々は元気よく「うん！」と返事した。

「ルナおねーちゃん、にいくんをよろしく！」

　既すでに自己紹しよう介かいは、互いに済ませてある。ルナが笑え顔がおで奈々に向かって手を振った。

「無、奈々を頼たのんだ。向こうに休きゆう憩けい所じよがあるから、ジュースでも飲んで待っててくれ」

「ああ、分かった。奈々、行くぞ！」

　シンマが小こ銭ぜにを渡わたすと、無は奈々の手を握にぎり、すぐ傍そばに見える建物へと走っていく。

「それじゃ、行こうか。……あの四人は、しばらく放っておいても大だい丈じよう夫ぶそうだな」

　未いまだに噛かみつき合っているアリスやミンク。そしてその二人のやりとりに、茶々を入れているのか、協力しているのか分からないレイやノンエを見てシンマは言った。

「落ち着くまで時間がかかると思われます。どちらも、一度火が点つくと止まりませんので」

　コトハの的確な分ぶん析せきは、かなり的を射ていると思った。困ったものだと思いつつ、シンマは歩き始める。

「あっちでいいかな。人気もないし」

　ルナが了りよう承しようを示すように顎を引く。しばらくそのまま進み、墓場から離れて、シンマ達は丘おかの上にある広場のようなところに出た。

「やあ、いい景色だね。街がよく見える」

　柵さくに手をかけ、ルナは楽しそうに眼下の光景を眺ながめる。

「本当に、高いところが好きなんだな。……それで、話って？」

「うん。そうだね……回りくどくしても仕方ないか。ここは、率そつ直ちよくに言おう」

　こちらの方を振り向いて、ルナはそう言った。背後から夕ゆう陽ひが差し込み、辺りを鮮あざやかな紅色に染め上げる。

「シンマ君。ボクがキミに会いに来た目的はもう一つあってね」

　だが、逆光となったルナの姿は、闇やみへ溶とけ込んでしまったかのように暗く沈しずんでいた。

　彼女は、不意に、その口元を歪ゆがめる。

「――キミ、世界を手に入れるつもりはないかい？」

「……いきなり、なんだ？」

　あまりに唐とう突とつ過ぎて、シンマにはわけがわからなかった。

「文字通りの意味だよ。この世界を、手中に収めるんだ」

「冗じよう談だん……ってわけでも、なさそうだな」

　ルナの顔は、笑えみを浮かべてはいるが、真剣そのものだ。

「シンマ君。会ってみて分かった。キミは良い奴だ。優やさしいし、人の気持ちがよく分かる。ボクが仕入れた情報によると、これまで何人もの強敵を倒たおして来ているね。ということは、力もある。もちろん、それを活いかすための知ち恵えもだ。ボクの相棒には相応ふさわしいんだよ」

「……。えっと。ルナは、その――世界を手に入れようとしているのか？」

　シンマの問いを、彼女は首しゆ肯こうした。

「一体、どうしてだ？　なんの意味があって？」

「意味か。そうだね。一言で表せば、復ふく讐しゆう……かな」

　復讐。幼い顔つきの彼女が口にするには、いささか物ぶつ騒そうな言葉だった。

「シンマ君。ボクの両親が死んだのはね。強ごう盗とうに襲おそわれたからなんだよ」

　ルナは静かに語り始める。

「夜よる遅おそく、物音がしたのを不ふ審しんに思い、様子を探さぐりに行って、そこで犯人と遭そう遇ぐうした。どちらも銃じゆうで二発。それであっさりと殺されてしまったよ。ボクはその時、門限を破って外で遊んでいたことを咎とがめられて、物置小屋に閉じ込められていてね。危あやうく難を逃のがれた。こういうの、日本じゃ不幸中の幸いっていうんだっけ？」

　淡たん々たんと続く過去の羅ら列れつは、まるで他人事のように冷え冷えとした響ひびきをもっていた。

「後はさっき話したよね。親しん戚せきをたらいまわしにされ、どこでも厄やつ介かい者もの扱あつかいを受けた挙句、スラム街に落ち延びた。どうにか今まで生きて来れたけど、それも奇き跡せきに近い。何度も命を奪うばわれそうになったし、女だからという理由で襲われそうにもなった。その度にボクは人を傷つけ、死しにもの狂ぐるいで逃れてきたんだ」

　どうしてそんなことを、笑顔のまま言うことが出来るのか。シンマには分からなかった。

「理り不ふ尽じんだ、と思ったよ。この世は、ままならないことで出来ているって。抗あらがい難がたいこと。どうしようもないこと。わけもわからずにやってくるもの。そんなもので一いつ杯ぱいだ。何度も何度も、ボクは思った。世界は理不尽だ。あまりにも、憎にくらしいほどに。……そんなある日のことだったよ。ボクに、【力】が宿ったのは」

　ルナは言った。それはまさに衝しよう撃げきであったと。

「信じられなかった。弱々しいこのボクが、他人を圧あつ倒とうできるほどの力を手に入れたんだ。それもいとも簡単に、まるで子どもの遊びみたいにね」

　そして同時に、あることを、彼かの女じよは悟さとったという。

「ボクは思った。神はいるのかもしれない、と。よく、成功した人が自分を選ばれた人間だというだろう？　だけどそんなもの、まやかしでしかないと分かったよ。本当に選ばれた人間はね、才能とか、そんなものとは関係なく、常識を遙はるかに超えた力を得るんだ。それも突然にね」

「それが……どうして復讐に繋つながるんだ？」

「ボクに力をくれた何者かが、こう言っているように思えたんだよ」

　ルナは、両手を大きく広げる。

「――お前に与あたえた【資格】で、この理不尽な世界を変えてみせろ、とね」

　そして彼女は、紋もん様ようのついた左手を掲かかげた。

「ボクはこの世の全てを恨うらんでいる。だってそうだろう？　一体ボクがなにをした。どうして数ある家の中でボクのところが狙ねらわれたんだい？　どうして幾いく通とおりもある可能性の中で、両親が殺されるという結果になってしまったんだ。なぜ親戚はボクに親切にしてくれなかった。どうしてボクはスラム街で暮らしにくい女として生まれてしまったんだ。理不尽。理不尽。理不尽だ。そう思わないかい？　シンマ君」

　最後に執しつ拗ように同じ言葉を繰くり返かえし、ルナはそう訊きいてきた。その問いは、肯こう定てい以外を許さぬかのような意味を、含ふくんでいるもののようにシンマには思えた。

「だからボクはこの世界に復讐する。全てを牛ぎゆう耳じれる地位について、思う様、あらゆるものを意のままに、好きなように操あやつるんだ。もう理不尽なんて、やって来ないような高い場所でね。とても素す敵てきだと思わないかい？」

　悦えつに入いったかのような表情をしたままで、彼女は続ける。

「そしてシンマ君。キミだってボクと同じはずだ」

「……オレが、ルナと同じ？」

「うん。だってそうだろう？　キミも理不尽さを味わったはずだ。突とつ然ぜん襲おそい来る不幸の被ひ害がい者しやじゃないか」

　シンマはすぐに答えることができず、黙だまり込んだ。それは、その通りかもしれない、と思ったからだ。

　幼い頃に出で遭あった事故は、なぜ起きてしまったのか。

　もちろん原因は、探せばいくらでも出てくるだろう。

　しかし、どうしてそれに遭遇したのが自分でなければならなかったのか？

　それには、理由がない。見つからない。見つかるはずもない。

　たまたま事故の起きる瞬しゆん間かんにシンマや奈々、両親がいて、たまたまそれに巻き込まれてしまった。それだけだ。

「だけど……それは、誰だれにだってあることだ。別にオレやルナだけの話じゃない」

　大なり小なり、皆、何らかの理不尽さを感じながら生きている。

「その通りだよ、シンマ君。誰にでもあることだ。皆、そう思って過ごしている。……だけどね。それは、どうしようもないことだからなんだよ」

　ルナが浮うかべた笑みを更に深めた。

「正面から立ち向かったからといって解決法はない。虚むなしいだけだ。だから、仕方のなかったことだと自分を慰なぐさめる。運命や宿命だという言葉で片付ける。でも、ボク達はそうじゃない。違うかな、シンマ君？」

「……資格者だから、か？」

　人智を超えた力。世界を変える存在。

「そうさ。ボクたちは特別だ。だから他の連中と同じように、したり顔で諦あきらめる必要なんかどこにもない。奪われたのなら、その分、奪えばいい。補うもので埋うめればいい。なんだって出来る。それがボク達に与えられた力なんだよ」

　シンマは息を吸いこんだ。そのまま、ゆっくりと吐はく。

「ルナが――」

　やがて、こう口にした。

「ルナが失ったものや、奪われたものは、力で支配した世界で取とり戻もどせるものなのか？」

「もちろん、そのままじゃ返ってはこない。だけど、だったらそれ以上のものを手に入れればいいんだ。あの時の悔くやしさや、虚しさが、なくなるくらいのものをね」

　その答えに、シンマはなにも返せない。ある意味では、彼女の言い分も理解できないではなかった。

　とられたものをとり返す。出来ないのであれば同等か、それ以上のものを得る。確かにそうすれば満足することもあるだろう。自分は少なくとも、不幸のままではないと思える。

「どうだい？　シンマ君。キミとボクが組めば、とても簡単に事を進めることが出来る。キミだって、その力を腐くさらせておくつもりはないんだろう？」

　ルナはこちらに誘さそいをかけてくる。

「勿体ないじゃないか。せっかく得たんだ。使おうよ。そうすれば今よりもっと楽しく生きることが出来る」

「……オレは」

　シンマは呟いた。そして、コトハへと視線を移す。彼女は無表情で、ただ一点を見据えていた。その姿は凛り々りしく、揺らぎが無いように見える。

　その表情が何を意味しているのか、詳しよう細さいは定かではない。

　だが、やはり自分が答えるべきは一つなのだと、そう、教えられた気がした。

「ルナ。……誘ってくれて、ありがとう」

「いいんだ。資格者同士じゃないか」

　朗ほがらかに笑みを浮かべるルナに、シンマは口を開く。

「ああ。――だけど、オレはお前に協力は出来ない」

　沈ちん黙もく。やがて、ルナはその笑みを張り付けたままで、

「……へぇ？」

「悪いけど、興味がないんだ。オレは今のオレで満足してる」

「そうなの？　でも見たところ、それほどいい暮らしをしているようには思えないよ。ああ、気に障さわったなら謝あやまるけど」

　ルナの気き遣づかいに首を横へ振って、シンマは述べた。

「確かにな。毎日を生きるので精いっぱいだ。だけど、それでいいんだよ、オレは。贅ぜい沢たくは月に一度か二度でいい。それも奈々やコトハ、無と一緒に少し値段の高いレストランに行くだけで構わない。それで充分なんだ」

「どうして。キミは悔しくないのかい？」

「……確かに両親が死んだのは悲しいことだ。悔しかったし、どうして自分だけがと思ったこともあった」

　シンマは、己おのれの手の甲こうに刻まれた紋もん様ようを見下ろす。

「でもオレは、おかげで色んなことが分かった。それが今の生き方に繋がってる。だったら、もう、それでいいんだよ。全ては過ぎたことなんだ」

　それに、と、続けた。

「ルナ。お前が世界を手にするその過程で、誰かが理不尽を蒙こうむることはないのか？」

「……誰かが？」

「ああ。資格者の力を使うなら、きっと、抵てい抗こうする人も多くいるはずだ。傷つく人や苦しむ人だって沢山出るだろう。違うか？」

「それは……そうかもしれない。だけどシンマ君、誰も犠ぎ牲せいにしないで何かを為なそうとするのは無理だよ」

　ルナは困ったように眉まゆ根ねを寄せる。

「これはボクや、そしてキミの戦いなんだ。選ばれた人間にだけ許された行こう為いなんだよ。別に正義じゃない。そういうことだってあるさ」

「うん、それはオレも分かってる。だから否定するつもりはない。だけど、オレはそういうのはあまり好きじゃない」

　シンマははっきりと、言い放った。

「オレは、他の誰かが自分のようになってしまうというのなら、このままでいい。無理をして、誰かを苦しめてまで、今以上のなにかを手に入れるつもりはないよ」

「……なにかしらの行動を起こすことで誰かが不幸になるのなら、自分が不幸のままでいいというのかい？」

　ルナが首を傾かしげる。シンマは唸うなった。

「うーん。まあ、オレは今の自分が不幸とは思ってないけど。そういうことになるのかな」

「……甘あまいよ、シンマ君。それに小さい」

　呆あきれたように、ルナは言う。

「キミはもっと、欲を出すべきだ。シンマ君、力を与えられた人間はね、それを果たす義務があるんだ。キミは世界を変えられるほどの力を持ちながらも、それを封ふうじ込めたままにしようとしている。それは、ある種、犯罪的ともいえる行為だよ」

「……似たようなことを、前にも言われたな」

　脳のう裏りに、ミンクの姉の姿が思おもい浮かぶ。

　多くの人を救うことが出来るのに、それをせず、普ふ通つうに生きようとしている。それは時に罪にもなり得ると。

　シンマは、彼女にそう指し摘てきされた。

「だけど、ごめん、オレにはそういう生き方がどうしても出来ないんだ」

「……本当にダメかい？」

　念を押してくるルナに、シンマは手を合わせた。

「悪い。そういうことだから、諦めてくれ。……ああ、後、それと」

　強い口調で、付け加える。

「お前がなにをしようと、文句を言うつもりはない。でも、もしオレや、オレの周りの人になにかあったら、その時は全力で抵抗するから。そのつもりでいてくれ」

　そんなシンマに、ルナは、大きく、長く、息をついた。

　ポケットに手を入れ、そっと俯うつむく。

　いつしか彼女の顔から、笑みが消えていた。

「……がっかりだよ、シンマ君」

　ルナは先ほどの軽けい妙みようさとは違う、寒気を覚えるような、鋭するどく尖とがった声を出す。

「言うことは聞けない。こっちのやることに逆らうかもしれない。残念だ。とても、残念だ。キミはもっと聞き分けがいいと思っていた」

「……ルナ？」

　嫌な予感がして、シンマは無意識に、一歩退いていた。

「キミとは仲良くなれたはずなんだ。なにせ世界に資格者は、二人だけしかいないんだからね。互いに手をとりあって、楽しく、おかしく、世界を手に出来たはずなんだよ」

　コトハがシンマよりも前に出る。彼女は上体を屈かがめ、刀の柄つかに手を当てた。

「それなのに――とても、残念だ」

　ルナが顔を上げる。感情を根こそぎ削けずり取ったような、冷たい表情をしていた。

「ボクは、ここでキミを、殺さなくちゃいけない」

「……え？」

　その、あまりの変わりように呆ぼう然ぜんとするシンマ。

「ボクは決めていたんだよ。キミに誘いをかけて、乗ってくれば良し。もし断われば、その存在を抹まつ消しようする、とね」

「ちょ、ちょっと待てよ！　どうしてそんな……！」

　ルナは無造作に手を上げ、こちらに向けて差し出してきた。

「ボクと考えを違えるのであれば、キミはいずれ、敵になるかもしれない。であれば、もう必要ない。――神が一つになれないのであれば、片割れは滅ほろびるべきだ」

「ルナ、おい、やめろって！」

　口こう端たんを歪め、彼女は静かに告げる。

「――死ねよ」

　その腕うでに、業ごう火かが宿った。

「シンマ様！」

　コトハに突つき飛とばされ、シンマは地面を転がった。直後、猛もう烈れつな勢いで放射された炎ほのおが先ほどまで自分の居た場所を嘗なめる。押おし寄よせる熱波が、わずかに頬を焼くのが分かった。

「……くそ！　まじかよ！」

　シンマは咄とつ嗟さに懐からある物を取り出した。【水鏡無限】と呼ばれる、周囲数メートルを他から隔かく離りするアーティファクトだ。内蔵された水すい晶しように触ふれると、薄うすい壁かべが四方を囲った。

「落ち着け、ルナ！　オレ達たちが争あらそう必要なんてないはずだ！」

「こっちにはあるんだよ。邪じや魔まな奴は排はい除じよする。そう決めたんだ」

　ルナの青い瞳ひとみには、狂きよう気きにも近しい殺意が宿っている。

「シンマ様、最も早はや、話し合いは不可能です。ひとまずここは、戦いましょう！」
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　コトハが刀を抜ぬいて構えた。

「どうして……こんなことに、なるんだよ！」

　少し前まで、あんなに仲良くやれていたのに。だが、そのことを考えていてもしようがない。シンマは拳こぶしを固めた。

「火よ、宿れ！」

　その手に熱い焔ほのおが迸ほとばしる。シンマは立ち上がった。

「炎よ！」

「炎よ……！」

　ルナとシンマ。互いにほぼ同時、足を踏ふみ出すと、攻こう撃げきを仕し掛かける。

「唸れ！」

「吼ほえろ！」

　正面から衝しよう突とつする二つの炎が、その瞬間、縦じゆう横おう無む尽じんに空間を躍おどった。

　それらが掻かき消えるより前に、再びルナは言い放つ。

「風よ、吹ふき荒すさべ！」

　弾だん丸がんの如く凝ぎよう縮しゆくされた衝しよう撃げき波はが真正面から襲い掛かかってきた。だが、シンマとて伊達だてに修しゆ羅ら場ばを潜くぐってきたわけではない。冷静に、素す早ばやく地面に手をつく。

「土よ、聳そびえ立たて！」

　砂すな煙けむりを上げて土くれが盛り上がり、強固な壁と化した。疾しつ風ぷうを受け、わずかに震ふるえたものの相手の技わざを無効化する。

　その時、シンマの傍を駆かけ抜ける影かげがあった。コトハだ。彼女は土の壁を蹴けると中空へと跳とび、刀を構える。

「奔はしれ、姫ひめ神がみ！」

　刃やいばが抜かれると同時に空気を切きり裂さき風の刃が唸りを上げた。ルナが目を見開く。

「炎よ！　防げ！」

　彼女の前で燃え上がる火は、厚い鉄板と化した。だが、コトハの持つアーティファクト魔ま劔けん【姫ひめ神がみ】から放たれる疾風は、それすらも寸断する。

「ぐぅ……っ！」

　ルナが後方へと吹き飛ばされる。が、彼女は風の力を使ってその勢いを相そう殺さいさせた。着地し、舌打ちする。

「邪魔なんだよ！」

　彼女はコトハに向けた掌てのひらを下へと落とした。瞬間、コトハはくぐもった声を出だしてなにかに掴つかまれるよう、地に叩たたき伏ふせられる。

「コトハ！」

　土の属性を使い、重力を操ったのだ。シンマはそちらへ注意を向けるも、そこへルナの声が飛んだ。

「よそ見をしている暇ひまはないんじゃないかい!?」

　視線を戻すと、ルナの頭上に氷の塊かたまりが浮かんでいた。先が鋭く尖り、まるで巨きよ大だいな槍やりの穂ほ先さきのようだ。彼女がシンマの方を指図すると、それは音もなく迫せまりくる。

「うおっ！」

　あまりの速さに力で対応している暇すらない。咄嗟に避さけたシンマだが、自分の背中が熱くなるのを感じた。地面を転がる間に、それは激しい痛みへと変わる。

「ぐ……あ……！」

　どうやらかわしきれず、掠さらってしまったらしかった。再生の力で傷を治そうとする。

　しかしその間にルナはコトハの周囲にある重力を操作し、彼女を空中に持ち上げる。

「やめろ！」

　シンマが叫ぶも、ルナは口元を歪めて腕を振るった。コトハの体は、近くにある大木に無造作に叩きつけられる。

「……あぁ……っ！」

　短い悲鳴を最後に、彼女の体はずるずると落ちた。そのまま沈黙する。

「さて、これで邪じや魔ま者ものはいなくなった。続きをやろうよ、シンマ君」

　ルナの酷こく薄はくな笑みに、シンマは奥おく歯ばを噛み締しめる。

「どうしてだ……」

「……うん？」

「どうして、こんなことまでする！　世界を変えるだかなんだか知らないが、そのためにはなにをしてもいいと思ってるのか!?」

「つまらないことを訊かないでくれよ。いいと思っているに決まってるじゃないか」

　ルナは息をつき、首を振った。

「ボクはこれまで散々、世の中から、他人から、好き放題にされてきたんだ。だったら、今度はボクが好き放題をする番だ。そうだろう？」

　自分のやっていることが間違っているなどと、微み塵じんにも思ってはいない。そんな言葉だった。

「だから、自分の思い通りにならないオレも、消すのか」

「そうなるね」

「だから、好きなように誰を傷つけても構わないって言うのか！」

「ああ、そうだね」

　シンマは土を握り、震える体で起き上がった。

「……だったら、こっちもやるしかないな」

　強く、ルナを睨にらみつける。

「そんな奴に、オレは、何も奪われるつもりはない！」

　手を翳かざす。土くれが浮かび、ルナへと向けて射出された。

　だが彼女はそれを風の力でいなし、静かに言う。

「……火よ、作りだせ」

　ルナの背後に大量の炎が立ち昇のぼった。それは次々とナイフを生み出していく。幾つも空中に浮かぶ刃が、こちらに狙いを定めた。

「消えろ！」

　一いつ斉せいに、ナイフがシンマへと襲い掛かってくる。

　シンマは風の力を使い、その場から飛びのいた。銀光は全て虚こ空くうを貫つらぬき、背後へと消えていく。だが、

「シンマ様、後ろです！」

　意識を取り戻したコトハが告げた。シンマは咄嗟に振り返る。そして瞠どう目もくした。

　無数のナイフがＵターンをすると共に、再びこちらへとその牙きばを剥むいている。

「炎よ！」

　目の前に、鉄板を出現させる。幾つかはそれで防ぐことが出来た。だが、壁を避けるようにして宙へ躍るナイフは、尚なおも攻撃の手を休めない。

「重力操作か……！」

　だったらと、シンマは同じく土の属性を使って重力を相殺。刃はバラバラとその場に落ちた。そして、

「炎よ！　弾はじけろ！」

　前を向いたタイミングで、炎の球を放つ。それは途と中ちゆうで分ぶん裂れつし、あらゆる角度からルナに狙いを定めた。

「……へぇ」

　彼女は面おも白しろがるようにそれらを見上げる。

「炸さく裂れつしろ！」

　シンマが唱えると、炎球は一斉にルナへと集結した。爆ばく風ふうが上がる。

「――中々に興味深い技を使うね」

　しかし彼女の姿はそこにはない。風の力を使ったのだろう。一いつ瞬しゆんにして、離はなれた場所に立っていた。

「炎よ……！　行け！」

　再びルナが言い放つと、炎はのたくる蛇へびのようにしてシンマの下へと迫る。

「水よ！」

　それに対たい抗こうするため、シンマは水の柱を生み出した。

　拮きつ抗こうする力は大量の水蒸気を生み出し、辺りを薄く白く染め上げる。だが、

「風よ……！」

　その時、ルナが言った台詞せりふに、シンマは目を見張った。

「炎を、竜りゆうへと変えろ！」

　火は、瞬またたく間まに巨きよ大だい化かした。こちらを押す勢いが格段に増す。

「この技は……！」

　自分が編み出したものと同じものだ。風の力で火の力を倍加させたのである。水柱は徐じよ々じよに呑のみこまれて行く。

「くそ……！」

　このままではいずれ押し負けるのは明白だった。シンマは刹せつ那なで判断し、水の力をその場で消した。遮さえぎるもののなくなった炎の渦うずが、シンマへと肉にく薄はくする。

「覚悟したかい？　だったら楽にしてあげるよ！」

　ルナが勝かち誇ほこったように笑った。だが、シンマはそれに、軽い口調で返す。

「――生あい憎にくと、オレは諦めが悪くてね」

　風が舞まった。シンマの前に、コトハが立っている。アーティファクトの力により、高速移動したのだ。

　魔劔【姫ひめ神がみ】を鞘さやへと納め、体を前ぜん傾けいさせると、彼女は大きく一歩踏み出した。

「コトハ、行け！」

　コトハは全身から絞しぼり出すような声で、叫んだ。

「御み守かみ家秘奥おう義ぎ！　颶風――鎌威絶っ！」

　竜たつ巻まきの如き強き神風が、その刃から放たれる。凄すさまじい威い力りよくを持つそれは、正面からルナの炎を真っ二つに切り裂いた。

「これは……っ！」

　シンマは炎の力で腕を手てつ甲こうで覆おおうと、次に目の前に浮かばせた鉄てつ塊かいを殴なぐりつける。

「いっけえええええ！」

　投とう擲てきされたそれは、大気を打うち砕くだいてルナへと向かった。

「くそ……！」

　彼女は土の力で作り上げた壁を何枚と張はり巡めぐらせて、防ごうとする。しかし鉄塊はそれを物ともせずに次々と砕いて、最終的にルナの体へと直ちよく撃げきした。

「っ……ぐっ……あぁ！」

　かなり威力は殺されていたようだが、それでも耐たえきれるものではなかったのだろう。ルナはそのまま吹き飛んでいった。

「ぐ……くぅ……！」

　やっとという感じで体を起こすも、顔を顰しかめながら、彼女はその場に跪ひざまずく。

「もうよせ。勝負は終わった」

　そう言ったシンマを、ルナは、荒あらい息をつきながら見ていた。

「大人しく帰るなら、もうなにもしない。さっきも言ったけど、お前のやることをオレは止めない。こっちに迷めい惑わくがかかってこない限りはな」

　呼吸を整え、彼女はその場に座すわり込む。

「やれやれ……ここまでやるとはね。意外だったよ。ちゃんと力を使いこなしているじゃないか」

「そうしないと、命が幾いくつあっても足りないからな」

　肩かたを竦すくめるシンマへ、ルナが微笑ほほえむ。

「確かに、キミを倒すのは難しそうだ」

「オレも、結構ギリギリだったけどな。だからお互たがいに、これ以上は……」

「――相手が、ボクじゃなかったらね」

　シンマの体がコトハに押されるのと、ルナが再び口を開いたのは、ほぼ同時だった。

「轟とどろけ、雷らい神じん」

　ルナの手が輝かがやく。刹那、鼓こ膜まくを破くような音と共にコトハの体が激しい光に包まれた。

「コトハ!?」

　声を上げることもなく、その全身を焼かれた彼女は、その場に倒れる。

「シンマ……様……」

　最後にそう呟つぶやき、コトハは気を失った。

「い、一体なにが……!?　今のはなんだ!?」

「【雷らい光こう】だよ。シンマ君」

　息をつき、ルナは立ち上がる。ポケットに手を入れたままで、

「風、火、水、土に続く資格者の第五の能力。――光や雷かみなりを操る力だ」

「第五……!?　そんなの、聞いたことないぞ！」

「そう、普通は存在しないらしい。だけどボクには目覚めたんだ。今までの歴史上、誰として手にすることのなかった力をね」

　ルナはシンマに向かって掌を翳す。

「これこそ、ボクが世界を変える資格のある人間だという何よりの証しよう拠こじゃないかな」

「……どういう、ことなんだ」

　突とつ然ぜんの事態にうろたえるシンマ。ルナは口元を緩ゆるめる。

「さてね。だけどシンマ君、考えるに、キミは失格になったんじゃないかな。だからボクのようにより強い、二人目の資格者が生まれたのさ」

　彼女は静かに、言った。

「――貫け、雷らい槍そう」

「あああああああああああああっ！」

　シンマは喉のどの奥おくから絶ぜつ叫きようした。全身の血液が一度に沸ふつ騰とうしたかのような、筆ひつ舌ぜつに尽くし難い熱さと痛みに襲われる。自身が稲いな妻ずまに打たれたのだと理解する前に、力をなくした体が倒れ込む。

　ルナはシンマの前にしゃがみこむと、微笑みを浮かべた。

「残念だったね。キミの負けだ」

「……く……そ……！」

　掠かすれた声で呟く。だが、なにか行動を起こそうにも体は一いつ切さい言うことを聞いてくれなかった。こちらの顔を覗のぞき込んで、ルナは告げてくる。

「……まあ、安心しなよ。コトハ君は殺していないし、キミもまだ消すつもりはない」

「……な……に？」

　ルナが手を伸のばしてくる。シンマの頬ほおを触さわりながら、彼女は続けた。

「気が変わったんだ。やはりキミは、消すには惜おしい。どうにかしてボクの仲間に欲ほしいんだよ」

　そのまま位置をずらし、ルナがシンマの懐ふところを探る。

「なにを言われても……オレは従うつもりはない……！」

「まあまあ、落ち着いて」

　彼女は【水鏡無幻】を取り出すと、興味深げに四方から眺めた。

「へぇ、これでこの妙みような壁を作りだしているのか。解除は……これかな？」

　ルナが内部にある水晶を触ると、展開されていた結界が解放される。それと共に、声がかかった。

「シンマ！　ど、どうしたの!?」

「シンマくん、それにコトハさんまで！　大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　アリスとミンク、それにレイとノンエが慌あわてたようにやってくる。壁がなくなり、外の人間にも見えるようになったのだ。

「ちょっと、あんた！　どういうつもりよ！　やっぱり敵だったのね!?」

　アリスがシンマを守るように立ち、レイとノンエがそれぞれ、自らの得物を取り出す。

「そうだね。今のボクはキミ達にとっての敵かもしれない」

　ルナは立ち上がると、距きよ離りを取った。

　ミンクが杖つえをこちらに向けてかざそうとするのに、シンマは言った。

「奈々は……？」

「奈々ちゃんは、無ちゃんに頼たのんでいます。いつまでも三人が戻ってこないので、なにかあったんじゃないかって、わたくし達はずっと探してたんです」

「……そうか。ありがとう。でも怪け我がを治すのは、コトハを、先に頼む。多分、オレより傷が深い」

「ですが、シンマくん……！」

「……オレは自分でも治せる。頼むよ、ミンク」

　言葉を重ねると、ミンクはやがて、頷うなずいた。そして、コトハの治ち療りようを開始する。

　シンマは自身の体に手を当て、再生の力を使いながら、徐々に傷を癒いやしていった。

「細かい話は後でシンマ君にでも聞いて欲しい。簡単に言えばボクは、資格者の力で世界を手にしようとしている。だからシンマ君に協力を要よう請せいしたんだけど、断られた。それで戦った。以上だ」

「ふざけないでよ……！」

　アリスはノンエから受け取った銃を、ルナへと向ける。

「そんなもの、ボクに効くと思うのかい？」

「うるさいわね！　これ以上、シンマに手は出させないわよ!?」

「……聞く耳持たず、か」

　ルナは深いため息をついた。

「安心して欲しい。今日はもう、なにもする気はない」

「……今日は？」

　幾いく分ぶんか痛みがマシになったシンマが尋たずねる。

「うん。提案がある。シンマ君、これで実力はよく分かっただろう。キミはボクには敵かなわない。その上でもう一度、質問するよ。やっぱりボクと組んでくれないかい？」

「……何度も言わせるな。オレはお前に協力するつもりはない」

　躊ちゆう躇ちよなくそう答えたシンマに、ルナは肩を竦める。

「そう。……だったら、仕方ない。これ以上、話し合いをしても無む駄だかな」

「だったら実力行使か？　悪いが、今度は数が多いぞ」

　レイがナイフを構えた。

「待ってよ。話は最後まで聞くべきだ。シンマ君、ボクとキミとでは考え方が違ちがうのはよく分かった。だから、交こう換かん条件を出そうじゃないか」

「……交換条件？」

　ルナは、訝いぶかしげな顔をしたシンマへと顎あごを引く。

「【雷光】には、もう一つの力があってね。それを見せる前に、ある人達を紹しよう介かいしよう。来てくれ！」

　彼女が声をかけると、草木を踏みしめるような音が響ひびいた。シンマ達は後ろを向く。

　そこには、三人の男女が居た。

　一人は燃えるような赤く長い髪かみを、背中まで垂らした女性だ。扇せん情じよう的てきな衣装に身を包み、その顔は美しく形作られてはいるものの、どこか好戦的で、野性的な色を窺うかがわせた。

　もう一人の女性は、黒い髪を後ろへひっつめている。凛りんとした顔つきに、落ち着いた様はまるで、澄すんだ水面を思わせた。

　最後は、眼鏡をかけている、穏おだやかな顔をした男性。見慣れぬ衣装に身を包み、その佇まいからは、どこか神聖なものを感じた。

「皆みな、ボクの【使徒】だ。……さて、なにか気付かないかな？」

　ルナが言って、彼かれらの隣となりに並ぶ。シンマは眉まゆをひそめた。見覚えのない人達だ。首を傾げていると、すぐ傍そばで息を呑む音が聞こえた。

「……うそ……です……」

　ミンクだ。彼かの女じよは口に手を当て、目を見開いている。

「……ちょっと、待ってよ」

　アリスもまた、信じられないような顔で、震える声を出した。

「ちょっと、待ちなさいよ！　どういうこと!?」

　彼女だけではない。レイやノンエも言葉を失くしている。

「お、おい、どうしたんだ、皆。なにがあった!?」

　意味が分からずにシンマが問いかけると、ミンクが小さく言った。

「ありえないんです……シンマくん。あの人が、ここにいるなんて……」

「……あの人？」

　彼女の視線は、男性に向けられている。アリス達は、赤い髪の女性を見ていた。

「エルスタイン様――」

　ミンクは呟いた。もう一度、確かめるように、

「――エルスタイン様、ですよね？」

　それに対し、男性は、ゆっくりと頷いた。

「ええ。そうです。話は聞いていますよ、ミンク＝フィナーレ。【エターナル】の信者だそうですね」

「じゃ、じゃあ、あんた……いえ、あなたは、キアラ様？」

　アリスが確かめる。すると、赤い髪の女性は笑みを作った。

「ああ、そうだ。あんたがあたしの子孫ってことか。随ずい分ぶんと似てるじゃないか」

　エルスタイン。そして、キアラ。

　それぞれ、【エターナル】と【夜明けの星々ロート・グランツ】を創設した人間の名だった。

「どういうことだ……？　だって、二人とももう、とっくに亡なくなっているはずだろ!?」

　シンマが問いかける。そう、そのはずだ。エルスタインもキアラも、共にずっと昔に没ぼつしていたと、話に聞いていた。

「その通り。どちらも故人だよ。ついでに言うと、そこの彼女は紅幻狼フオンシイ・レアン。――無幻狼のご先祖様さ」

　手に拳を当てて、紅と呼ばれた女性が頭を下げる。
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「これがキミにはない、ボクの力なんだよ、シンマ君」

　ルナは言った。

「雷光がもつ【再生】の力。それは――既すでに死んだ人間を、この世に甦よみがえらせることが出来るというものだ」

「う……嘘うそよ！　そんなこと、出来るはずがない！」

　アリスが言下に否定する。だがそれは、どちらかというと、到とう底てい受け入れ難がたいことを拒こばんでいるだけのように見えた。

「本当だよ。あらゆるものを媒ばい介かいにして、死んだ者の複製を生み出すんだ」

「コピー人間……ってことか？」

「ありていに言えば、そうだ。だけど、記き憶おくも性格も能力も全すべて、生前のままだよ。だとすればこれはもう、神の領域だと思わないかい？」

　ルナは口端を上げて、嬉うれしそうにそう述べた。

（……そういえば）

　随分と前だ。シンマは訓堂に言われたことがある。

　破は壊かいと再生の力を扱あつかうシンマは、いつか、死と生すら操あやつることすら可能となるかもしれない、と。まさか、それがこのことだったのだろうか。

「さて、ここからが本題だ。シンマ君、タダでボクについてこいとは言わない。こちらの望みを叶かなえてくれるなら、一つ報ほう酬しゆうをあげようじゃないか」

「……報酬？」

「キミの両親を――甦らせてあげよう」

　ルナのその提案に、シンマの体は硬こう直ちよくした。

「キミが失ったものを、取とり戻もどさせてあげよう。その手に、もう一度幸せを掴みとるチャンスをあげよう。……どうかな？」

「なに……を……」

　シンマは、拳を握にぎり、首を横に振ふった。

「なにを言ってるんだ！　いるか、そんなもの！　オレはもう、決めたんだ！　他から与あたえられたものには頼たよらないと！」

「なるほど。とても尊い考え方だ。だけど、どうだろうね」

　ルナの声が、こちらの内側を抉えぐるように響く。

「キミの妹は――それを、望んでいるのかな？」

「……なに？」

「一度でも、キミは訊きいたことがあるのかな。妹に、今で本当に幸せなのかと。兄と二人だけの、つつましい生活に、満足しているのかと」

　彼女の言葉は次々と、シンマに突き刺ささった。

「幼い彼女は、母親の温ぬくもりを、父親の背中を、欲ほつしているかもしれない。だけど現実はどうにもならない。だから我が慢まんして、無む理り矢や理りに、せめて優しい兄の前だけでも笑っているんじゃないかな」

「……奈々が？」

「シンマ君、キミがキミの考えで、ボクの提案を跳はね除のけるのは勝手だ。だけどね、それは妹の気持ちをないがしろにしてまで、成なし遂とげなければならないことかい？」

　ルナが投げかけてくる。残ざん酷こくなまでな、その問いかけを。

「キミは恐こわがっているんじゃないか？　自分の生き方を、実の、愛する妹に否定されることを。だから今まで訊けなかったんだ。訊くことができなかったんだ。

　――オレは間ま違ちがっていたのか、と」

「……やめろ」

　シンマは目を逸そらす。いくらでも言い返すことは出来るはずだった。それなのに、なにも言葉が思い浮うかばない。だから、ただ拒きよ否ひの意思を示した。

　しかし、尚もルナの言葉は続く。

「結局キミは、とらざるを得ない選せん択たくを手にし、これで良かったんだと、そう自分に言い聞かせてるだけなんじゃないのかな。弱い心をひた隠かくし、妹に無理をさせてまでね」

「やめろ！」

　堪らずに、叫さけんでいた。それ以上はもう、聞きたくなかった。

「よく考えることだ。そして最良の選択をするべきだね。番号は知っているから、また携けい帯たい電話にでも連れん絡らくをする。その時に答えを聞かせて欲しい」

　ルナは踵きびすを返し、歩き出す。

「それじゃ、今日は失礼するよ。――またね、シンマ君」

　手を振り、彼女は去って行った。

「オレは……」

　シンマは、独り、呟く。

「……オレは」

　そこからなにを口にしようとしているのか。自分でさえ、分からない。

　ただ、言いようのない虚むなしさだけが、心の内にあった。







第二章　神魔と奈々と想いの問いかけ







　テーブルには、夕飯が並んでいた。

　やや焦こげ目めのついたグラタン。卵とトマト、アスパラを散らしたサラダ。小さなパンに、コーンポタージュ。

「はい、じゃあ、手を合わせて下さい。いただきます」

　シンマが声をかけると、その場に居た奈な々なやコトハ、無ウーが両手を合わせる。

「いただきます！」

　まず奈々がそう返事をして、無とコトハがそれに続いた。

　彼女たちはそれぞれ、スプーンやフォークをとって食事を始める。

　ルナとの一件の後、シンマは奈々や無と合流し、そのまま場を後にした。ルナが去ってから、ミンクやアリスは考え込むような顔をして黙だまり込んでおり、結局、ろくに話をしないままに別れたのだ。

　尤もつともシンマとて平静とは言えない状態だったため、助かったところもあったのだが。

「にいくん、奈々、これ知ってるよ！」

　グラタンからスプーンですくった小さな筒つつ状じようのものを、奈々はこちらに見せてきた。

「ペパロニ！」

「なに言ってるんだ、奈々。それはメマニロだ」

　無が首を横に振る。奈々が首を傾かしげた。

「あ、間違った。モモノキだった」

「違うって言ってるだろ！　ニロマニだ！」

「メメロニ！」

「パパノニ！」

「マカロニです」

　言い合っている二人にコトハが冷静な訂てい正せいをする。無も奈々もショックを受けたような顔をした。

「途中からまったく原型なくなってたぞ……。ほら、冷めるから早く食べな」

　シンマに促うながされて、「ママノニ……」とマカロニを見ながら呟いていた奈々は、それを口に入れた。

「んまいっ！」

　笑え顔がおになって、食べるスピードを速める。隣で無もまた、同じようにがっついていた。

「あんまり急ぐと舌を火傷やけどするぞ」

「だいじょうぶ。もうしてる」

「耐えてたのかよ!?　すごいな！」

　シンマの台詞に奈々は得意げな顔をする。必ずしも称しよう賛さんしているわけではないのだが、喜んでいる彼女を見ていると和なごむので、そっとしておくことにした。

　シンマは一心不乱に晩ばん御ご飯はんを食べる妹の姿を見て、ふと思う。

（……こうして奈々と暮らし始めて、もう五年近くになるのか）

　あっという間の気もするし、とてつもなく長かった気もする。

　両親が亡くなってしばらく、まだ幼かったシンマや奈々のために、一時期は親しん戚せきや手伝い役の人がきて世話をしてくれた。

　だがやがて、シンマは家事や料理を一通りこなせるようになり、中学生になった頃ころには二人だけの生活が始まることとなる。

　奈々はよく笑い、よく遊び、よく食べ、よく育った。

　両親がいないことで彼女に辛つらい想いをさせてはならないと、シンマは遠足の日には豪ごう華かな弁当を作り、休みの日には近くにある公園や、遊園地に連れて行った。授業参観日や学校の行事には欠かさず出向いたし、運動会などでは他の親の数倍、いや、数十倍の勢いで妹の応おう援えんをしたものだ。

　それが自分にとって負担にならなかったと言えば、嘘になる。

　だが、どれだけ疲つかれていても奈々が自分の名を呼び、笑ってくれるだけで、なにもかもが救われた気がした。同時に、自分のやっていることは間違っていないのだと、そう確信できたのだ。

　……奈々はこの数年ほどの間一度も、寂さびしいとか、両親に会いたいとか、そういった類たぐいのことをシンマに向かって口にしたことがない。

　彼女が物心つく前に父親も母親もいなくなってしまったため、そもそも彼らの姿があまり記憶に残っていなかったからかもしれない。

　だが世の中に出て行く内、自分の置かれた環かん境きようが他とは違うことに、彼女自身、気付くところがあったはずだ。

　それでも奈々はなにも言わなかった。悲しむことも、嘆なげくこともしなかった。

　だからあえて、シンマもそのことについてなにも触ふれないことにしたのだ。

　その分、彼女に十二分の幸せをあげようと思った。

　たった一人の兄で、家族全員分の優しさと、楽しさを与えてあげようと思った。

　それでいい、と考えたのだ。

（……でも。それは、言い訳だったんだろうか）

　彼女の心に隠された、本当の想いと向き合うのを、自分は恐おそれたのだろうか。

　それは、どうしようもないことだから。

　それは、抗あらがい難いものだから。

　どんなにシンマが妹を愛し、精せい一いつ杯ぱいに尽つくしたとしても。

　それは、『両親がいない』という彼女の世界を救えているわけではない。

　だから、一番大切で、大きなものから、自分は目を逸らしてしまったのだろうか。

　もちろん、向き合ったところでどうしようもない問題ではあった。だからこそ、仕方のないことだと自分に言い聞かせてきたのだ。

　……だが、今は状じよう況きようが違う。

　もし、チャンスがあれば。両親が戻る機会があるとするならば。

　奈々は、どう答えるのだろうか。

――結局キミは、とらざるを得ない選択を手にし、これで良かったんだと、そう自分に言い聞かせてるだけなんじゃないのかな。

　ルナの言葉が、蘇よみがえった。

　そうかもしれない。誰だれにも頼らない。自分で得たものしか信じない。そう決めて、今までがむしゃらにやってきた。

　そのことに、後こう悔かいはない。しかし――仮に、奈々が望むのであれば。

（オレは……自分の生き方を、曲げた方がいいのか？）

　自分の生き方を、妹に押おし付つけるわけにはいかない。だから、折れるべきなのだろうか。本音を言えば、そうしたくはない。それでも、そうする以外に方法がないのだとすれば、降ふって湧わいたような希望に縋すがる他はないのだろうか。

（……結局、どれだけ頑がん張ばっても、神様には敵わないのか）

　最後の最後では、なにか大きなものに助けられるしかないのか。

　自分のしてきたことは、そんなちっぽけなものでしかなかったのか。

（オレは――どうすれば、いい）

　拳こぶしを握り、シンマは、ただ虚空を見み据すえていた。

「……にいくん？　どうした？」

　その時、正面から声をかけられて、シンマははたと我に返る。視線を上げると、奈々が心配そうに顔を覗き込んできていた。

「ああ。……いや、なんでもないよ」

　笑顔を作って、シンマは食事を再開する。冷めかけたグラタンは、塩っぽくて、とても食べられたものではなかった。

「ご馳ち走そう様さまでした」

　コトハが頭を下げる。無はまだ、コーンスープの器うつわに残った最後のコーンを食べようとしていた。

「シンマ様、私は少し自室でやることがありますので、これで」

　言って、コトハが立つ。彼女は自分の食器を台所までもっていった後、こちらに戻ってくると、無の襟えりを掴つかんだ。

「無、あなたも来なさい」

「なんだ！　無はまだ、食べ足りないぞ！　パンもっと欲しい！」

「言うことを聞きなさい。後でお菓か子しを買ってあげます」

　そうして半ば無理矢理に暴れる無を抱だきかかえると、コトハは退室しようとした。

　彼女がシンマより先に食事を終えるのは、珍めずらしいことだ。それに、もしそうなったとしても、こちらもひと段落するまで待つのが常のはずだった。

「失礼致いたします、シンマ様」

　コトハは「いやだー！　やめろー！」とじたばたする無を羽は交がい絞じめにしたまま、こちらに告げる。

「――どうぞ、奈々様とごゆっくり」

　そして、彼女はそのままリビングを去って行ってしまった。シンマはいささかに呆ぼう然ぜんとして、それを見送る。

「コトハ……お前」

　彼女の行動が意味するところは、一つしかないように思えた。こちらに気を遣つかってくれたのだ。よく考え、決断をして欲しいと。

「……ありがとう」

　礼を言ったシンマを、奈々がきょとんとして見つめてくる。

「コトハ、どうしたんだろうね。無とゲームでもするのかな？」

「かもしれないな。さ、オレも食べてしまうか……」

　せっかくのコトハの厚こう意いを、無駄にしてはいけない。シンマは素す早ばやく夕飯を片づけた。

「ごちそう様でした」

「奈々も、ごちそうさまでした！」

　二人合わせて手を合わせる。やがて、わずかな沈ちん黙もくが訪おとずれた。

「……あ、にいくん、にいくん、今日テレビで映画やってるよ。めんぼうマンのやつ」

　新聞のテレビ欄らんに目を通しながら、奈々が声を上げる。子ども向けアニメ番組の劇場版だろう。そういえば、封ふう切ぎられた際に奈々が観みたいと言ったので劇場まで足を運んだ覚えがあった。

「前に観ただろ？　それ」

「うん。でも、観たいなあ。奈々、めんぼうマンが一番好きだ」

　にこにことしながら、そう言う妹に、シンマは目をしばたたかせた。

（……そういえば、初めて奈々と行った映画館で観たのも、めんぼうマンだったな）

　あれはいつのことだっただろう。日曜日に、嬉しそうにテレビを指差して、奈々が言ったのだ。これが観たい、と。そこに映し出だされていたのが、件の映画だった。

「そっか……。じゃあ、観ような」

「うん。にいくんも一いつ緒しよに観る！　ぜったいだよ！」

　力強くそう言って、奈々は食器を重ね始めた。洗い場までもっていくつもりなのだろう。日か鎖ざり家では、食事の後、自分の食器は自分で片付けるのが決まりだった。

「……奈々」

　その姿を見ている内、自然と、シンマは妹の名を呼んでいた。彼女はこちらを見る。

「こっち、おいで」

　手を差さし伸べると、奈々は目をしばたたかせた。だが、しばらくすると、嬉しそうに頷く。席を立つと、彼女はシンマの方までやってきた。

「よいしょ……っと」

　抱き上あげ、シンマは自分の膝ひざに奈々を置いた。彼女の頭を撫なでる。

「どうしたんだ、にいくん。奈々とぶらぶらしたいのか？」

「逆、逆。ラブラブだろ」

　笑いながら、奈々の体の前に手を回して、自分の方へと引き寄せた。

「……なあ、奈々」

　そう口にすると、彼女は「んー？」と足をぶらぶらさせながら返してくる。

「奈々が、兄ちゃんと二人で暮らし始めから、随ずい分ぶん経たったな」

「うん、そうだねー」

「……奈々は」

　言いかけて、躊躇する。黙り込んだ兄を、奈々が不思議そうに見上げてくる。

「奈々は？」

　その無む垢くな顔に、シンマは微笑んだ。

「……奈々は、父さんと母さんのこと、覚えてるか？」

　問いかけに、奈々は眉まゆ根ねを寄せた。そのまま、「うーん……」と唸うなる。

「……あんまり、覚えてない」

「そうか。まだ小さかったもんな」

「うん。あのね、でも、顔はちょっとだけ知ってるよ。だから奈々、前に夢でおとーさんとおかーさんが出てきた時、すぐにそうだって分かった。でも、二人ともなにも言わないんだよ。ずっと、こっち見てるだけなんだ。なんでだろうね？」

「……さあ、どうしてだろうな」

　多分、父親や母親がどんな人で、どんなことを言っていたかが、奈々の記憶にはないからだろう。そう思ったが、口には出さなかった。

「にいくんは、覚えてる？」

「ああ、そうだな。兄ちゃんは大きかったからな。二人とも元気で、優しくて、兄ちゃんは大好きだったよ。母さんは料理が上う手まかった。父さんは釣つりが好きで、海に連れて行ってもらったこともあったな」

「ふぅん……いいなあ」

　下ろしたシンマの手を握りながら、奈々が呟いた。その台詞せりふに、シンマは胸が高鳴る。

　今、自分が悩なやんでいることを、妹が見み抜ぬいているように思えたのだ。

　だが、そんなわけはない。いくら年の割に敏さとい子であるとしても、ありえるはずもなかった。

「なあ、奈々」

　また、名前を呼ぶ。彼女がこちらを仰あおいだ。

「その……なんだ」

　しかし、今度は前以上に話しにくかった。自分は今、妹にとって、とても酷こくなことを訊こうとしているのではないか。そう思ったのだ。

「どうした、にいくん。なんかちょっと、変だぞ？」

　訝しがるような顔をする奈々に、シンマは息をついた。

「そうだな……変だな」

　いつもの自分とは明らかに違う。やはり、ルナの言う通り、恐れているのかもしれなかった。奈々の口から真実が語られるのを、この上なく危き惧ぐしているのだ。

　だが、いつまでもこうしているわけにはいかない。どんな結果が出ようとも、自分の信じた道を行く。そう決めたはずだった。だから、

「奈々……ちょっと訊きたいことがあるんだ」

　シンマは、ようやく、最愛の妹にそう告げた。

「うん？　なに？」

　尋ねてくる彼女へ、大きく息を吸いこむ。空気を肺の中まで目め一いつ杯ぱいに入れて、臆おく病びような気持ちごと出ていけと、シンマは長々と吐はいた。

「もしもの話、だけど。……奈々はさ」

　思い切って、こう口にする。

「父さんや、母さんがもう一度、うちで暮らせるようになるとしたら――帰って来て欲しいと、そう思うか？」

「……え？」

　シンマを見上げ、意味が分からない、という表情を作る奈々。

「奈々は、父さんや母さんがいなくて、寂しいと思ったことはないか。兄ちゃんと二人だけなのが嫌いやだったり、辛かったりすることはないか？」

「どうしたの？　にいくん」

「……うん、そうだな。今までこんなこと、訊いたことなかったもんな。でも、兄ちゃん、思ったんだよ。お前、オレになにも言わないだけで、ずっとそういう気持ちを自分の中に押し込めてたんじゃないかって。……だからさ、少し、そういう話をしようと思った」

　奈々は、黙り込んだまま、項うな垂だれた。

　その反応に、やはり言わない方が良かったのかもしれない、と思う。

　彼女が必死で閉じ込めていたものを、自分は、強ごう引いんに開かせようとしているのではないだろうか。

　そうすることで、奈々の心を傷つけてしまっているのではないだろうか。

「奈々……ごめんな。変なこと、言ったよな」

　シンマは申し訳なく想い、そう謝あやまった。

「……ううん」

　しかし、奈々は首を横に振る。しばらくしてから、彼女はぽつりと呟つぶやいた。

「……思ったこと、あるよ」

　シンマは目を見開く。奈々は小さい声で、続けた。

「どうして、奈々は他の友達と違うのかな。どうして奈々の家族は、にいくんしかいないのかな。おとーさんやおかーさんがいないこと、クラスの人にからわれた時、そう思った」

「そう……だったのか」

　やはり彼女はずっと、その笑顔の裏で、耐たえ続けていたのだ。自分には知られまいとして、気き丈じように振る舞まっていたのだろう。

　胸にこみ上げる想いに、シンマは目を閉じた。

「ごめん。……ごめんな、奈々。兄ちゃん、全然気づかなかった」

　奈々は、なにも答えない。ただ、シンマの体にその小さな背を預けた。

「……でも、いいんだ」

　不意に彼女は、そう呟く。

「いいって？」

「奈々、にいくん、大好きだから。にいくんがいればいいんだよ。だって、奈々、ずっと昔からそうだったから。大丈夫だよ」

　その、こちらを傷つけまいとする心に満ちた言葉に、シンマは奥おく歯ばを噛かみ締しめた。

　言うべきか、言うまいか。躊躇ためらいが己おのれの中に生まれる。しかし、

「……でもな、奈々」

　シンマは、そう口にした。絞しぼり出した自分の声は、情けないほどに、震ふるえている。

「戻ってくるかもしれないんだ、本当に。父さんや母さん、帰って来るかもしれないんだ。だからな、奈々。兄ちゃん、お前がそうしたいって言うなら、そうする。だから、聞かせてくれ」

　奈々を後ろから抱きしめて、シンマは最愛の妹に、こう問うた。

「――父さんや母さんと、一緒に居たいか？」

　はい、と、そう答えをもらったその時、自分はどうするのだろうか。

　様々な可能性と、その結果が、シンマの中で巡めぐった。

　ずっと守ってきた平へい穏おん。永遠だと思っていた温かな日々。

　それを壊こわしてまで、自分は波乱に身を投じなければならないのか。

　ぐっと、奈々の体を抱く手に力がこもった。

　……そして。

「にいくん」

　奈々が言った。その聞き馴な染じんだ、鈴すずを鳴らすような声で。

「――奈々、にいくんが居ればいい」

「……え？」

「にいくん、前におとーさんもおかーさんも、お墓の下で眠ねむってるって言ってたよ。もう起こしちゃいけないんだって。だから奈々、戻って来て欲ほしいなんて思わないよ」

「だけど、奈々……」

「……それにね」

　シンマの手をとり、彼女はにっこりと笑った。

「にいくん、元気で、優しいから、おとーさんとおかーさんがいるみたいだよ。だから奈々、平気。これからずっと、にいくんと二人でも、大だい丈じよう夫ぶだよ！」

「……あ」

　シンマの喉のど奥おくから、か細い声が出る。

　奈々の言葉に、嘘はなかった。長年、共に生きてきた身だ。それくらいのことは分かる。

　だからこそ、シンマは呆然とするしかなかった。

　彼女がいつもと変わらぬ態度で、自らの意志を語ったから。

　当たり前のことを口にするかのように、こちらに言ってくれたから。

　過去は取り返せない。だからこそ今に前を向いて生きる必要がある。

　そう、はっきりと。

「……そう、か」

　シンマは、奈々の手を握った。それはとても小さく、儚はかない存在にように思える。

　……だが、彼女はいつのまにか、自分が思うよりも大きくなっていた。

　しっかりと現実を受け入れて、その上で、生きる術を見つけていたのだ。

（バカか……オレは）

　そんな彼女を、信じきれなかった自分を、シンマは恥はじた。

　ここで折れてどうする。そう、己を叱しつ咤たする。

　なんのためにあの時、誓ちかったのだ。どういうつもりであの瞬しゆん間かん、神を棄すてたのだ。

　なにがあろうと、現実に正面から立ち向かい、自分の力だけでそれに打ち勝つ。

　そう生きてきた自分の姿から、奈々はきちんと学んでいる。

　だったらここで、安易な方法に頼ってしまう兄でいいのか。

（いいわけない。そんなことをしたら、もう、奈々に何も教えてやれなくなる）

　彼女に背を見せ、前を歩くことが出来なくなる。

（……そうだ。惑まどわされるな）

　自分のやってきたことを信じろ。考え、辿たどってきた道を裏切るな。

　あの時、強く握った妹の手のことを、忘れてはならない。

「ありがとうな、奈々」

　シンマはそう言って、奈々をもう一度、強く抱きしめた。

「――大好きだぞ」

　くすぐったそうにしながらも、彼女はそれに答えた。

「奈々もにいくん、大好き！」

　シンマは微笑ほほえみ、奈々の体を降ろす。そして、しゃがみこむと彼女に視線を合わせた。

「にいくん、頑張るからな。奈々も頑張れ」

「……うん！」

　彼女からすれば、なにがなんだか分からなかったことだろう。それでも奈々は、大きく頷うなずいた。

「じゃあ、もう寝ねなさい。明日の朝は、奈々の好きなもの作ってやるから」

「ほんと？　奈々、フレントチーストがいい」

「フレンチトーストな。分かった」

　了りよう承しようすると、奈々は「じゃあ、おやすみ、にいくん！」と手を振って去って行った。

　途と端たん、静かになるリビング。シンマは一人、椅い子すに座すわり直す。

　その時、軋きしむような音を立てて、扉とびらが開いた。コトハが姿を見せる。

「……よぅ。無はどうした？」

「しばらく不満を述べていましたが、無理矢理に寝かせました」

　ご苦労様、とねぎらうシンマに、コトハは一礼する。

　彼女は顔を上げ、こちらを真まっ直すぐと見据えてから、言った。

「お決めに、なられたのですね」

　その台詞に、同じように揺ゆらぎない視線で彼女と目を合わせながら、シンマは答える。

「――ああ、決めたよ」

「……分かりました。それでは私も、お供します」

「でも、どうなるか分からないぞ。今日だって、あの様だ」

「たとえそうであっても、私は貴方あなたにどこまでもついて参ります。それが私の決めたことですので」

　その確固とした調子に、シンマは息をつく。彼かの女じよもある意味では自分に似て、頑がん固こだ。

「悪いな、こんな資格者で」

「そんな資格者であるからこそ、私は今、ここにいるのです」

　わずかに、コトハは口くちの端はを上げる。

「……ですが奈々様は、とても強いお方ですね」

「そうだな。……正直、驚おどろいたよ」

「さすがシンマ様の妹です」

「オレなんかよりずっと強いよ、あいつは」

　シンマは感かん慨がい深ぶかくそう述べた。コトハが静かに、隣となりに立つ。

「……正直言うとさ。オレ、こんな生き方をしながらも、どこかで怯おびえているところもあったんだと思う。これで正しかったのかってさ」

「……はい」

「だけど……奈々はとっくに覚かく悟ご決めてたんだよな」

　いつからかは分からない。だが、強い意志をもって生きようとしていたのだ。

「それなのにオレは……情けないよ」

「……お言葉ですが」

　コトハが、淡たん々たんとした口調で言った。

「奈々様も、そう自分に言い聞かせているだけかもしれません」

「……そうかな？」

「はい。……ですがきっと、お父様やお母様と同等か、それ以上に、奈々様はシンマ様がお好きなのでしょう。そのシンマ様が常に傍そばにおられるからこそ、あの歳としであそこまで強く在れるのです」

　シンマは、コトハをじっと見つめた。彼女は物言わずして、佇たたずんでいる。

「オレと同じ……か」

　自分もまた、奈々がいなければあっさりとルナの提案に乗っていたかもしれない。

　たった二人だけの家族。しかし、だからこそ、互たがいに互いを必要とし、強く繋つながり合えたのかもしれなかった。

――奈々、にいくんが居ればいい。

　妹の言葉を思い出し、シンマはその手で、自らの顔を覆おおう。

「……コトハ、オレ、幸せ者だよな」

　噛み締めるように、呟く。

　コトハが、静かに頷く気配がした。




　数日後。シンマは学校帰りにアリス達やミンクへ声をかけ、近くにあるファミリーレストランへと来ていた。

「皆みなをここまで連れてきた理由は、もう分かっていると思う」

　注文を終え、ウェイトレスが去った後でシンマは口を開く。

「だから前置きなしに、本題から言う。――ルナから連絡があった」

　ポケットに手を入れ、テーブルの上に携帯電話を置いた。その場に居た、コトハ以外全員の顔が強こわ張ばる。

「……あいつ、なんて言ってきたの？」

　アリスが尋たずねてくるのにシンマは答えた。

「明日の夕方、オレの家から少し離はなれた場所にある工事現場で待つそうだ。そこで答えを聞かせて欲しいらしい」

「そうですか……。あの、それで、シンマくん？」

　おずおずとこちらを見返してくるミンク。彼女の言いたいことを、シンマは察した。

「ああ。決めたよ」

　はっきりと、彼かの女じよ達たちに告げる。

「――オレは、ルナには従わない。彼女がそれでオレを排はい除じよしようとするなら、全力で対たい抗こうするつもりだ」

　一いつ瞬しゆん、静まり返る場。そこへ、注文した品が運ばれてきた。

「……勝機はあるのか？」

　アイスティーに口をつけ、レイが言う。シンマは首を横に振ふった。

「いや、はっきり言って、ない。多分だけど、ルナはオレより力が上だ」

「じゃ、じゃあ、どうするんですか？　シンマさん、負けちゃいますよ」

　ノンエが戸と惑まどうのも尤もだ。

「もちろん、無策で挑いどむつもりはない。出来る限りの準備はしていこうと思う」

「……準備、ですか？　どんな？」

　ミンクが首を傾げる。シンマは頷いた。

「訓く堂どう先生に聞いてみるつもりだ。あの人からなら、なにかヒントを貰もらえるかもしれない」

「ちょっと待ってよ。かもしれない、なんて曖あい昧まいな考えで本当に大丈夫なの？」

　眉まゆをひそめるアリスに、コトハが返す。

「大丈夫ではないかもしれません。しかし現状、これしか方法はないのです」

「……確かにそうかもしれないけどさぁ。それ、ほとんど無策と変わりないじゃない？」

　気に入らないのだろう。アリスは不ふ貞て腐くされたような顔をする。

「そう言われたら、返す言葉がないな。でも、本当にそれ以外思いつかないんだよ」

「確かに、シンマくんの言う通りかもしれませんが……」

　ミンクは唸り、考え込むように目を閉じる。なにかいいアイディアがないかどうかを悩んでいるのかもしれない。

「まあ、それについては少し置いておこう。もし訓堂先生がダメなら、また考えればいいんだから。今、重要なのは、オレがルナと対立するってことだ」

　シンマがそう言うと、全員の注目がこちらに集まってきた。

「皆も知っていると思うけど、向こうには【エターナル】の教祖や【夜明けの星々ロート・グランツ】の創設者がいる。それに無、お前のご先祖もな」

　それまで黙っていた無が、オレンジジュースを飲んだ後で、こちらを見る。

「昨日、聞いたが、まだ信じられんな。紅フオン様が生きているなんて……」

「それはあたしだって、多分、ミンクだって同じでしょうよ。何百年も前に死んだ人がいきなり現れるなんて、ありえるはずないもの」

　アリスがため息をついた。ミンクが同意するように顎あごを引く。

「だけど、本当のことだ。尤もルナが言うには全員、精せい巧こうなコピーだそうだけど……。それでも、現実に彼かれらは存在する。だから改めてオレは、皆に言っておきたい」

　アリス、ミンク、無。それにレイやノンエを、シンマは見回す。

「お前らが皆、向こうにつくというのなら、オレは止めない。各自、よく考えてくれ」

「ど……どういうことですか、それ？」

　ミンクが目を丸くした。

「そのままの意味だ。あっちにそれぞれのご先祖様がいる以上、アリスやミンク、無にルナと戦えというのはいくらなんでも、酷だ。それに道理からすれば、アリス達が彼女の方へつくのが当然だろ」

「それは……そうかもしれないけど」

　アリスはシンマから目を逸そらし、呟く。

「それにルナはオレなんかより、よっぽど【資格者】としての正しい生き方をしようとしている。前にも言ったけど、ここで改めて明確にしておこうと思う。オレは、これから先なにがあろうとも、【エターナル】にも【夜明けの星々ロート・グランツ】にもつくつもりはない」

　シンマは、真正面からアリスやミンクの姿を見据えた。

「つまりアリス達やミンクが、オレの側につく価値はまるでないってことだ」

「だから、わたし達に向こうへ行けというんですか？」

　ノンエの問いかけを、シンマは「……いや、そうじゃない」と否定する。

「正直に言えば、こっちについて欲しい。皆が味方になってくれれば、どんなに心強いことかと思う。……だけど、オレの個人的なわがままに皆を付き合わせるわけにはいかない」

「でも……分かってるの？　シンマ。それ、あたし達と敵対するってことなのよ」

　アリスが幾いく分ぶんか剣けん呑のんな声を出した。シンマは、その場で俯うつむく。

「……ああ、わかってるよ。オレだって、そんなのは嫌だ。でも、だからと言って皆に無理を強制する権利は、オレにはない」

「だから、わたくし達にあっちについてもいいと、シンマくんは仰おつしやるんですか？」

　伺うかがいを立ててくるミンクを、シンマは躊躇いながらも、首しゆ肯こうする。

「本気で言っているんだな。後悔はしないな」

　レイが確かく認にんをとってくる。シンマはわずかな間を空けた後で「……ああ」と短く答えた。

　アリス達やミンクは顔を見合わせる。

　シンマは、自分が注文したアイスコーヒーの水面に視線を落とした。

（これで……良かったんだ）

　彼女達と戦うことになるかもしれない。そう思った時、シンマは胸が締め付けられるかのような想おもいに捉われた。出会って数か月、様々なことがあったが、互いに協力し合ってそれに立ち向かってきた。それなのに自分は、彼女達に敵になれと、そう言わなければならないのか、と。

　だが、仕方のないことだった。

　アリス達もミンクも、そして無も、それぞれの目的があって日本へやって来た。

　いくら友情があるからといって、それを潰つぶしてまでこちらに協力してくれとは言えない。

　だから、こうするしかなかったのだ。

「……あんたの気持ちは、理解したわ」

　しばらくしてから、アリスが口を開く。

「はい。わたくしも、よく分かりました」

　ミンクもまた、胸に手を当ててそう言った。

「そうか。じゃあ、そういうことだから……その」

　なんと伝えればいいのだろう。さようなら、とも違ちがう。元気で、というのもおかしい。

「皆……えっと……」

　だが迷うシンマに、まず、アリスがこう告げてきた。

「今いま更さら過ぎるわよ、シンマ」

「……え？」

「本当です。困ってしまいますよ」

　頬ほおに手を当てて、ミンクは嘆たん息そくする。

「そんなことじゃこれから先も苦労しますよ、シンマさん。アリス様をあまり侮あなどらないで下さい」

「そうだ。全く君は、変に悟さとっているからか、その辺りが未熟だな」

　加えてノンエとレイにまで冷たい目をされた。

「え……え？　ど、どういうことだ？」

「どういうことだ、もなにも、そういうことよ。シンマ、ふざけないでよね」

　アリスが唇くちびるを尖とがらせる。

「こちとらとっくに、あんたがこっちの言うことに従うつもりがないことくらい、知ってるわよ」

「はい。……遺い憾かんながら、それはもう覆くつがえしの無いことであると承知しています」

　こちらを見つめ、ミンクが言った。

「それでもあなたという人間を諦あきらめきれないから、わたくし達はここにいるのです」

「そうよ。単にあんたが資格者だからってだけじゃ、とっくに国に帰ってるってば」

　シンマはわけがわからず、目を白黒とさせた。

「シンマがどうしようと、あたしはあんたを絶対に【夜明けの星々ロート・グランツ】へ入れるわ。ルナなんて、どうでもいい。あたしは、あんたが欲しいのよ」

　アリスがシンマを指差してくる。

「そのためなら、ご先祖だろうとなんだろうと、邪じや魔まする奴やつはぶっ飛ばすわ！」

「その通りです。……確かにエルスタイン様と対立するのは【エターナル】の信者としては心苦しい限りです。ですが、教祖様はもう既すでに天へ召めされたのです。ご自分の生き方を全まつとうされて、心安らかにお眠りになられているのです」

　にっこりと、ミンクは笑った。

「だからわたくしが見たのは、ただの幻まぼろし。真に信じ、頭を垂れるべきは自分の心にある教えであり、それこそがエルスタイン様の掲かかげた理想そのものです。ありもしないものに惑わされ、本当に大切なものを見失ってしまっては、【エターナル】に奉ほうじた者としての名折れですよ」

　それに、と彼女は付け加える。

「わたくしはシンマくんと共に、この世に平和をもたらしたいのです。【資格者】であることは、二の次に過ぎません」

「アリス……ミンク……」

　シンマは、呆あつ気けにとられたまま、彼女達を見つめた。

「そういうことだ、シンマ。私達にくらい、幾いくらでもわがままを言えばいい」

「そうですよ。どんどんと頼たよっちゃってください！」

　レイとノンエが、それぞれ、こちらに向かって親指を立てる。

「だけど、その……いいのか？　もうちょっと考えた方がいいんじゃないのか」

「いいのよ！……それに、あたし、あんたには散々世話になったわ。借りを作ったままじゃ……悪いじゃない」

　頬を赤らめ、照れるようにアリスはそっぽを向く。

「そうですよ。今こそ、シンマくんに恩を返す時です！」

　拳こぶしを握にぎり、力強く言ってくるミンク。

「……皆、ありがとう」

　シンマは微笑み、そう礼を言った。温かな気持ちに包まれるのを、感じる。彼女達と共に今まで積み上げてきたものも、無意味ではなかったと、そう確かに思った。

「……無？」

　だがそこで、コトハが声を発する。シンマがそちらに視線をやると、無は黙だまりこくったまま、なくなったオレンジジュースのグラスを見下ろしていた。

「……無。いいんだぞ」

　シンマは、彼女を気き遣づかって言う。

「別に他の皆がそうだったからって、お前もそれに同調する必要はない。お前は、お前の考えで動いてくれ。絶対に責めたりなんかしない」

「……無は……」

　なにかを答えようと口を動かし、しかし無はそれ以上、言葉を続けようとはしなかった。

　だが、やがて彼女は顔を上げ、こちらを見てくる。

「シンマ。無はお前のことずっと監かん視ししてきた。だからもう、無はお前を世界にとっての害悪だとは思ってはいない。だが、紅様が向こうにいるというのなら話は別だ。……でも、どうすればいいのか」

　自分でも気持ちの整理がついていないのだろう。彼女は苦しそうな表情を作った。

「幻狼シイ・レアンの一族は、紅様がいなければ生まれていなかった。だから……無は……」

「……気にするな、無」

　手を伸のばし、シンマは無の頭を撫でる。

「お前が自分の使命に生きることを何よりも誇ほこりに思っているのは知ってる。だから、それを与あたえてくれた人に逆らうことなんて出来るはずないよな」

「シンマ……無は……」

　今にも泣きそうな顔で、無はそう言った。そして彼女は、静かに立ち上がる。

「無、どこへ行くのですか」

　コトハの問いかけに、席を離れようとした無は、こうぽつりと呟いた。

「……少し、時間をくれ」

　彼女はそれ以上なにも言わず、その場を去って行く。

「無……どうするつもりでしょうか」

「分からない。だけど、無は無の生き方を貫つらぬくしかない。それは、誰だれも止められないし、止めちゃいけないんだ」

　どこか心配そうなコトハに、シンマはそう告げた。

「……無のことは、今考えていても仕方ないわ。それより次にやるべきことをやらなきゃ」

　アリスは手にとったグラスの中身を飲み干してから、テーブルに手をつく。

「――とりあえず、学校に戻もどるわよ」




　錆さびついた扉が、軋んだ音を立てて開いていく。

　人気のない屋上には、生ぬるい風が吹ふいていた。

　残暑の厳しい日差しが燦さん々さんと降り注ぐ中、シンマ達は歩いていく。

「……よぅ、来たか」

　柵さくにもたれかかり、煙草たばこを吹かしながら、訓堂が言った。相変わらずのぼさぼさの前まえ髪がみは完全に目を隠かくしており、彼がどんな表情をしているのかはうかがい知れない。

「先生、屋上は禁きん煙えんですよ」

「堅いこと言うなよ。誰もいないじゃねえか」

　シンマの注意に笑いながら、訓堂は煙けむりを蒼そう穹きゆうへと溶とかす。

「訓堂様。お訊ききしたいことがあって参りました」

　開口一番、コトハはそう言って頭を下げる。

「先日、私達はシンマ様と同じ力を持つ【資格者】によって襲おそわれました」

「……ルナ＝ルーヴェンスか」

　やはりか、とシンマは心中で思う。予想は的中したようだった。

「知っていたんですね。彼女のこと」

「まあ、資格者の誕生はアーティファクトで知れるしな。それに、向こうからコンタクトがあったんだよ」

「コンタクト？」

　アリスは怪け訝げんな顔をする。

「少し前のことだ。政府側にある動画が届いた。そこに映っていたのが件くだんのルナ＝ルーヴェンスだ。奴は自分が資格者あることを話し、シンマにない光の属性を含ふくめ、全すべての力を実際に使ってみせた上で、ある要求をしてきた。――日本政府は、あらゆる面においてこちらを全面的に支持、支し援えんするべし。拒きよ否ひするのであれば、今後、どのような被ひ害がいを受けてもやむなしと心得よ」

「……完かん璧ぺきな脅おどしですね」

　笑みを引きつらせるミンクに訓堂は肩かたを竦すくめた。

「そうだな。で、困った俺おれと首しゆ相しようはどうしたものかと相談し合った。その結果、しばらくの間は保留ということにしておくことにしたのさ」

「保留、ですか？」

　シンマは目をしばたたかせる。

「ひとまず無視しておいて、奴がどう出るかを試ためそうというわけさ。どうやらルナは、日本だけじゃなく世界各地の要人に同じメッセージを送っていたらしい。どうやってそのルートを確立したかは知らないが、奴は資格者であると同時に現げん役えきの情報屋らしいからな。そのツテを使ったんだろう」

　訓堂はこちらを振り向むくと、口に咥くわえた煙草を指で挟はさんだ。

「それはともかく――あいつの目的はどうやら、世界そのものを牛ぎゆう耳じることらしい。だったらきっと、ルナはシンマ、お前と接せつ触しよくを図はかるであろうと俺は踏ふんだ。まあ、目の上のタンコブってところだからな」

「それで、オレがルナと会って自分のところへやってくるまで、黙っていようと思っていたんですか？」

「そうなるだろうと思ったからな」

　そう言った訓堂にアリスが食くって掛かかる。

「ちょっと、せめて警告とか出来なかったわけ？」

「そうしてどうなる。たとえ警護をつけたところで無む駄だでしかない。資格者同士のドンパチに、俺おれ達たち凡ぼん人じんが敵かなうわけないだろうよ」

「それはそうだが……それとなく気を付けるよう、伝えることは出来たと思う」

　不満そうなレイに、コトハが首を横に振る。

「下手に警けい戒かいをした場合、彼女が何らかの強きよう硬こう手段に出ることも考えられました。様子を見るという選せん択たくは妥だ当とうでしょう」

「そうそう。さすがコトハはいいこと言うね」

　にやけた笑みを浮うかべる訓堂に、彼女は「ですが」とわずかに睨にらみつけた。

「事が起こった以上、協力はして頂きます。これ以上、日和ひより見みをとることは許しません」

「……分かってるよ。恐こわいな、おい」

　両手を上げて、訓堂は降参のポーズをとる。

「シンマがルナと会ってどうするか、それを確かめようとしただけだ。でもその分じゃ、あいつと組むことはなさそうだな」

「ええ。彼女とは相いれそうにもないので。それで向こうが乱暴な手に出るというのなら、こっちも迎むかえ撃うつだけです」

「……お前なら、そうすると思ったよ」

　苦く笑しようして、紫し煙えんを吐く訓堂。

「が、オレにどうしろって言うんだ。こっちとしてはお前にルナを倒してもらった方が都合良いからな。誰か強い奴を貸してくれっていうなら、日本だけじゃなくて、世界に呼びかけてもいいぜ」

「いえ、いいです。必要以上に派手にしたくはないので。代わりに、教えてくれませんか」

「……なにを？」

　シンマは、紋もん様ようが刻まれた己の手を握った。

「――オレの力、もっと強くなる方法ありませんか？」

　訓堂は無言で、そんなシンマを見つめてくる。やがて彼は、呟いた。

「……ルナと戦って、負けたのか？」

　シンマは少し躊躇ためらったが、頷く。

「そうか。……それで、彼女に対抗するためか」

「はい。そうでもしなきゃ、勝てそうにないので」

「だろうな。……そうだな」

　頭を掻かき、訓堂は唸うなった。

「あることは、ある。こっちも伊達だてに長年、資格者を研究してきたわけじゃない。そのデータから発展させたある推論を教えてやることは可能だ」

「ほ、本当ですか!?」

　身を乗り出すシンマへ、彼は「ただし」と前置きする。

「シンマ、お前、どうなるか分からんぞ」

「……どういうことですか？」

　コトハが首を傾かしげた。

「いいか。今までシンマは、力を出来るだけ使わないようにしてきた。多分、ルナがシンマの力を上回り、今まで存在しなかった【雷らい光こう】の属性に目覚めたのもそのためだ。資格者の定めに従順な分、彼女の方が成長が早いんだろう」

「じゃあ、俺も【雷光】の力が使えるってことですか？」

「ルナとシンマが同じ性質を持っている以上、お前にその気があれば、多分な」

「でも、ルナさんと同じになったところで、勝てるというわけじゃないですよね？」

　ノンエが腕うでを組む。訓堂はそれを肯定した。

「ああ。だからもう一歩、先を行く必要がある」

「そんなこと、出来るんですか？」

　ミンクが驚いたように言う。

「理論上は可能だ。そもそもシンマ、お前、自分が極きわめて異例な資格者であることは知ってるよな」

　もちろん、とシンマは答える。再生と破は壊かいを同時に使えるのに加え、本来なら一つであるはずの四つの属性が全て目覚めたのだから、確かに異例だろう。

「俺はずっと、それがなぜなのかを考えていた。そして一つの結論を得たんだ」

　訓堂は煙草を口からとると、取り出だした携けい帯たい灰皿に灰を落とした。

「シンマ、お前がその身に宿している四つの属性は、最後の力のために用意されたものだったんじゃないか、とな」

「え……それって、【雷光】の属性のことですか？」

　シンマは目をしばたたかせる。

「ああ。仮にあれが四つの属性、その全てを司つかさどるものだとする。で、あるならば【雷光】の覚かく醒せいがキーとなり、真の力を解放させる条件が整うんじゃないか」

「じゃあ、ルナの使う第五属性は、まだ完全に目覚めていないということですか」

　シンマの問いかけに頷き、訓堂が、紫煙をくゆらせた。

「もちろん、あくまで可能性に過ぎない。だが四つの属性が、一つの巨きよ大だい過ぎる力を操あやつる時が来るまでに、資格者の体を慣らすためのものだとしたら、どうだ」

「……あまりにもその力が強すぎる故ゆえ、突とつ然ぜん目覚めたら暴走してしまうかもしれない、ということですか？　だから、資格者に宿った【意志】は準備段階としてまず四つの属性を解放させ、力をコントロールする術を学ばせたと」

　コトハが言うのに、訓堂は口こう端たんを少し上げた。

「その通り。そして、その最後に待っているものこそが、シンマのような異い端たんの資格者が持つべき本当の力だとしたら？」

「ちょっと待ってよ。それじゃあ、ルナが使ったあの力以上のものが、まだシンマの中にあるっていうの？」

　アリスが信じられない、という表情をする。

「そんなの、想像もつかないわよ。本当に世界がどうにかなっちゃうじゃない」

「……そうだな。だが俺は前に言ったはずだ。シンマは時代や人ではなく、【世界】が選んだ資格者なんじゃないかってな。逆に考えれば、今までの力は確かに強いが歴代の資格者とそう変わらなかった。それがそもそもおかしかったんだ」

「それは……そうかもしれませんが……」

　ちらりと、こちらを見てくるミンク。

「……ってことは先生、その大きな力を目覚めさせたら、ルナに勝てるかもしれないってことですか？」

「そういうことになる。だが、危き惧ぐするべきなのは、ルナもまた同じようなことをしようとするかもしれないということだ。先に第五属性を会え得とくした分、彼女の方が力を完全に目覚めさせるのも早いかもしれん。……まあ、仮にシンマがそれに追いついたとしても、双そう方ほうが真の力を解放することになった時、どちらが勝つのかまでは、俺にも分からんがな」

　シンマは握った拳に、視線を落とした。自分の中に、更さらなる力がある。それはある種の救いであるはずだった。しかし、同時に恐きよう怖ふもまた生まれる。

「……先生」

　シンマは思い切って言った。

「もしその目覚めた大きな力を、オレが操りきれなかったら……？」

　あまりにもあっさりと、訓堂から返答は来る。

「その時は、お前自身が力そのものに呑のみこまれるだろうな。歴代の資格者のように自分を失い、【世界の意志】に従わされるだろう」

「……そうですか」

　そうなる気は、していた。シンマは以前、叉し道どう呉くれ葉はと戦った時のことを思い出す。

　死を前にし、この状じよう況きようを打開するだけの力が欲ほしいと望んだ自分に、聞こえてきた声。

　あれが訓堂の言う【世界の意志】なのだとしたら、もう少しで危あやういところであったということだ。

「まあ、だから、お前がそうするにしてもギリギリのところまで待つんだな。もしかしたら、真の力なんて解放しなくても済むかもしれない。お前はルナと違って、未いまだ第五の属性が目覚めていない。段階をすっ飛ばして賭かけに出れば、その分、失敗する確率も高くなるだろうからな」

「……そうですね」

　だが、もしそうなった場合、実行するのを躊躇っている暇ひまは恐おそらくないだろう。

　大だい丈じよう夫ぶだろうか。そう、不安になる。

　途と方ほうもなく大きな力に振り回まわされず、自分を保ち続けることは出来るだろうか。

（……いや、やるしかないよな）

　それしか活路が見いだせないのなら、そうするしかない。今まで通り、己おのれのままに突つき進すすめばいいのだ。

「分かりました。ありがとうございます、先生。オレ、頑がん張ばります」

「おう、そうか。政府としても、俺個人としても、ルナが具体的な行動を起こすのは避さけたい。でも、こっちがなにをしても無駄な以上、お前に頼るしかないんだ。……悪いな」

「いえ、なんとかやってみます。まあ、どうにかなるでしょう」

　気楽に努めるよう、シンマはそう言って笑った。

「……じゃあ、最後に困難に挑もうとする教え子にアドバイスだ。今のお前が出来ることを、精せい一いつ杯ぱいにしろ。そうすれば、必ず道は開ける」

「……今のオレが、ですか？」

「聞いたようなことを言っているように思えるかもしれん。が、その意味をよく考えろ」

　普ふ段だんと変わらぬ調子で、訓堂はそう言ってくる。

　しかし、こちらを見つめるその眼まな差ざしは、確かに真しん剣けんだった。







第三章　神魔と絆と最後の力







　夕刻。紅色の日差しを浴びた工事現場はどこか寂さびしげに見えた。

　広々とした土地には鉄骨や作業機械、プレハブ小屋などがあるが、肝かん心じんの人がまるでいない。元々大型のビルを建てるつもりであったらしいが、予算の都合から頓とん挫ざし、そのまま放置されているとシンマは噂うわさで聞いたことがあった。

　それが事実であるかどうかはさておき、とにかく、秘ひ密みつ裏りに誰かと会うには好都合の場所ではある。

　シンマの周りには護衛のコトハを始めとしてミンクやアリス、レイにノンエが居た。

　そして更に、それに加えてメアリ＝シャーロットの姿もある。

「戦力があるに越したことはないからね。声をかけておいたわ」

　ルナから指定された時間に集まった時、アリスはそう言った。その際、これから修しゆ羅ら場ばになるかもしれないと彼女から一通りの説明を受けたらしいのだが、メアリは一言「そうですか」と答えただけだという話だ。相変わらずのその超ちよう然ぜんとした態度に、シンマは益々の底知れなさを覚えた。

「……やっぱり無ウーはいないか」

　辺りを見回してシンマはため息をつく。昨日、別れてから家にも戻ってこなかった。あの食いしん坊ぼうの彼かの女じよが夕飯時になっても尚なお、姿を見せないというのは異常事態である。

「やっぱり、敵になってしまうのでしょうか、無ちゃんは……」

　ミンクがやりきれないような顔でそう呟つぶやいた。そうなるかもしれない。シンマは不安に顔を曇くもらせる。出来れば避けたい事態ではあるが。

「生き方を違えれば時にぶつかることもある。それは、致いたし方かたないことです。……彼女が選んだのであれば、それもまた道です」

　コトハが静かに告げた。

　冷たいように思えるが、正論でもある。それが逃のがれられないものであれば、真正面から受けて立つしかないのだ。彼女が悪いのでなければ、自分達たちが悪いわけでもない。ただそうなってしまっただけ。

（やるしかない、か……）

　来るべき時に向け、シンマは拳を握った。その時。

「やあ、待たせたね」

　聞こえてきた声に、シンマは振り返かえった。

　ポケットに手を入れ、まるで旧友と久方ぶりに会うかのような気軽さで、ルナがこちらにやってくる。傍そばには彼女の使徒、かつての資格者達三人もいた。

「中々いいところだろう？　ここなら多少は派手にやってもバレない。まあ、そっちには空間を遮しや断だんできる便利な道具があるみたいだけど、一応、用心のためにね」

「……まるで、端からオレが断わると思ってるような口ぶりだな」

　シンマの言葉にルナは肩を竦める。

「ボクは何事も不測の事態に備える性質なんだ。気に障さわったのなら謝あやまるよ」

「いいや、構わないさ」

　彼女と正面から向かい合い、シンマは首を横に振った。

「――今日は、断わりに来たからな」

「……ふぅん」

　目を細め、ルナが面おも白しろがるような顔になる。

「一応、理由を聞いておこうかな」

「別に、大したわけはないさ。オレはこれからもいつも通りの生活を送る。妹と一いつ緒しよに暮らして、ささやかな幸せと一緒に生きる。だからお前に協力は出来ない」

「いつも通りの生活、ささやかな幸せ、ね」

　こちらの台詞せりふの一部を、おうむ返しにするルナ。

「妹さんにとってはどうなのかな。彼女もまたそれを望んでいると断言できるかい？」

「……さあな」

　正直に、シンマは言った。

「オレは奈な々なじゃない。だからはっきりと言い切ることは出来ない。だけど、これだけは分かる。あいつはオレよりよっぽど立派な人間だ。だから、現実を無む理り矢や理りに捻ねじ曲まげてまで偽にせ物ものの幸せを手に入れたいと、そう思うような奴じゃない」

「偽物の幸せってなんだい。そこに存在していれば、それが現実じゃないか。だったら手に入れればいい。どうしてその欲求を抑おさえ込む必要があるんだい？」

「抑え込んでるんじゃない。認めてるんだよ。今の現実を、そこに居る自分を認めて、前に進んでるんだ」

「それは力の無い人間の言い訳だ。どうしようもないからこそ、そう理り屈くつをつけて、誰もが誤ご魔ま化かしながら生きる。だけどボク達には全てを可能にする力がある。不可能を可能へと書きかえることが出来るのに、どうしてどうしようもない【今】なんかを認める必要があるんだい？」

「そうしたおかげで、手に入れたものがあるからだよ」

　シンマは掌てのひらを広げ、それを見つめた。

「失ったおかげで得たものがある。絶望したおかげで見つけられた希望がある」

　ルナへと視線を移し、シンマは言い放つ。

「理り不ふ尽じんさは――奪うばうだけのものじゃない」

「……それも言い訳だ。なにもなかったわけじゃないと、そう己に言い聞かせているだけだ。詭き弁べんだよ」

「別にいいじゃない、それでも」

　アリスが前に出た。

「少なくとも、いつまでも過去にこだわって他人に迷めい惑わくをかけようとしているあんたより、よっぽどマシよ」

「……そうですよ。あなたの気持ちも分かります。けれど、だからといってシンマくんを否定することも出来ないはずです」

　ミンクが杖つえを握り、それをルナへと突き付つける。

「それに、言い訳をしている点では貴女あなたも同じでしょう。ルナ＝ルーヴェンス」

　シンマの傍で、コトハが刀の柄つかに手をかけた。

「宿命に縛しばられ、世界を憎にくみ、手に入れた力で復ふく讐しゆうをする。まるで自分の生はこのためにあったのだと、声こわ高だかに主張しているようです」

「……なんだって？」

　聞き捨てならないというように、ルナがコトハを睨みつける。

「数々の災難に見み舞まわれた貴女が、強ごう引いんに生み出した『生への答え』――それが、今の貴女自身を形作っているのではありませんか。だとすれば、それもまた言い訳です」

　淡たん々たんと、コトハは語った。

「なにもなかったわけではないと、そう己に言い聞かせているのは、貴女の方では？」

　ルナが目を見開く。彼女は苛いらついたように舌打ちし、手を振ふった。

「知ったようなことを言うね。ボクのことをなにも知らない癖くせに」

「恐れながら申し上げますが、それはルナ様もまた同じで御ご座ざいます」

　スカートの裾すそを摘まみ上げ、メアリはルナに向かってお辞じ儀ぎする。

「シンマ様のことも、ルナ様は何もご存じありません。ですので、皆みな様さまの総意を代弁するのであれば、恐らくはこうなることでしょう」

　彼女は微笑ほほえみながら、こう言った。

「――てめえだけが正しいと思ってんじゃねえぞ、で、御座います」

　レイが背中に負った長大な箱を下ろす。前に出し、留め金を外していった。

「意地のぶつかり合いなんですよ、ようするに」

　ホルスターから銃じゆうを抜ぬくと、ノンエがそれを構えた。

「主張を譲ゆずれない。だからぶつかり合う。そこに正しいも正しくないもありません」

「その通り。だからこれ以上、いくら話したところで平行線だ」

　レイが勢いよく箱の蓋ふたを開けると、アリスがそれに手を伸ばす。

「だったら、後は二つに一つ。引くか、引かないかよ」

　彼女は中から、一ひと振ふりの巨大な斧おのを取り出した。

「争い事は好みません。……ですが、あなたがあくまでもシンマくんを消そうと言うのであれば、わたくしもまた戦いましょう」

　ミンクは足を一歩踏み込む。

「【エターナル】の信者として。いえ――彼かれを大好きな、一人の幼おさな馴な染じみとして！」

「キミ達のご先祖は皆みな、こっちにいる。それでも、キミ達はシンマ君につくというのかい？

一体、彼はキミ達にとってなんなんだ？」

　眉まゆをひそめるルナへ、コトハが刃やいばを抜き払はらった。

「私が生しよう涯がいをかけて守り抜くと決めた、大切な御お方かたです」

「放っておけない、お人ひと好よしよ」

　アリスが柄を強く握ると、斧の先せん端たんについた宝玉が仄ほのかに光を宿す。

「……ずっと傍で見てなきゃ、心配でいられないんだから」

「昔から、そして今も、わたくしにとってのヒーローです！　彼は誰にも、渡わたしません！」

　杖をかざしたミンクは、堂々とその言葉を口にする。

「気に入らないけど、ミンクに同じよ！」

「私もまた、同じです」

　アリスとコトハがそれぞれ、そう告げた。

「……そうかい」

　大きく息をついて、ルナが手を掲げる。

「分かったよ。交こう渉しよう決けつ裂れつか。まあ、そうなるだろうとは、どこかで思っていたけどね」

　彼女はゆっくりと、口端を上げた。

「――じゃあ、全員まとめて、ここで終わればいい！　雷いかずちよ！」

　拳を握る。その瞬しゆん間かん、天高く立ち昇のぼる光が空を貫き、シンマ達の頭上に降り注いできた。

「守って、【澄み渡る水の女神フイン・ヴオアン】！」

　素す早ばやくミンクが唱え、彼女のアーティファクトがそれに呼応する。荘そう厳ごんな造りをした壁かべが現れ、ルナの放つ稲いな妻ずまを全て防ぎ切った。
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　シンマは懐ふところに入っていた【水鏡無限】を握る。四方に壁が展開し、外側との接触を完全にシャットダウンした。

「おいルナ、もう喧けん嘩かはおっぱじめてもいいのか？」

　赤い髪かみの女性、キアラがそう好戦的に訊いた。ルナは頷うなずく。

「ああ、構わない。全力でやってくれ」

「その言葉を、待ってたぜッ！」

　拳を突き合あわせ、キアラが広げた手をこちらへと向けた。彼女を中心として空に幾つもの土ど塊かいが浮かんだ。それらは中央へと集まり、小山程ほどもある一つの巨大な岩へと変わる。

「吹き飛とべ――ッ！」

　声と共に、弾だん丸がんのごとくこちらへと迫せまった。

「くっ……！　土よ！」

　シンマが叫さけぶと眼前へ頑がん強きような石の壁が作り上げられ、岩石を受け止める。だが、

「オラオラオラオラオラオラオラオラオラオラオラァッ!!」

　キアラは尚も吼ほえた。次々と先ほどと同じくらいの岩が出来上がり、それらは間断なく投とう擲てきされる。

「ちょ……まじかよ！」

　さすがに全てを防ぼう御ぎよすることは不可能だ。シンマは風の力で軌き道どうを逸そらそうと試みた。だがその前に、

「奔はしれ――姫ひめ神がみ！」

　コトハが刀を振るう。その刃から生じる轟ごう風ふうは大気を切きり裂さき、岩石を全て逆にキアラへと吹き飛ばした。

「うおっ……!?」

　慌あわてる彼女へ更に追い打ちがかかる。アリスが斧型のアーティファクトを肩に担かつぎながら、こちらに向かって言った。

「行くわよ、シンマ！」

「あ、ああ、分かった。皆、手を貸してくれ！」

　そうシンマが叫ぶと、コトハやアリス、ミンクの手の甲こうが光を放つ。アリスがその手を振り払った。

「燃えなさい！」

　するとキアラを襲しゆう撃げきする岩石その全てが炎ほのおを纏まとう。更に凶きよう暴ぼう性せいを増した攻こう撃げきがその牙きばを剥むいた。

「くっ……！　ふざけやがって、てめえ、あたしの子孫だろうが！」

　怒いかるキアラにアリスは鼻を鳴らす。

「お生あい憎にく様さまね。あたしの偉い大だいなご先祖様は、人に使われて戦うようなタマじゃないわよ！　偽物はとっとと家に帰りなさい！」

　彼女の言葉と共に、炎の塊かたまりはその全てがキアラを中心としたルナ達に乱れ落ちた。

　地を震ふるわせるような音と共に、濛もう々もうと砂すな煙けむりが舞まい上あがる。まともな人間であればまず助からないであろう衝しよう撃げきの連続だった。……しかし、

「見事に返されてしまいましたね、キアラ」

　立ち込める砂煙が晴はれ渡ったそこにいたのは、エルスタインだ。彼の周囲数メートルには半はん透とう明めいの壁が出来上がっている。彼の持つ再生の力によって作られた防ぼう御ぎよ壁へきだろう。

「うるせえ、さっさとそこをどけ！」

　強引に自分を押おしのけようとするキアラに、エルスタインは首を横へ振った。

「ここは私に任せておいてください」

　静かに佇たたずむ彼は、ミンクを見み据すえる。

「……ミンク＝フィナーレ。私は悲しい」

　愁うれいを帯びたような表情で、エルスタインが口を開いた。

「なぜルナ様の考えを理解しないのか。世界を真に救うためには、一度、全てを変えるしかありません。彼女にはそれが出来るというのに」

「……エルスタイン様」

　ミンクは眉まゆ尻じりを下げる。辛つらそうに唇くちびるを噛かむ彼女を見て、無理もない、とシンマは申し訳なく思った。

　ミンクにとって、エルスタインは人生の目標そのものだった。彼のように人々のために生きたい。そう願って彼女は自ら決めた道を歩んできた。それなのにこうして今、敵対をしているのは胸が張はり裂けそうな思いだろう。

「今からでも遅おそくありません。こちらに来なさい。【エターナル】を信望するのであれば、自分のしていることがいかに愚おろかであるか、あなたは分かるはずです」

　微笑みを浮かべるエルスタインを、ミンクは見つめる。

「ちょっと……あいつ、大丈夫なの？　止めた方がいいんじゃない？」

　不安そうなアリスに、シンマは言った。

「……いや、ミンクを信じよう」

　ミンクが息をつく。そして彼女はこう告げた。

「エルスタイン様、一つ質問があります」

「……なんでしょう？」

「世界を真に救うためには、一度、全てを変えるしかない。それは、そうかもしれません。しかし……ルナはそこへ至る前に、犠ぎ牲せい者しやが出るのは仕方がないと言いました。それについてはどうお考えですか？」

「ミンク、何かを為なすためには何かを失うしかありません。それは必要な死であるのです。彼らは尊い平和のためにその命を神へと捧ささげるのですよ」

　すらすらと答えるエルスタイン。ミンクはそっと、目を閉じた。

「……そうですか」

　しばらく間を空けて、彼女はこう口にする。

「そうであれば、わたくしはあなたと相あい容いれることは出来ません」

「……どういうことです？」

「十を助けるために一を見捨てる。それは確かにどうしようもないことかもしれません。けれどそれをわたくし達が口にすることは許されません。たとえどれだけありえぬことであろうとも、わたくし達は十を助けるために一にも手を差さし伸べる方法を考え出さなければならないのです」

　ゆっくりと瞼まぶたを上げ、ミンクは断言した。

「本物のエルスタイン様であれば、きっとそう仰おつしやるはずです」

「……理想では人を救えませんよ。私は世界を巡めぐる内に、そのことに気付いたのです。時として残ざん酷こくに思えようとも、大いなる決断を下さなければならない時があるのです」

「あなたの仰ることは正しい。ですがそれはあまりにも、上に立ちすぎた見方です！」

　エルスタインが息をつく。そして彼は、指を鳴らした。

「仕方がありませんね。袂たもとと分かつというのであれば、相応の処しよ罰ばつは受けて頂きましょう」

　空を割るかのごとき巨大な咆ほう哮こうが響ひびき渡る。エルスタインの背後に影かげが浮かび上がった。龍りゆうだ。水すい晶しようの如く透とう明めいの体を持つ龍がその長い身をくねらせる。

「水の守護神か……！」

　シンマは驚きよう愕がくした。以前見たレイラのものより遙はるかに巨大で、かつ凶きよう暴ぼうに見える。

　水龍はその口こう腔こうを開け、怒いかりに猛たけり狂くるうように何度も鳴いた。すると、その周囲に一ひと抱かかえもあるような氷の矢が無数に出来上がる。

「――行きなさい！」

　エルスタインが指示を与あたえた。次の瞬間、空を埋うめ尽つくすようなそれと共に、水龍がこちらへ来らい襲しゆうする。

「わたくしは……！」

　ミンクが両手で杖を掴つかみ、天へと捧げるように掲かかげた。

「わたくしは救えぬ人を運命だと諦あきらめるより、惨みじめでもそれを助けるため、全力で抗あらがうことを選びます！」

　光が瞬またたく。現れたのは美しい女神だった。澄んだ水面のように穏おだやかなその顔は、しかし、見る者を無意識にその地へ平へい伏ふくさせるかのような威い厳げんをも兼かね備そなえている。

　女神が手を差し伸のべた。水龍と氷の矢を諸もろ共とも、全て受け止める。

　鼓こ膜まくを打ち破るかのような轟ごう音おんが鳴なり響いた。龍は何度も女神に激げき突とつし、その度に氷の矢もまた同じくして攻撃を仕し掛かけてくる。

「くぅ……っ！」

　かつてのレイラの攻撃さえ凌しのぎ切ったミンクの【澄み渡る水の女神フイン・ヴオアン】。しかしコピーと言えど、かつての【エターナル】の創始者が相手では分が悪かった。しかも、

「ちんたらやってんじゃねえ！　喰くらええええええっ！」

　キアラがその両手を振るうと、土塊が幾いくつも浮かび上がり、放たれる。一人でも厄やつ介かいな上、そこへきて新たな資格者の力が上乗せされるという状況にミンクが焦あせりの表情を作る。

「だ、ダメ……このままじゃ……！」

　女神の体やその顔にヒビが入り始めていた。限界に近いのかもしれない。やがて、

「……っ……うぁっ！」

　鋭するどい音と共に、女神の体が砕くだけ散ちった。ミンクが反動で後方へと跳とぶ。ノンエとレイがそれを受け止めた。

「ミンク！」

「心配するのは後よ、シンマ！」

　アリスが疾しつ走そうする。ミンクとの攻こう防ぼうで同じように力がつきたのか、エルスタインの水龍は消きえ失うせていた。アリスはキアラがぶつけてくる岩の群れをその得物で薙なぎ払いながら、ただ前に進もうと躍やつ起きになる。

「いっけえええっ！」

　腰こしだめに構えた刃を、キアラの前で振るった。

「――ハアッ！」

　だが鈍にぶい金属音と共にそれは遮さえぎられる。紅幻狼フオンシイ・レアンだ。彼女は長い棒のような武器――昆と呼ばれるそれで、アリスの斧による斬撃を防御する。

「中々の腕だ。しかし動きに隙すきが多い！」

　言うが早く、紅は振り回した昆でアリスに打だ撃げきを加えていった。初めこそそれらを弾はじいていたものの、アリスは少しずつこちらへと後退して来る。

「そこ！」

　紅の下段から掬すくい上げるような一いち撃げき。アリスの斧が中空へと跳はね、彼女の胴どうが隙だらけになった。そこへまともに昆を突き入れられ、アリスはくぐもった声を出す。続いて棒先がその顎あごを強打した。脳のう震しん盪とうを起こしたのだろう。彼女の体がふらつき始める。

　紅の声が迸ほとばしった。同時に、昆による無数の刺突が繰くり出される。残像さえ刻むそれに反応することが出来ず、アリスは全すべてをまともに受けてしまう。

「アリス様！」

　メアリがナイフを投げた。紅がわずかに体を反らした隙に走ると、仰あお向むけに倒れそうになったアリスの体を抱だきかかえる。

「アリス。――交代です」

　シンマの傍を通とおり抜け、コトハが刀を振り被かぶった。

「行きますよ、姫ひめ神がみ！」

　宣言した直後、コトハの体が掻かき消えた。彼女の持つアーティファクト、魔ま劔けん【姫ひめ神がみ】を使った超ちよう高こう速そく移動だ。常人であればまずその動きを視し認にんすることは出来ない。

　突とつ如じよとして紅の頭上へ現れたコトハが、その刀を振り払った。

「……ふん」

　しかし、彼女はその攻撃を得物で容易に受け止める。

「――止まって見えるぞ」

　転てん瞬しゆん。わずかにその場から退いた彼女は、着地したコトハに向けて上段から得物を振り下おろした。そのまま防御する彼女へ、紅は次々と攻撃を繰り出していく。その動きには一いつ切さいの無む駄だがなかった。隙すら見つからないのか、コトハは直ちよく撃げきを喰らわぬようかわすので精一杯になっている。

「やれやれ。少しはやるようになったかと思えば」

　呆あきれたように言って、メアリはアリスをシンマへと預けると走っていった。

「やはりまだまだ、鍛きたえが足りないようで御座いますね」

　跳ちよう躍やく。メアリの小さな体が空を舞い、紅の背後に降り立った彼女は、その身を翻ひるがえした。いつのまにか手にもったナイフを振るう。

「ほぅ……！」

　振り返り様、紅は得物で彼女のナイフを弾いた。だが恐るべき速さで腕を引ひき戻もどしたメアリが次々と追つい撃げきを加えていく。ほぼ隙のないその動きにさすがの紅も目を見張った。

「それじゃ、わたし達も行きますか！」

「ああ。シンマ、アリスを頼たのんだぞ！」

　レイとノンエが参戦する。彼かの女じよ達たちは分かれるとそれぞれ、紅の左右に立った。彼女の前後にはメアリとコトハが居る。

「四し面めん楚そ歌かか。面白い……！」

　窮きゆう地ちにも拘わらずその口を鋭く吊つり上げた紅は得物を放ほうり投なげた。同時に彼女へと襲おそい掛かかる四人を相手に、その腕をクロスする。その身から炎が噴ふき出した。

　思わずといった感じでコトハ達がたじろぐと、紅はその場で旋せん回かいする。火が掻き消え、代わりにその両手には幅はば広ひろの刃を持つ剣けんが握にぎられていた。それは俗ぞくに青せい龍りゆう刀と呼ばれる中国の武器に酷こく似じしている。

　メアリが上空から、コトハが下方から、レイとノンエが左右の死角からそれぞれ攻撃を仕掛けた。

　だがまずメアリのナイフを右手で流し、次に紅はコトハの刃を左手の刀で受けた。同時にその爪つま先さきがレイのナイフを跳ね上げ、次にその身をねじってノンエの銃じゆう弾だんをかわす。

　それからもそれぞれが独自の意志によって攻撃を打ち放っていったが、そのいずれもが紅には当たらない。寸瞬の間もないにも拘わらず、まるで決められた順序を辿たどるようにして彼女はそれら全ての猛もう攻こうを全て捌さばいていった。

「邪じや魔まだ！」

　青龍刀を地に突き刺さすと、紅は左右に両りよう腕うでを伸ばす。その手が炎を纏い、蛇へびのような細い影が飛び出した。縄なわの先に槍やりの穂ほ先さきを思わせるような金属製の武器が繋つながれている。ジョウヒョウと呼ばれる暗器の一つだ。

　それらはまるで紅の意に従うように、レイとノンエの体を縛り上げる。そして彼女達が動どう揺ようする暇さえなく、

「消えろ！」

　紅がその手へ新たに握った二丁の銃が吼えた。身動きの出来ないレイとノンエの眉み間けんに銃弾が迫る。

「全く、世話をかけさせる！」

「下がっていて下さい！」

　だが、その前にコトハとメアリ、それぞれに押されてレイとノンエはその場を転がった。

　コトハが刀を納刀し、大きく一歩踏ふみ出した。

「御み守かみ流秘奥おう義ぎ――颶風・鎌威絶ッ！」

　神風が地を舐なめる。不可視の刃が真っ向から引き裂き、紅の体が血飛沫を上げた。

「ぬぅ……っ！」

　しかも風の力で無造作に跳ね飛ばされた彼女を待っていたのは、メアリの鉄槌だ。

　彼女のスカートが舞いあがり、滑なめらかな肌を持つ太ももに備え付けられていたホルスターが垣間見えた。

　メアリは抜きとった銃の底で自分の下へ到とう達たつした紅の頭蓋を叩たたき、更に蹴り上げると彼女の体を空中へと浮かせる。更に追い討ちをかけるように、メアリの構えた銃がマズルフラッシュを煌めかせた。

　両肩かた、両手、両脚、両踵かかと、それぞれが正確に撃ち貫かれる。もんどり打って仰向けに倒れた紅の体は、動かなかった。メアリは更にその額に銃口を向ける。

　だが、その直後、彼女はその場から下がった。コトハもまたシンマの下へと戻る。

　刹せつ那な、先ほどまで彼女達が居た場所に氷の矢と土塊が流れ落ちた。

「……嘗めた真ま似ねしてくれやがって」

　キアラが吐き捨てるように言った。彼女とエルスタインはこちらに手を向けたまま、歩き始める。

　エルスタインがしゃがみこみ、紅の体に手を当てた。白い光が彼女の体を覆おおう。再生の力で治ちり療ようをしているのだろう。

「……全然効いてる気配がないな」

　シンマは冷や汗あせを掻かいた。既すでにこちらはミンクが荒く息をついて跪いており、アリスも治療をしてどうにか復帰しているがまだ全快とは言えない。

「使徒対決はこっちの勝ちといったところかな？」

　ルナが笑みを浮うかべながらこちらに近付いてきた。

「どうだい、シンマくん。そろそろ資格者同士で決着をつけるというのは」

「……一対一で勝負ってことか？」

「そうだね……それも悪くない。キアラ、エルスタイン、手を出ださないようにね」

　命じると、エルスタインは頷いた。キアラもまた不服そうにしながらも、了りよう承しようする。

「それじゃ……行こうか」

「――ああ！」

　シンマは右手を、ルナは左手をほぼ同時に差し出した。

「水よ！」

「炎よ！」

　ルナは滝のごとき勢いを持つ水流を、シンマはマグマのごとき高熱の焔ほのおを。

「おおおおおおおおおおおおおおっ！」

　それぞれ放ち、激突させる。

「あああああああああああああっ！」

　拮きつ抗こうする力が猛もう烈れつな水蒸気を生んだ。そのぶつかり合いが消えた瞬間、シンマは両手を合わせる。

「炎よ、風と共に！」

　風は円となり円は渦うずとなり、燃え盛る炎を宿してその身を竜たつ巻まきと化す。

「土よ、水と化し！」

　シンマの放った攻撃が唸うなりを上げてルナへと走る。だがその前に彼女は両手を広げた。

「――その身を雄々しく立ち上がらせよ！」

　土が盛り上がる。粘着性のあるそれは瞬またたく間まにルナを守るようにして屹立した。腕うでが生え、足が伸び、顔が出来る。まるで泥で作り上げた巨人だ。

　炎の竜巻を真っ向から受け止めて、巨人が雄叫びを上げた。そのまま抱きかかえるようにして、押し潰つぶしてしまう。

「なっ！――これでどうだ！」

　シンマは驚愕の後、手を振るった。中空に小さな水滴が浮かび、それらは次々と集結し一つの形を作った。鮮あざやかな色を持つ魚のような生き物が生まれる。水の力で作り上げた守護神だ。鋭い声で鳴くと、次々と氷の矢が出来上がる。

　シンマが指差す方向、ルナへとそれは殺到した。土人形が砕け散る。

「火よ、壁となれ！」

　彼女は炎による障壁を作りだし、シンマの攻撃を無効化する。次いでこちらへその掌を広げて、

「お返しだ！　風よ！」

　衝しよう撃げき波はが空間を薙ぐ。シンマは同じ属性で相そう殺さいしようとしたが、

「光よ……！　貫つらぬけ！」

　それよりも早く、ルナはその手に宿った雷を放っていた。シンマの肩に激痛が走る。

「あ……ぐぅ！」

　刹那にしてこちらの体を抉った攻撃により、シンマは己おのれの体勢が崩れるのを感じた。そこへ殺しきれない衝撃波が幾度も襲ってくる。

「シンマ様！」

　コトハに支えられ、どうにか無様に倒れることは避さけられた。しかし、切り裂かれた時に出来た傷が熱を持ち、それがじくじくと意識を奪い始める。

「さあ……終わりにしよう、シンマくん！」

　ルナが手を上げると、そこへ光の球が出来上がった。周囲で電撃が舞っているところを見ると、恐おそらくあれも光属性によって作ったものなのだろう。

「残念だよ……キミならいい仲間になれると思ったのに」

　彼女が投擲すると、光球はシンマ達の前で止まった。

「……なんだ、これは」

　顔をしかめながら、正体不明の物体に警けい戒かいするシンマ。

「教えてあげよう。それは【雷光】が持つもう一つの力だ」

　そこへルナが微笑みかける。

「その光は、周囲数メートルに存在する『あるもの』を引き寄せる性質をもっていてね。なんだと思う？」

「……おい、まさか」

　シンマの脳のう裏りを、ある考えが過る。わざわざルナがこの工事現場を交こう渉しようの場に選んだ理由が分かったのだ。

「みんな……！　ここから逃げろ！」

　シンマは、周囲の者に呼びかけた。

「さすがシンマくん！　どうやら分かったようだね。だけど、もう遅い……！」

　嬉うれしそうに、そう話すルナ。彼女はその両手を、指揮者のように掲げた。

　シンマの視界で、浮かび上がっていく『それら』。

　釘や金槌、ドリル、スコップ。積み上がった鉄骨や作業機械に、プレハブ小屋まで。

　四方の視界が全て金属で埋まり、それらは獲物を狙ねらう獣のごとくこちらへと狙いを定めてくる。

　――次の瞬間、その全てが凄すさまじい勢いで突っ込んできた。

「なっ……っ！　ちょ、ちょっと!?　反則じゃないの！」

　アリスが慌てる。シンマは重力操作で跳ね除けようとしたが、まるで効果がない。

「無駄だよシンマくん！　それは何があろうとも、その球目掛けて向かってくるんだ！」

　ルナの台詞にシンマは歯噛みした。逃げ場所はもうない。だが火の再生の力で壁を作るにも範はん囲いが広すぎる。相手はあらゆる角度から襲ってくるのだ。ミンクの【澄み渡る水の女神フイン・ヴオアン】でさえ同じことだった。

「ま、負けるか！」

　それでも、シンマは最後まで足掻こうと力を発動しようとした。

「こ、こんなところで終わるなんて、嫌いやです！」

　ミンクが杖を握る。メアリやレイ、ノンエがアリスを庇うように立った。コトハが刀を構え、一つでも多く断ち切ろうとその目を鋭く尖とがらせる。

　だが無情にも、殺意の塊と化した鋼達たちはシンマ達を押し潰すようにして迫ってきた。

　そして。

「――目覚めろ、【天啓火烏カウ・ジン】！」

　鋭い声が飛んだ。ルナのすぐ傍で爆ばく発はつが起こる。

「ぐッ！」

　完全に油断していたのだろう。もろに衝撃を受けた彼かの女じよは無造作に転がった。同時に、集中が途と切ぎれたせいか光球が掻き消える。それと共に鉄骨等は動きを止め、その場に落下した。

「どこからだ……!?」

　キアラが誰すい何かの声を上げた。

「情けないぞ、シンマ」

　聞き覚えのあるその声音にシンマは振り向むく。

　吹ふいた風に、マントがなびいた。脂っ気の少ない髪を二つに分け、幼い顔つきには不敵な笑みが浮かんでいる。

「無がいなければ、今頃ごろ、死んでいたところだ！」

　腕に嵌はめたアーティファクトが、赤色を輝かがやかせた。

　シンマは思わず口元を緩ませる。見間違ちがえるはずもない。

　――無幻狼が、そこにいた。

「ようやく現れたか。我わが継承者よ」

　治療を終えた紅幻狼がゆらりと立ち上がる。無はシンマの下までやってくると、彼女と向き直った。

「お初にお目にかかります、ご先祖様。まさかこのような形でお会いできるとは思っていませんでしたが」

「それは私とて同じこと。奇異なこともあるものだ」

　片口を上げて紅は言った。無は無表情でそれに応こたえ、ただそこに佇む。

「……紅様。お訊ききしたいことがあります」

　しばらくしてからだった。彼女はそう、口を開く。

「なんだ？　戦いの最中ではあるが、折角だ。なんでも答えてやろう」

「では、一つだけ。――日か鎖ざり心しん真まは、世界にとっての害悪ですか？」

　意外な質問にシンマは思わず、無の方を見た。紅は眉をひそめる。

「……その答えを聞いて如何する？」

「ただ、知りたいのです。紅様。あなたは世にとっての悪を断じてきました。そして無は、過ぎた力を持つシンマのような資格者こそが、世界を歪んだ道へと導く者だと教わりました。ですが紅様は今、ルナの配下となって動いています。その真意とは、なんでしょうか」

「なるほど。私の行動が矛盾していると言いたいのだな。では教えよう」

　広げた掌に拳こぶしを打ち付け、紅はその目を細める。

「世界は調和こそが是ぜである。それは今とて私の中で変わらぬ。……しかしルナがこの世を掌握したその時、全てはある考えの下に統一される。もはや、善にも悪にも傾かぬ」

「……つまり、ルナが居れば幻狼一族が働く必要もない、と仰るのですか」

「そう。それこそが我が悲願。陰と陽は均等に交わり、本来ならありえぬはずの一つの色となる」

「……よく分かりました。ありがとうございます」

　無は頭を下げる。そして、こちらへと振り向いた。

「と、いうわけだ、シンマ。すまないな」

「……無？　お前、もしかして」

　その言葉が意味するところを察し、シンマは不安になる。

「ああ、そうだ。無はこれより、真の害悪を排はい除じよする」

　マントを翻した無の手には、彼女が良く使う武器、ヒョウが握られていた。

「……そうか。お前は、そう選せん択たくしたのか」

　悔くやしさと無念さに、シンマは息をついた。可能性があることは、分かっていた。それでも希望を抱いたのは、これまで自分が無と過ごした時間に、意味があると思っていたからだ。必ず違う道があると、そう信じて。だが、そうではなかった。だから、

「無は残念だ、シンマ」

　シンマは、無の言葉に、拳を握りしめる。

「――崇敬していたご先祖様が、あのようなクズであるとはな」

　しかし、思っていたものとは違う台詞せりふが告げられて、目を見開いた。

「その命、貰い受ける！」

　無は振り返かえり様、ヒョウを投擲する。驚おどろく紅はそれでも咄とつ嗟さに反応し、手にもった青龍刀でそれを防いだ。

　その直後、マントがたなびく。彼女の体が回転したのだ。

　現れた無数の爆薬が、ルナの周囲で炸さく裂れつした。炎の膜が盛り上がり、周囲に激しい音をまき散らせる。

「……なんのつもりだ！」

　紅が叫ぶ。その時、ルナが放ったのだろう、風が吹いて爆炎が晴れた。エルスタインの張った防御壁で、無の攻撃は無効化されている。

「紅様、幻狼のサダメとは即ち、この世に光と闇やみ、その双そう方ほうを上手く共存させることであったはずです」

　無が答える。それに対して、紅は彼女を睨にらみつけた。

「それがどうした。だから私が今、説明しただろう」

「まだお分かりになりませんか。つまりこの世界は、陰陽が二つ存在していることでバランスがとれているのですよ」

　無が足を踏み出すと、その頭上に炎が生まれる。そこより取り出した槍を手に、彼女はその凛々しい顔で告げた。

「それを一つにしようなどというのは、過ぎた行い、驕った考えです。そのようなことを為さるというのなら、無はあなたに敵対します」

「愚かな……理想が体現しようというのだぞ！」

「ならばその世界に、自由はあるのですか!?」

　無が吼え、彼女はその矛先を紅へと突つき付つける。

「あらゆる考えが混沌と存在し、その中で突出した者が他を圧倒しようとしたその時、幻狼の生き様は意味を為すのです！　あなたの為されていることは、ただ無む理り矢や理りに他を自らの色で塗り潰してしまっていることでしかない！」

「貴様……！」

　紅が炎を呼び出し、手を差し入れた。中から先ほどまで使っていた昆を取り出す。

「我が考えに異を唱えるか！」

「疑問を覚えれば追及致いたします！　全ては予め決まっていることではなく、自らで決めることなのです！」

　無は走る。旋回させた槍を、紅に向かって突き入れた。

「無はそれを、シンマに教わりました！」

「愚か者が！」

　正面から刃やいばを弾はじき、紅の体が風の乱れを起こす。無の背後に回りこんだ彼女は、大上段からその先端を叩き込んだ。

「風よ！　捕らえろ！」

　シンマは掌てのひらを向ける。紅の体が風の膜に包まれた。腕を振ふるうと、彼女は無造作に吹き飛ぶ。

「ぐっ……おのれ……！」

　素早く体勢を整えた紅が、ルナの傍そばへと駆け寄る。

「シンマ、無は決めたぞ」

　こちらに戻ってきた無はシンマに向かって手を差し出した。

「お前の力をくれ。使徒になってやる！」

「え……い、いいのか？　無？」

　彼女はこちらを見上げ、にやりと笑う。

「言っただろう、シンマ。お前は無が監かん視ししているんだ。誰にも渡さない。たとえその相手が、ご先祖様でもな。だからここは勝つために、お前に協力してやる。ありがたく思え！」

　その、素す直なおではない言い方に、シンマも思わず笑い返してしまった。

「……そうか、分かった。頼むぞ、無」

　無の手を握り、良かれと思って言う。

「火でいいよな。第二使徒になるけど、無はそっちの方が得意だろうから」

「なにを言う！　どうして無がアリスなんかの次なのだ！　納なつ得とくいかん！　土にしろ！」

　だが彼女は頬ほおを膨ふくらませ、こちらに抗こう議ぎしてきた。

「そりゃどういう意味よ！　状じよう況きようだけに流すけど、あんた、後で覚えときなさいよ!?」

　アリスが怒るのに、無はそっぽを向いて聞こえない振りをする。

「……しょうがないな。分かった。それじゃ、いくぞ」
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　集中したシンマは、自らの体を光が覆い、それが彼女へと伝わっていくのを見た。無の手の甲に、【土】を表す紋もん章しようが浮かぶ。

「ふん。それでいい。……後な、シンマ」

　少し照れくさそうに、無は言った。

「絶対に、生きて帰るぞ。今日も奈々と一いつ緒しよに、お前の晩ばん御ご飯はんを食べるんだ」

「……ああ、そうだな」

　シンマは無の頭を撫なでると、その場に居る全員に声をかける。

「よし、これで皆みな揃った！　やろう！　きっと大だい丈じよう夫ぶだ！」

　コトハ、アリス、ミンク。それにレイとノンエ、メアリに、無。

　資格者になってから今まで出会ってきた人達が、揃って頷うなずいた。

「感動的な光景だ。涙なみだが出そうだよ、シンマくん」

　ルナが紅を押しのけて前に出る。

「だけど、残念ながら友情だけで勝てるような、日本のコミックみたいな展開は起こらないよ」

　ポケットに手を入れながら、彼女は歪んだ笑みを浮かべた。

　エルスタインが、キアラが、紅がその手を掲げる。

　空中に水龍と、巨きよ大だいな岩石の数々、そして紅の左右に幾つもの大砲が並んだ。

「唸れ……雷らい神じん槍そう！」

　その手に長大な槍を思わせるような雷かみなりのエネルギーを浮かべ、ルナが言った。

「さあ――総攻こう撃げきだ！」

　一いつ斉せいに、全てがこちらに向かって牙きばを剥く。

　空を埋め尽くすような破は壊かいの群れが、シンマ達へと押し迫せまってきた。

　ミンクが再び壁かべを作り上げ、いくつかを防ぐ。だがその限界をあっさりと超こえた攻撃は粉々に彼女の力を打ち砕き、尚なおも進軍を止めなかった。

　アリスが斧おのを振るい、炎ほのおの鳥を生み出す。それは水龍と真っ向からぶつかり合い、互たがいに相手を喰らいながら暴れ回る。

　コトハが刀を振るった。暴風が巻き起こり氷の矢を裂き、岩を両断する。

　その合間を縫うようにして轟音を響かせ大砲が撃ち放たれた。だが、それらを無が【土】の重力操作で無効化し、メアリが、レイとノンエが息つく暇ひまもなく捌いていく。同時に彼女達は紅へと猛攻を仕掛けた。

　ルナが雷の槍を放ち、シンマが炎より生み出した鉄の壁でそれを受ける。彼女は火の球を、水の柱を、土の塊かたまりを、風の刃を立て続けに放ってきた。シンマはその一つ一つへ冷静に対処し、どうにか対たい抗こうしていく。更さらに同じ手を使い、逆にルナを攻せめ立てた。

（よし……いける。力は五分と五分だ！　後は、どっちの気力が続くかの問題だ）

　だが、それには自信があった。自分にしろ他の皆にしろ、諦めの悪さは折り紙つきだ。このままいけば、きっと大だい丈じよう夫ぶ。シンマはそう思った。

　……だが。

「シンマくん、もしかしてキミ、やりようによってはこっちに勝てる、なんて思ってないかい？」

　こちらの気持ちを見透かしたように、ルナはそう尋たずねてくる。

「……どういうことだ」

「ボク相手に無駄な夢を持たない方が賢明だ、ということさ。……まあ、いずれ分かるよ」

　彼女は、含みのある言い方をして、笑みを浮かべる。

　その言葉の真意が分かったのは、しばらく経たってからのことだった。

　最初こそ、シンマ達とルナの戦いは拮抗しているように思えた。

　だがやがて、徐じよ々じよに、徐々にではあるがその差が開いていく。

　アーティファクトを連続して行使する際に生じる体力低下が、如実に表れ始めたのだ。ミンクが作り上げる壁は次し第だいに耐久力をなくしていき、アリスの産んだ炎の鳥もその大きさが縮んでいく。コトハは息切れし、刀を振るうその手にも先ほどまでの勢いはない。メアリはともかくレイやノンエ、無もまた押おされ始めていた。

　だがルナ達に至っては、少しもその気配がない。キアラやエルスタイン、紅は先ほどとまるで変わらぬ顔色で技わざを出し続けていた。

「どういう……ことだ……！」

　ちょうど、ルナとの何度目かのぶつかり合いを終えたところでシンマは苦しげに息をついた。こちらもまた、そろそろ限界に近い。

　しかしルナは、まだ余裕そうな笑みを浮かべていた。

「簡単だよ。シンマくん、ボクとキミとじゃそもそものポテンシャルが違うんだ」

　彼女は勝かち誇ほこるようにそう言ってくる。

「キミは資格者の力を出来るだけ使わないようにしていた。だけどボクは望んで使い続けてきた。その差だよ。はっきり言って、今のボクはキミが思うより遙かに強い」

「……キアラやエルスタインもそうだっていうのか？」

「いや、それはまた別の問題だ。彼女達は独立した意志をもっているけど、あくまでもボクが力を使って生み出した存在に過ぎない。だから、ボクが居る限りは無限に近く力を使うことが出来るんだ」

「そ、そんなの、卑ひ怯きようですよ……」

　杖つえを支えにどうにか立っている状態のミンクが、喘ぐように呟つぶやいた。

「やってることが、無茶苦茶だわ。どうしろっていうのよ……！」

　斧を大地に突き立て、アリスが顔をしかめる。

「……だらしがないですよ、二人とも」

　コトハが短く吐息し、刀を正眼に構えた。

「他に方法がないのであれば真っ向から挑いどむしかありません。ルナが三人のエネルギー源であれば、彼女を集中攻撃するのです」

「ふん、そうか。確かにそうだな」

　無がヒョウを自らの顔の前へともってくる。

「……そう上手くいけばいいですけどね」

　ノンエが額を流れる血を拭い、銃じゆうのカートリッジを入れ替えた。

「まあ……少し、難しそうではあるな」

　レイがナイフを握り直せば、メアリが微笑ほほえむ。

「なに、百回挑んでダメなら、百一回挑めばいい話で御ご座ざいますよ」

　その通りかもしれない。だが、それは彼女だから言える話だった。シンマは苦く笑しようする。

「いいね、まだ闘争心は萎えていないようだ。それじゃあ、再開といこう」

　ルナがこちらを、指差した。

「――潰せ！」

　またも、あらゆる属性の攻撃が雨霰のようにこちらへと降り注いでくる。

「勘かん弁べんしてくれよ……！」

　シンマはその手に力を発動させた。アリスが何度目かの突貫を果たし、コトハと無がそれに続く。メアリとノンエが銃を発砲し、レイがその後、即座に動いた。

「……負けませんよ、わたくしは！」

　自分を奮い立たせるようにそう言って、ミンクがボロボロの状態で尚、杖を掲かかげる。

「ここで倒れたら、シンマくんを託されたお姉ちゃんに、顔向けできません！」

　杖の先せん端たんにある宝玉が光を放った。

「――お願い、【澄み渡る水の女神フイン・ヴオアン】！」

　女神が現れ、その手を向けた。作り上げられた壁にルナ達の攻撃が当たり、衝しよう撃げきをまき散らす。

　だが次の瞬しゆん間かん、鋭い悲鳴のような音が響ひびき渡った。

　壁がガラスのように、砕け散ったのだ。最も早はや、ルナ達の攻撃を全て受け止めるのには限界がきていたのだろう。

「そんな……！」

　ミンクが瞠どう目もくする。大半の力を殺しきることが出来ず、残りがこちらの方へと向かってきた。シンマは防ぼう御ぎよしようとするが、間に合うかはギリギリのところだ。それでもやるしかない。シンマは新たに技を出そうと叫さけんだ。

「土よ……！」

「大海の王は――その槍を放つ！」

　その時だった。どこからともなく声が聞こえ、シンマ達の頭上を怒涛の水流が通り過ぎる。それらはルナ達の攻撃を正面から押さえつけ、更に弾き飛ばした。

「……これは!?」

　見間違えるはずもない。これは彼女の持つアーティファクトの攻撃だ。

　シンマは後ろを向いた。

「……よく言いましたね、ミンク。それでこそわたしの妹です」

　金色の髪かみをなびかせ、彼女はその不可思議な形をした銃を手の中で回転させる。

「お……お姉ちゃん!?」

　ミンクが驚きのあまり、声を上ずらせた。眼鏡のツルを押し上げて、彼女――ミンクの姉、レイラ＝フィナーレはこちらへと歩み寄ってくる。

「久方ぶりです。元気にしていましたか？」

「ど、どうしてここにレイラさんが……？」

　シンマが尋ねると、彼女はわずかに笑みを浮かべて、銃口をルナ達の方へと向ける。

「レベルⅡ――【大海の王が、その剣を薙ぎ払う】！」

　レイラの水の力を持つアーティファクト【深テフラト・きマ蒼グなメるル者ド】が、細く長い水柱を生み出した。それを振り払うと、地面に深い溝が刻まれる。ルナ達は慌あわてたように後退した。

「決まっています。【エターナル】の大救導者様より使命を預かって参上したのです」

「大救導者様が!?　な、なんと仰ったのです!?　教えて下さい！」

　ミンクが、レイラを問い詰める。

「落ち着きなさい、ミンク＝フィナーレ教団員。それはこれからお伝えします」

「へぇ、キミが【エターナル】を代表して来たということは、ボクの要求は呑のんでもらえたのかな？」

「……要求？」

　ルナの言葉にシンマが首を傾かしげると、レイラはこちらを見た。

「少し前、ルナ＝ルーヴェンスから【エターナル】へと映像でメッセージが届いたのです。そこには、自らが世界を手にする資格者であり、その意に従うべしという内容が映されていました」

「え……それじゃあ、お姉ちゃん？」

　ミンクが顔を曇くもらせる。その台詞を聞くと、エターナルはルナに協力するため、日本までやってきたように思えた。

「ルナ＝ルーヴェンス。【エターナル】はあなたに対し、一つの答えを提示致します」

　銃口を下げると、レイラははっきりとその言葉を口にする。

「――あなたの要求に、従うことは出来ません。今すぐ日鎖心真に対し全面的に降伏して下さい。さもなくば、【エターナル】の全すべてがその時点をもって敵となります」

「なんだって……？」

　ルナが怪け訝げんな顔をした。意外な展開にシンマ達もまたざわめく。

「どういうことだ。【エターナル】はボクではなく、この、キミ達にとってなんの益にもならないようなシンマ君の側につくというのかい？」

「そうです」

「なぜだ。ボクに協力すれば、世界はキミ達の手で浄化される。思いのままになるんだよ」

「理由は二つ。一つはあなたが【夜明けの星々ロート・グランツ】ともコンタクトをとっていたことです。彼かれらとわたし達は決して相容れぬ存在。こちらとあちらを天秤にかけるような真似をするあなたを信用することは出来ません」

　ルナが口を噤つぐんだ。事実だったのだろう。だが次に彼女は、不思議そうな顔をした。

「なぜそれを、エターナル側が知っている……？」

「それは後に説明します。そして最後の一つ。これが最も重要です」

　レイラは、その視線をルナからシンマへと移してきた。

「大救導者様はルナ、あなたに従うかどうかの最終判断を、わたしに自分で決めるように言いつけました。ただし、その際につけられた条件が、ただ一つ」

　再び、彼女はその目を前方へと向ける。

「――正しい者の味方をせよ、と」

「正しい者……？」

　理解不能といった体で、ルナが眉間に皺しわを寄せた。

「世界にとって正しい行いをする者に協力せよ。それがわたし達【再生】を司つかさどるエターナルが遵守すべきただ一つの考えです」

「どういうことだい？　少なくとも、今この場において正しい者というのなら、それはボクのことだ。シンマくんがなにをした？　彼は自分の生き方だけにこだわり、世界を変えると言うボクの想おもいを拒こばんだ。ボクと彼を比べたら、誰だって――」

「確かに、日鎖心真は世界になんの影響も与えない」

　レイラはルナを泰然として見み据すえる。

「しかし、彼は大きな力があっても、決してそれを自分の私利私欲のために使おうとはしなかった。誰かが悲しみ、それが間ま違ちがっていると思った時にだけ、その意志で抗ってきた」

　彼女はなんの迷いもなく、言い放った。

「欲望に惑まどわされず、迷える人々が救いの手を差し伸べてきた時にだけ、その強大な力を使うことが出来る。その心の強さこそが――世界に必要な【資格】です」

「……ボクが、自らの力に溺れた薄うす汚ぎたない人間だというのかい？」

「残念ながら、そうです。あえて個人的な感情で物を述べるのだとすれば」

　そこで、レイラは眼鏡を取り外す。

「わたし、あんたみたいな考え、大嫌きらいなのよ」

　銃把を握にぎるその手に力を込める。

「理り不ふ尽じんな世界に復ふく讐しゆうする？　全てを変える？　とんだお笑い種ね。そんなことをしても、あなたの行動が新しい理不尽を生むだけよ。おこがましいのもいい加減にしなさい」

　ルナはレイラからぶつけられた言葉の数々に、虚を衝かれたような顔をしていた。

　だがやがて、憎々しげな表情になると、苛立たしげに吐き捨てる。

「……気に入らないね」

　彼女は、その青い目でシンマに強い眼まな差ざしを向けてきた。

「揃いも揃ってシンマ君、シンマ君、シンマ君だ。彼がそんなにいいのか？　平凡で、取り得もない、なんの大志も抱かないようなこんな男が！」

「……ああ、いいね」

　また別の声が生じる。そちらの方へ、その場に居た全員の視線が集まった。

「小便くさいガキがナマほざいてるより、よっぽど好感が持てる」

「ま、考えなんて人それぞれだろうけどさ。あたしも、ジルイードに賛成だねえ」

　逆立った赤い髪の男に、幼さにどこか老獪さを滲ませたような不可思議な雰ふん囲い気きを持つ女性。二人がそれぞれ、その姿を見せる。

「お、お父様……!?」

「……叉し道どう様」

　アリスとコトハが、それぞれ驚いたように呟いた。

　ジルイード＝フィア＝ナンシェ。そして、叉道呉くれ葉は。片や大会社【アルタイル】の社長であり、同時に秘密結社【夜明けの星々ロート・グランツ】の現党首。片や御守家の流れを汲む『叉道流』の使い手であり、その類たぐい稀なる才能から【天剣の使い手】と称された剣士である。

「よぉ、アリス！　元気にしてたか、おい！」

　ジルイードはアリスの頭を軽く叩たたいて、自らの懐ふところに抱きいれた。

「わぶっ！　え、ええ、大丈夫よ。だけど……どうしたの？」

「ふん、そこのガキがふざけたメッセージを俺おれのところへ送ってきたからな。てめえなんぞに従うつもりは欠片もねえと、居場所を調べてわざわざ言いに来てやったんだよ」

「……叉道様も同じですか？」

　尋ねたコトハに呉葉は自らの刀を指差した。

「あたしはこいつが妙みように震ふるえるもんでね。コトハの身になにかあったのかとリュウガっちに尋ねて、そこから政府のツテを辿たどってもらったんだよ。まあ、そう簡単な話でもなかったから、話を聞けるまでちぃと時間がかかっちゃったけどねぇ」

「わたしがさっき、うちと【夜明けの星々ロート・グランツ】両方に声をかけているって知ったのは、ジルイードさんと会ったからなのよ」

「そ、そういうことだったんですか……。それにしても【エターナル】の幹部と【夜明けの星々ロート・グランツ】のトップがこんな風に会う日がくるなんて」

　ミンクがなにやら感動したかのように呟く。
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「まあ、水と油みたいなもんだが、今は特別だ。さすがにあいつを放置しておくわけにもいかないんでな」

　ジルイードがルナを睨みつけた。

「そうね。このままだとろくなことにもならないし。それに、シンマ君をあんな奴やつに渡すわけにもいかないでしょ」

　レイラが手にもった銃で狙いをつける。

「……可愛い姪っ子が惚れた男のためだ。面めん倒どうだけど、ひと肌脱ぐとしようかねえ」

　最後に、呉葉が自らの刀【緋ひの神かみ】をゆっくりと抜ぬき払はらった。

「あ……ありがとうございます！　オレなんかのために！」

　頭を下げたシンマへ、三人は三人とも、微苦笑する。

「相変わらず、腰こしの低い奴だな。もっと堂々としてろや」

「そうよ。後、オレなんか、も禁止。どうでもいい人のために遠い日本までわざわざやって来ないでしょう？」

　ジルイードとレイラがそれぞれ口にした言葉に、呉葉は頷いた。

「ま――そういうことだ。少年、君は不思議と、放っておけない子なんだよ」

　ルナが、ため息をつく。

「……まったく。次から次へとよく出るねえ。しかも揃いも揃ってボクに逆らうときた。同じ資格者なのに、この違いはなんなのかな」

　彼女は疲れたように首を回し、投げやりに言った。

「いいや、もう。――全員、必要ないから消えてくれ」

　エルスタインが、キアラが、紅が指示に従って動く。それぞれの呼び声に応えた現象が起こり、世界を震しん撼かんさせた。

「オラアアアアアアアアアアアアアアアッ！」

　キアラが叫ぶと、巨大石群が押し寄せてくる。

「しゃらくせえ！　ゾンビはとっとと墓場に帰りやがれ！」

　ジルイードが咆ほう哮こうした。指輪を嵌めたその拳を、地面に叩きつける。

「頭がたけぇええええええええええっ！」

　掌握領域が展開され、重力が下方向に増大する。キアラの放った岩はその全てが叩き落とされた。彼の使うアーティファクト【王の領域ウラヌス】の力だろう。

「いけ、アリス！」

「分かったわ、お父様！　レイ、ノンエ、メアリ！」

『――委細承知！』

　アリスが走り、レイとノンエ、メアリがその背を追った。彼かの女じよ達たちはキアラへとその刃を振るう。

　しかしそこへエルスタインの水龍がうなり、それと共に大小問わずありとあらゆる形をした氷の矢を一斉に解き放ってきた。

「ミンク、準備はいいわね？」

「うん、お姉ちゃん！」

　ミンクがその杖で天を突いた。

「守って、【澄み渡る水の女神フイン・ヴオアン】！」

　アリス達の前に現れた壁が全ての攻撃を受け止める。その隙すきに、

「応えよ【深テフラト・きマ蒼グなメるル者ド】、そしてその真の姿を此処へ顕わしたまえ！」

　レイラが引き金を絞る。彼女の背後に浮うかんでいた水球が弾け飛び、最後に残った方へと吸い込まれた。巨きよ大だい化かしたそれが、蠢くように揺れる。

「シンマ君！　水を！」

　彼女に言われてシンマは慌てて水を生み出だした。するとそれらは導かれるように流れ、螺旋を描くようにして水球の周囲を回る。

　光が瞬またたいた。

　現れたのは、優雅になびく尾と、滑なめらかな肌、虹色のヒレを持つ生き物。

　レイラの【深テフラト・きマ蒼グなメるル者ド】に宿る、海を司る守護神であった。

　ミンクの出した壁が、水龍の激しい衝しよう突とつを支えきれずに瓦解する。

　殺しきれなかった残りがアリス達を尚も襲った。

「【大海の王は、神の槍やりを抜く。彼の者はそれを携えて地の獄へと赴き、手を振るい】」

　だがその時、レイラは既すでに全てを唱え終わっている。守護神が強く鳴いた。空中に、煌めくような水すい晶しようが誕生する。いくつもいくつも、空に輝く星々のごとく。エルスタインが作りだしたのと寸分違わぬ、鋭利な氷の刃だった。

「――【この世あらざる魔まを、滅殺する】！」

　瞬間、その全てが水龍へと突撃する。

　耳障りな程ほどの怒号と悲鳴が轟とどろいた。水龍はその身を、次々と氷刃に屠られていく。やがて巨体が粉微み塵じんに刻まれ、欠片も残さずに消し飛んだ。エルスタインが防御しようとするも間に合わず、それに巻き込まれ背後へと吹き飛とんでいく。

　アリスが斧を振るい、炎の刃を薙いだ。レイとノンエ、メアリがそれぞれ己おのれの全てをかけるがごとき迫力でキアラを追い詰める。彼女は土の力を行使するが、さすがに数が多いのか対処しきれない。そこへ紅が補助に回る。が、

「叉道流、秘奥おう義ぎ！」

「御守流、秘奥義……！」

　呉葉が、コトハが、その足を大きく踏ふみ込んでいた。

「招来・韋駄天轟ッ！」

「颶風・鎌威絶ッ！」

　大気を切り裂く無数の風刃と、一つの巨大な風刃が、揃ってその地を大きく奔る。

　紅はまともにそれを喰らい、受け身をとることも出来ずに無造作に転がった。

　そこへ、メアリとノンエがキアラの体に銃じゆう弾だんを撃ち込んだ。よろめいたところにレイがナイフをその足に刺して身動き出来ぬようにし、最後にアリスが腰を捻ひねる。

「――ハアッ！」

　振り抜いた斧がキアラを打ちのめす。

「あああああああっ！」

　絶ぜつ叫きよう。切り裂かれたその体は動くことも出来ず、彼かの女じよはその場に仰あお向むけに倒れていった。

「……く……ああっ！」

　その時。紅が体勢を立て直し、疾しつ走そうすると跳ちよう躍やく。その身を翻すと幾いくつものヒョウをシンマに向かって放ってきた。

　だが、そこへ無が現れる。彼女はその両手を突き出した。土の力が重力を操作し、全てのクナイを逆方向へと向ける。更に炎を起こし、そこから現れたヒョウと同じ数だけの剣を生み出した。

「――ここまでです、初代！」

　一斉に、その全てが紅の体を突き刺さす。

「がぁ……っ！」

　彼女はそのまま、地上へと落下した。

「す、すごいぞ、無！」

　本来なら得意とするところではない属性を巧みに操あやつる無を、シンマは称しよう賛さんする。

「……そういえば、無はアーティファクトを扱あつかうことに関しては、この中で一番秀でていましたね」

　コトハが、自分が褒ほめられたかのようにわずかな笑みを浮かべた。

「ど、どうしてだよ……」

　ルナが、呻く。

　キアラ。エルスタイン。紅。

　彼らの体は薄れ、やがては消えていった。極度のダメージにより、その生体を維持することが出来なくなったのかもしれない。つまり、ルナの力とて完かん璧ぺきではないということだ。

　その推測が正しいことを示すように、彼女はその顔に動どう揺ようを滲ませていた。

「そんな、馬ば鹿かな！　彼らは資格者だよ。使徒や、アーティファクトを使った人間ごときを相手にこんなことになるなんて……！」

「難しいことは分からないけど、やっぱりコピーはコピーだったんじゃない？」

　アリスが息を切らせながらも、笑って斧を肩かたに担ぐ。

「――本物の先代様が相手なら、敵かなうはずないもの」

「だろうな。所詮はまがい物だ。そんな奴等をはべらせて偉えらそうなことを言ったところで、底が浅いんだよ」

　ジルイードが腕うでを組み、口こう端たんを上げた。

「……うるさい」

　ルナが顔を歪ゆがめ、乱暴に頭を掻かいた。

「うるさい、うるさい、うるさいんだよ……！」

　そこに、先ほどまでの泰然とした姿はない。まるで癇癪を起こした子どものようだった。

「ルナ……もう、いいだろ。お前一人じゃ勝てない。終わりにしよう」

　シンマが呼び掛ける。

「皆、戦い過ぎて疲つかれてる。お前の考え方全てを、オレは否定するつもりはない。だから、引いてくれないか」

「…………めない」

　小さく呟いてルナが、シンマへ刺すような視線を放ってくる。

「認めないぞ、ボクは……！　シンマ君！　ボクがキミのような奴に膝ひざをつくわけがないんだ！」

　その血走った目は、正気を失いかけた者のそれだった。

「ボクは力を得た！　誰だれもが皆、ボクに跪ひざまずく！　頭を垂れる！　崇める！　奉る！　だから理不尽に抗あらがうんだ！　ボクから全てを奪った世界を無茶苦茶にするんだ！　ボクにはその権利がある！　全部手に入れる！　それまで誰にも文句は言わせない！　逆らわせない！　皆、ボクを恐れ、敬え！」

　その両手を広げ、ルナは天空を仰あおいだ。

「二度となにも失わない！　絶対に独りには戻らない！」

　まるで、神の恩恵を受けるように。

「皆、ボクに従えぇ――っ！」

　その時、世界が泣いた。震える声を上げ、慟哭するような音が響き渡る。

「な、なんだ……!?」

　シンマを始めとしたその場に居る皆が警けい戒かいした。ルナの体から、白い光が溢れる。それは空を突き抜け、雲を割り、どこまでも高く昇のぼっていく。

　そして。

「――ハアッ!!」

　ルナが大きく息を吐はき出した瞬間。全てを吹き飛ばすような衝撃が走った。シンマ達たちは互いに引き止めあって、辛うじて体勢が崩れるのを堪こらえる。

　俯うつむいたルナは、物言わずして、静かにそこへ佇たたずんでいた。

「……気をつけな。とんでもないことが、起こりそうな気がするよ」

　呉葉が真しん剣けんみを帯びた顔で告げる。

　やがて、ルナが顔を上げた。

「……いい気分だ」

　そこには、先ほどとはまるで違ちがう、穏おだやかなまでの笑みが浮かんでいる。

「爽快だよ。なんだ、初めからこうしていればよかった」

　その身には、未いまだ光がわだかまっていた。彼女を包み込むようにして、その全身を覆おおっている。

「不味まずいぞ、シンマ……」

　ジルイードが言うと、レイラがそれに同意した。

「ええ。目の前で見たことがないから、確かとは言えないけれど」

「ど、どうしたんです？」

　シンマの問いかけに、彼女は喉のどを鳴らし、焦あせりを思わせる顔でこう答える。

「――彼女、資格者の力に完全に呑みこまれたかもしれない」

　ルナが、その口元を、歪めた。

　突とつ如じよとして、彼女を中心として大規模の爆ばく発はつが起こる。防御さえ間に合わない速さで発生したそれは、シンマを始めとしたその場に居る全員を薙ぎ払った。

「シンマ様！」

　体の制御も効かず、空中に投げ出された自分を庇ってくれたのはコトハだ。彼女は強ごう引いんにも見える動きでこちらへ手を伸のばしてくると腕を掴つかみ、自らの内へとシンマを抱き入れた。そのまま背中から落ちる。

「が……っ！」

　短く声を上げ、彼女は沈ちん黙もくした。

「コトハ！　大丈夫か、コトハ！」

　当たり所が悪かったらしい。小さく呻いたまま、目を閉じ、コトハはその場でうずくまった。そんなコトハに【再生】の力を使った後、シンマは立ち上がり、辺りを見回す。

　そこには、惨状が広がっていた。

　辺りに散らばっていた鉄骨や作業機械などは全てが遠く彼方で煙けむりを上げており、その間に転々と人が倒れている。アリスやミンク、無、レイにノンエ。そしてメアリにジルイード、レイラに呉葉。

　彼らは皆、重度の火傷やけどを負った危険な状態だった。

「……なんて力だよ」

　かくいう自分もダメージがないわけではない。体中のあちこちが、それこそ今もまだ燃えているかのように痛んだ。

「やって……くれるじゃない」

　アリスが肩を押さえながら立ち上がった。ジルイードが頭を振ふって体を起こす。

「まだまだ序の口だよ。……分かるんだ。ボクはまだまだやれる」

　自らの手を握りながら、ルナは笑みを浮かべた。先ほどの攻撃が、【火】の力を使ったものであるとはシンマも分かったが、あそこまでの威い力りよくを発揮するとは思っていなかった。明らかに先ほどとはその力の規模が違い過ぎる。

「これはちょっと、危ないかもしれないわね」

　レイラがミンクを支えながら、体勢を立て直した。その口調には余裕が窺えるが、それとて演技に他ならないだろう。その証しよう拠こに彼女のアーティファクトを持つ腕はだらりと垂れさがり、一向に動く気配はない。

「まだやるつもりかな。降参した方がいいんじゃないかい？」

　ルナがポケットに手を突っ込み、首を傾げた。その姿はこれまでとなんら変わらない。だが、彼女のその青い瞳ひとみは既に、正常な光を失っている。深い淵を覗いているかのような、途と方ほうもない暗黒に染まっているように思えた。

「まだ、無達はやれるぞ……！」

　無が奥おく歯ばを噛み締めながら、ヒョウを投げる。だがそれは、ルナに到とう達たつすることさえ出来ずにその最中であらぬ方向へと飛んでいった。

「なに……!?」

　彼女は目を見開いて、更にマントを翻す。そこから幾つもの黒い影が空を走った。無数の刃やいばがルナの体へと牙を剥く。

　――だが、やはり届かない。全てがまるで見えぬ手で払いのけられるように彼女を逸れていった。

「だから無む駄だだって。そんなもの、もう効かないよ」

　愚か者を嘲るかのように鼻を鳴らすと、ルナは指を鳴らす。

「――斬り裂け」

　短い異音。その瞬間、無の体から噴水のように血飛沫が上がった。

「無っ！」

　意識を取とり戻もどしたコトハが向かう。無は地面へ伏せたまま、微動だにしなかった。ミンクが駆けつけ、杖を向けて治ち療りようを施していく。

「……今、なにをした！」

　シンマの問いかけにルナは横目でこちらを見る。

「別に。風の力を使っただけだよ。造作もないことだ」

「このっ……！」

　シンマは右手を向けて、力を使おうと念じた。

「……いい加減、理解して欲ほしいよ。頭が悪いね」

　だがそれより早く、眼前に巨きよ大だいな土つち塊くれが迫せまる。それを視し認にんした直後、シンマは衝撃を受けた。

「がぁ……っ！」

　体の中から嫌いやな音が連続する。骨が折れたのだ、と認識したのは地面に転がったその後だった。

（は、早すぎる……！）

　今までの比ではない。まるで使おうと思ったその瞬間にはもう、力が発動しているようだ。これでは対抗することさえ出来ない。

「ははははははははははははは！」

　ルナが高々と哄笑した。

　直後、無秩序な破は壊かいが巻き起こる。地面が砕け、空より巨大な雷かみなりが落ち続けた。それに伴い氷の矢が降り注ぎ、炎ほのおを纏まとった隕石が落下し続ける。まるで天変地異でも起こったかのごとく、ありとあらゆる自然現象が暴走する。

　最早、防ぐ、防がないの問題ではない。それはこちらから手を出すことさえ愚おろかであると思えるような、想像を超こえた力の発現だ。

　シンマ達は逃げ惑い、どうにか致命的なダメージを負わないように努めるので精いっぱいだった。

「ば、化け物みたいな奴だね……！」

　さすがの呉葉でさえ、焦ったような口調で言った。

　地獄のような時間が、遅々として進まず、永遠にも近く繰り返される。

　そして全てが終わったその時、跪いたシンマ達の前に、圧あつ倒とう的なまでの存在を見せつけたルナの姿だけがあった。

「つまらないものだね。さっきまで互角の勝負をしていた人達とは思えないよ」

　彼女は呆あきれたように、こちらに向かって息をつく。息を切らせたシンマ達には、なにかを答える余力すらなかった。

「まあ、いいや。遊びはそろそろ終わりってことかな」

　天に向かって手を掲げ、ルナはこう告げる。

「――これで、止めだ」

　直後。空中に――太陽が、出現した。

　そんなわけはない。シンマの中にいる、もう一人の自分が訴えかけていた。

　だが、そうとしか思えない。他に表現しようがない。

　ルナの頭上に、途方もなく巨大で、こちらに威圧感を齎す光の球が浮かんでいた。

　この辺り一帯を押おし潰つぶしてしまうかのようなそれを、ルナは歪んだ笑みと共に生み出したのだ。

「それじゃ、さようなら」

　彼女は、まるでゴミでも捨てるような気軽さで、光球をこちらへと放ほうり投なげた。

　シンマは対たい抗こうしようと、その両手を伸ばす。だがそれが無駄だというのは、他ならぬ自分自身が一番分かっていた。

　土の力が壁かべを作る。ミンクもまた己のアーティファクトで防御しようとした。

　――が、いとも簡単にそれらは粉々に消し飛ぶ。

　後はもう、なにも分からなかった。

　誰かの悲鳴が聞こえたのを最後、鼓こ膜まくが破れたかのように耳が遠くなり、シンマの体は自由を失う。

　糸が切れた操り人形のように為なす術もなく光の暴力に弄ばれ、眼前が真っ白に染まった。

　意識が、途と切ぎれる。

「…………。……く」

　目が覚めた時、自分がまだ生きていることを、シンマは奇き跡せきだと思ったものだ。

　手を、足を動かし、それがまだかろうじて言うことを利くことを確かめた。

「みん……な……」

　明滅する視界の中で、なぜか重くなっている身を起こす。

　周囲を見み渡わたしたシンマは、その場で固まった。

　結論から言って、アリスやミンク、無、コトハは無事だ。

　だがそれは、運よく攻こう撃げきを逃のがれたからではなかった。

　ジルイードとレイ、ノンエ、メアリがアリスを。レイラがミンクを、無とシンマを抱きかかえたコトハを、呉葉が。

　それぞれ、その身を挺して守っていた。

「お父様！　お父様！」

　アリスが呼び掛けるが、ジルイードは答えない。いや、彼だけではなかった。

「レイ、ノンエ、メアリまで……やめてよ……なにか言ってよ……！」

「お姉ちゃん！　やだ！　お姉ちゃん！」

　レイラもまた妹の体を抱だきしめたまま、物言わぬ身となっている。

「……呉葉さん」

　シンマは、ボロボロなった状態の呉葉に呟つぶやいた。コトハが脈を確かめ、深く頷うなずく。

「死んではいないようです。……とは言え、今の状態であると危険ではありますが」

「……そんな」

　身近な人が死にかけている。その事実にシンマは、ぞっとした。

「あーあ。失敗しちゃったか」

　残念そうに、ルナが言った。シンマがそちらを見ると、彼女は微笑ほほえみかけてくる。

「しかし馬鹿なことをするね。そんなことをしても、死ぬのが早いか遅いかの違いなのに」

「……なんだと」

　聞き逃せない言葉に、シンマは呉葉の体をゆっくりと離はなし、立ち上がる。

「今、なんて言った……！」

「……馬鹿なことをするなと言ったのさ。どうせ、残ったキミ達もすぐ死ぬからね」

「ふざけんじゃないわよ！　あんただけは……あんただけは、絶対に許さない……！」

　アリスが斧おのを持ち、それをルナへと突つき付つけた。

「……お姉ちゃんは止めるかもしれません。逃にげた方がいいって言うかもしれません」

　ミンクはレイラへ治療を施しながら、ルナを睨にらみつける。

「だけど、あなたに背を向けるわけにはいきません！」

「……お前は本当に、シンマと同じ資格者なのか？」

　無が震える手を、握り締しめた。

「どうしてそんなにも、こいつと違うんだ！」

「そんな軟弱者と一いつ緒しよにするなよ。ボクこそが真に選ばれた人間だ」

　ルナが肩を竦めて、目を細める。

「――今からそれを、証明してやる」

「……やってみろよ。こっちもこのまま、ただやられるつもりはない」

　シンマは歩き出し、彼女と向かい合った。制御しきれぬ感情が、心で渦うずを巻いている。

「もう、沢たく山さんだ。これ以上、オレの大事な人達を失ってたまるか！」

　シンマは真まっ直すぐにルナを見つめ、強く言い放った。

「そう熱くならないでよ。それで、どうするつもり？」

　背後にコトハ、アリス、ミンク、無の気配を感じながらシンマは口を開く。

「皆みな、離れていてくれ」

「……シンマ様？　どうなさるおつもりですか」

　コトハの問いかけに、シンマは躊躇ためらいなく答えた。

「――オレの中に眠る力を、解放させる」

　ルナが、興味深げにその表情を変える。

「へぇ。キミも挑戦するんだ。それは面おも白しろそうだね。じゃあ、特別に待っていてあげるよ」

「ちょ、ちょっと待ちなさいよ、シンマ！　本気なの!?」

　アリスが焦ったような声を出す。彼女が危き惧ぐしているのも尤もだった。訓く堂どうの言葉を借りるならば、これは危ない賭かけだ。実行した時、どうなるかは分からない。

「おい、どういうことだ、シンマ。なにをするつもりだ」

　事情を知らない無が不安そうに言ってきた。

「資格者の力を覚かく醒せいさせるんだよ。さっきルナがやったことと同じだ」

「……そんなことが出来るのか。だが、お前までルナのようになるんじゃないのか？」

「そうですよ！　シンマくんまでそうなったら、わたくしは……！」

「だけど他に方法がない以上、やるしかないだろう」

　シンマは自らの手の甲こうに刻まれた紋もん様ようを、その目に映した。

　平凡を望んだ己に生まれた、世界を変えるだけの力。

　そんなもの要らないと思った。早く消えればいいと思っていた。

　だが、これが皆を守るものになるのだとすれば。それで周りの人達を助けられるのだとしたら。

（……成功するかどうかは分からないけど）

　シンマは、後ろに向けて笑ってみせた。

「……ま、なんとか頑がん張ばってみるよ」

「あんた、そんな簡単にねえ……！」

「アリス。下がりなさい」

　尚なおも食って掛かろうとするアリスを、コトハが止める。

「シンマ様を信じましょう。……必ず、私達の下に帰って来ると」

「……コトハさん。コトハさんは、恐くないんですか？」

　ミンクの問いかけに、コトハは沈黙した。だが、やがて静かに答える。

「恐こわいですよ、とても。止められるものならば止めたい。そう思います」

「……ならば、なせそうも平静でいられる？　無も反対だぞ」

「それがシンマ様の選んだ道だからです」

　そう、彼女は無へと返した。

「ご自身で掴んだ道はなにがあっても貫つらぬき通す。……それがシンマ様ですから」

　その言葉で、アリス達はその口を閉ざした。彼女達もまた、理解してくれたのかもしれない。自分が、一度言ったことはそう簡単に曲げない頑がん固こ者であると。

「……ごめんな。皆」

　シンマは謝あやまり、長く、息をついた。

（さあ、行くぜ。オレにこの力をくれた、誰かさん）

　目を閉じ、意識を集中する。

（残るのは、オレの意志かお前の意志か。これが、最後の勝負だ……！）

　シンマは、強く願った。

「オレに……力を……！」

　手の甲が、灼熱に当てられたかのごとく痛む。それは少しずつ腕を伝い、体全体へと巡めぐっていった。

「全すべてを……あらゆる事態を打開できるだけの力を……！」

　自らの全身が、光を放つのを感じる。

―もっとだ……！　もっと強く、望め……！―

　どこからか声が聞こえた。己の内側に強く響ひびくそれは、その大きさを増していく。

「オレに……！」

　シンマは、心の底から、世界全てへ届くように雄々しく吼ほえた。

「オレに力を、くれ――ッ！」

　――そして。

「……が……っ!?」

　鼓動が高鳴る。まるで早はや鐘がねのようにして断続的に打つそれは、段々と大きさと数を増していった。

「ぐ……が……！」

　シンマは膝をついた。激しい頭痛が襲おそい、たまらず両手でこめかみを押さえる。

「あああああ……！」

　壊れてしまいそうだ。体の奥おく底そこから湧き上がる『それ』が、外に出ようと内部で暴れ狂っている。

「シンマ！」

「シンマくん！」

「シンマ様！」

「しっかりしろ、シンマ！」

　アリス、ミンク、コトハ、無。それぞれの声が背後で聞こえる。

「ああああああああああああああああああああああっ！」

　だが、シンマはそれらを遮さえぎるようにして、喉を枯らさんばかりに叫さけんだ。

　視界が歪む。空が間近へと迫り、彼方かなたへと遠ざかった。昼が夜になり、夜が昼になる。星が瞬き太陽が膨れ上がる。時間が急激に早まり、また遅延した。街が崩壊し、草木が生え、森と化し、またそれが燃えて街となる。

　白と黒。生と死。光と闇やみ。破壊と再生。ありとあらゆる二つの現象がシンマを襲う。

「……あ……」

　そして、次の瞬しゆん間かん。

　――シンマは、闇へと落ちた。




　……どこまで、続いているのだろうか。

　深い深い、深い深い、とても深い暗闇に居た。

　上下左右のない空間に、自分の体が浮かぶように存在している。

（……ここは……どこだ……）

　頭がぼやりとして上手く働かない。自分は誰で、こんなところでなにをしているのか。それすらも定かではなかった。

（オレは……たしか……）

　なにか重要なことをするために、ここへ来たはずだ。

　だがそれが、なんなのか。まるで思い出せなかった。

「……くん」

　不意に、覚えのある声が聞こえるのに気付く。シンマは視線を傾けた。

　闇の向こう、こちらに向かって手を差し出す誰かがいた。

「にいくん……！」

　シンマは目を見開く。

「奈々……!?」

　自分の妹だった。同時に、日鎖心真という己の名を思い出す。

「にいくん……たすけて……」

　奈々は闇の中で、身動きが出来ないのか必死にこちらに手を伸ばしてくる。その姿は、今の奈々よりも随ずい分ぶんと幼かった。

（いや、それだけじゃない……）

　シンマは自らの体もまた、小さくなっていることに気付く。

「……ぐっ！」

　動こうとしたシンマは、痛みに顔をしかめた。なにか重いものに、上下から挟まれている気がする。

（ここは……あの車の中か……？）

　かつての嫌な記き憶おくが蘇よみがえった。五年ほど前の、自動車事故。自分から両親を奪っていった、あの絶望的な出来事。

「奈々……！」

　潰れかけた喉で、それでも必死に妹の名を呼び、シンマはその手を向けた。

「にいくん……いたいよぅ……！」

　奈々は泣きそうな顔で、助けを求めてくる。それに応こたえたいと、シンマは全力で腕を伸ばしていく。

　だが、届かない。掌てのひらが掴むのは、タールのように淀よどんだ暗黒だけだった。

「なんでだよ……！」

　シンマは、悲痛な想おもいで叫ぶ。

「あの時は、ちゃんと届いたじゃないか……！」

　どうして、掴むことが出来ないのか。その指先に、掠ることさえないのか。

「にいくん……！」

　奈々の声が徐じよ々じよにか細くなっていく。このままでは、彼女を助けることが出来ない。

「やめてくれ……！」

　シンマは請い、願った。自分を見ている誰かに。

「オレから、奈々を奪うばわないでくれ……！」

　妹が、遠くなっていく。希望の光が、掠んで消えていく。

「嫌だ……！　嘘うそだ……！」

　こんなこと、あるはずがない。こんなこと、起こるはずがない。

「ダメ……なのかよ……！」

　長い、長い夢を見ていただけなのか。

　結局自分は、誰も救えてはいなかったのか。

　所詮、ちっぽけな人間の力だけでは、誰の手も握にぎることは出来ないのか。

「オレは……やっぱり……」

　どうしようもなく、無力なのか。

――そうだ、お前は無力だ

　この場に居ない、何者かの声がする。

――だが安心しろ

　それは優しくもあり、厳しくもある響きを持っていた。

――力を、貸してやる……！

　目の前に白と黒の光が現れた。それは互たがいに混じり合い、一つにならんとするかのように蠢動している。

――……望め……力を……全てを変える……途方もない資格を……！

　声は誘う。今のシンマにとって、なによりも耐たえがたい魅み力りよくを持つそれを見せて。

――さあ……望め……！

　ダメだ、と、そう思った。こんなものに頼たよってはいけないと。

　しかし、そうする以外に方法があるのかと、そんな考えも頭をもたげてきた。

　同時にそれは、自分の脳内を瞬またたく間まに占領していく。

「力を……」

――望め……！

「不可能を可能にする……ものを……」

――その手にしろ……！

　声は繰り返す。シンマの体を、支配していくように。

　抗う自分の意志が、何者かに少しずつ喰われていくのを感じた。思考が曖あい昧まいになり、判断力が低下していく。

――力を……望め……シンマ！

　闇の中で、大きく響くその声。

　やがて、シンマは、頷いた。その光へと、震ふるえる手を差し出す。

　光に触れようと、その指を、少しずつ、少しずつではあるが広げていった。

　あとほんのわずか、力を籠めれば手が届く。全てを救う輝かがやかしい光。それはあの時望んでも得られなかった、選ばれし者に与あたえられし資格だ。

　これさえあれば、悲劇は止められる。もうなにも失わなくて済む。

（……そうだよ。簡単な話だ）

　願えばいいのだ。ただひたすらに、この状じよう況きようを打開したいと。

　妹を助けるためには、こうするしかないのだから。

（オレは……）

　シンマは、胸中で叫んだ。

（オレは、力を……！）

　そして、大いなる光を掴みとる――。

「シンマ！」

　直前で、止まった。

　白と黒の光の向こう、見知った姿が現れる。

「なにだらしないこと考えてんの！　あんたらしくもない！」

　アリスだった。彼女は奈々の手を握ると、空いた方をこちらへと向けてきた。

「さっさとしなさい！　あたしがここにいてあげるから！」

「そうですよ、シンマくん！」

　ミンクが居る。彼女はアリスの手を掴み、同じようにしてシンマの方へともう一方を伸ばしてくる。

「わたくしに言ってくれたじゃないですか。一緒に戦おうって！　それはシンマくんだって、同じことです！」

「……全く、無達がいないとなにも出来ないな、お前は」

　呆れたように息をつき、無がミンクの手をとった。

「さあ、行くぞ、シンマ！」

　その小さなもう一つの手を、最後に握った者がいる。

「シンマ様。ご安心ください」

　コトハがはっきりと微笑み、こちらへと手を差し伸べてきた。

「――貴方あなたは、もう、お一人ではないのですから」

　四人は互いに手を取り合い、一つの繋つながりとなってそこにある。

「……皆……」

　シンマは小さくそう囁く。

（……ああ……そうだな）

　忘れていた。とても大事なことを。

　あの時と自分は確かに違う。誰かを助けるようになり、そして、誰かに助けられるようになった。

　もう、奈々と二人だけで生きているわけではない。

　二人だけで、生きる必要もなくなったのだ。

――今のお前が出来ることを、精せい一いつ杯ぱいにしろ。そうすれば、必ず道は開ける

　訓堂に言われた言葉が脳のう裏りを過る。

「今のオレが出来ること……」

　それは、たった独りで強く在ろうとすることではない。

　誰にも頼らず、理り不ふ尽じんに抗うことでもなかった。

「ありがとう、皆……」

　シンマは望んだ。白と黒、二つの入り混じる光ではない。

　アリス、ミンク、無、コトハ。世界を手にするよりずっと価値のある、その絆きずなを。

　なによりも尊い、彼かの女じよ達たちとの日々を。

「一緒に、帰ろう！」

　シンマは、強く、なによりも強くその手に握り締めた。




「――起きて、シンマ！」

　自分を呼ぶ声に、シンマの意識が覚醒した。

　膝をついた己おのれの目の前には、アリス、コトハ、ミンク、無がいる。

「皆……」

「シンマぁ……！」

　アリスが涙なみだと鼻水でぐちゃぐちゃになった顔のまま、こちらに抱きついてきた。

「中々戻ってこないから、死んだかと思ったじゃない！　バカ！」

「シンマくん！　ご無事でしたか……！」

　同じようにして、ミンクもまた目元を拭いながら微笑む。

「……ふん、少し遅いぞ。無駄に心配をかけるな」

　無がそっぽを向いて、そっけなく言った。だがその目は潤み、頬ほおは赤く染まっている。

「お帰りなさいませ、シンマ様」

　コトハが深々と頭を下げてきた。彼かの女じよの口元は、わずかに緩んでいる。

「……悪い。ちょっと危なかった。でも、帰って来たから」

　シンマは苦く笑しようして、皆に頷いた。

「そ、それで、どうなったの？　上手くいったの？」

　アリスがシンマから体を離し、嗚咽を上げながら尋たずねてくる。

「……そうだな」

　シンマは自身の体を見下ろした後、立ち上がった。

「見た目には、なにも変わりないように見えるがな」

　無が訝いぶかしげな表情で、シンマの姿をためつすがめつしてくる。

「失敗、したんじゃないかい？」

　ルナが発言した。シンマの前方で彼女は肩かたを竦め、続ける。

「シンマくんのことだ。元に戻るため、資格者の力を手にせず、仲間の帰還を促す声に応えた。そうじゃないかな」

「…………」

　シンマは答えない。その態度に指し摘てきが図星であったことを見み抜ぬいたのか、ルナの笑みが深まった。

「やっぱり、そうか。だとすればキミはきっと、資格者の力を失っているね」

「ど、どういうことですか!?」

　ミンクが激しく問い質す。

「簡単な話だ。彼は選せん択たく肢を用意されたんだよ。普ふ通つうの人としての生き方を手にするか、それとも神の力をその身に宿すか。それは最後のチャンスだ。シンマくんが真の資格者たるべきかを試す、ね」

「じゃ、じゃあ、シンマはそれに失格したって……こと？」

　こちらをちらりと見て、アリスが絶望的な声を出だした。

「恐おそらく、そうだろう。今のシンマくんからはなにも感じない。今にも体から力が溢れ出そうなボクとは大違ちがいだ」

　ルナは自らの左手に刻まれた紋様を見せて、こちらを哀れむように言った。

「残念だったね。結局キミは、どうしようもなく臆おく病びようだった。神の力を手にすることを恐れたんだ。平凡と言えば聞こえはいい。だけどキミのそれは、前へ進むことを怯える矮小な心根でしかない。だから――」

「さっきからべらべらとよく喋るな」

　シンマはルナの言葉を遮った。

「あんまり自分を誇こ示じするなよ。安く見えるぞ」

「……なに？」

「そう思うなら、やってみろよ。オレは逃げも隠れもしない」

　そう挑ちよう発はつしたシンマを彼女は、面白がるように見てくる。

「……へぇ？　ヤケになったのかな」

「さあな。試してみたらどうだ？」

　その、少しも揺ゆらぎの見られない口調に苛つきを覚えたのだろう。ルナは息をつくと、掌をこちらへと向けた。

　シンマは一歩、前に踏ふみ出す。だが両りよう腕うではだらりと下げたまま、その場に立ち尽つくすだけだった。

「シンマ様……？」

　様子をおかしく思ったのだろう。窺うかがうように尋ねてくるコトハへシンマは答えた。

「大だい丈じよう夫ぶだ。少し下がっていてくれ」

　ルナが一本ずつ、その指を折り曲げていく。

「……生まれろ」

　彼女の呟きに反応し、空中に小さな光が現れた。だがそれは、一いつ瞬しゆんにして膨張し巨大な球と化す。

　先ほどその威力を味わった、太陽に似た雷の力を持つエネルギー体だ。

「命乞いは、受け付けないよ」

「それはこっちの台詞せりふだ」

　最後通牒とばかりに言ったルナに、シンマは口こう端たんを吊り上げていく。

「謝るなら、今の内だぞ」

「……この！　消し飛べ――ッ！」

　ルナが叫んだ。それに呼応した雷球が、地面を削りながら突進してくる。

「シンマくん！」

　ミンクがこちらを守るようにして立った。だがそれを押しのけて、シンマは正面から迎むかえ撃うつ。

「お下がり下さい、シンマ様！」

　腕うでを掴つかんでくるコトハにシンマは首を横に振ふった。

「だから、大丈夫だって」

　ただ一言だけ、呟く。

「……消えろ」

　爆散した。

「なっ……!?」

　ルナが驚きよう愕がくするように目を見開く。自らの放った雷球が、シンマに辿たどり着つくことなくその直前で自壊したのだから、当然だろう。後にはその存在の名残なごりを示すかのような、風が舞まい上あがるのみ。

「なにかを制御するっていうのは、それを垂れ流しにすることじゃないぜ、ルナ」

　シンマは手を握る。そして念じた。

　一つ、また一つ。自分の周囲に光が舞っていく。

「無駄に大きな力は、相手に悟られないように隠かくしておくのがセオリーだ」

　それらは、天へと昇のぼると一気に膨れ上がった。

「……馬ば鹿かな」

　ルナが震える声を出す。彼女はそのまま、その場に膝ひざをついた。

「そんなこと……ありえない！」

　シンマはルナへと、ゆっくりと近づいていく。それと共に、自分の頭上からついてくるものがあった。

　雷の力を帯びた、球形のエネルギー体だ。それは、ルナが生んだものと全く同じものだった。ただし――その数は、十をゆうに超えていたが。

「なぜ……なぜ、そんなものがキミに使える……!?」

「どうしてだろうな。オレも深くは分からない。ただ、あの時、オレに呼びかけてくれる皆を見てこう思ったんだ」

　静かな声で、シンマはこちらを怯懦するルナに言った。

「彼女達や妹を助けられるのなら、相手が神だろうと叩たたきのめして従わせてやるってな」

「嘘だ！　そんなことで、『力』が言うことを聞くはずがない！」

　必死で否定する彼女に、シンマは疲れた息をつく。

「そうだな。何千回、何万回も繰くり返かえしたよ」

「……え？」

　首を傾かしげて、あの時起こったことを、シンマは思い出した。

「力に従え、嫌いやだ、の連続。絶対に折れ曲がってなるものかって、オレは延々とそれこそ、気が遠くなるくらいに『声』とやりあった。で、その結果――」

　シンマは、にやりと笑う。

「向こうが、根負けした！」

「か、神と口論していたっていうのかい……？」

「そうなるな。いやぁ、中々しぶとい相手だった」

　だが、最終的には『声』が遠くなり、その代わりに闇の向こうに明かりが見えたのだ。

「……気付いたら、自分の中に今までと違う力があったよ。で、今があるってわけ」

「そん……な……」

　ルナはしばらく絶句したかのように黙だまり込んでいたが、

「……それが……」

　やがて、喘ぐようにして言った。

「それが、神の選択だとでもいうのか……!?」

「いや、違うな」

　シンマは堂々と胸を張り、こう宣言する。

「――これが、オレの選択だ」

　相手が誰だれであろうと、自分の手にした生き方を曲げることはしない。シンマが生まれて初めてその胸に刻んだ、それは確固とした決意だった。

「く……ぐ……ああああああああああああああああああっ！」

　突とつ然ぜん、ルナは体を起こすと後方へと跳ちよう躍やくし、その両手をこちらへと突き出した。

「嘘だ！　ボクはそんなこと、絶対に信じない！　神はボクだ！　この世界はボクのものだ！　もうなにも！　一いつ切さいなにも奪わせやしない！」

　展開される火、水、土、風、雷かみなりの力の結晶。その全てが並列に存在し、それぞれ無尽蔵にその大きさを増していく。

「死ねぇ――っ！」

　彼女はそれを、一いつ斉せいに解き放った。だがシンマは呼吸を一つ、ただこう口にする。

「無む駄だだ！」

　ルナの攻撃が欠片も残らず霧散した。キラキラとした輝きを残しながら、空へと溶とけ込んでいく。

「そ、そんな……」

　再び力を失くしたかのように、ルナは尻餅をつく。そのままじりじりと後ろへ下がっていった。シンマはそんな彼女に歩み寄っていく。

「く、来るな！　来るな！」

　手を振り、接近を拒むルナ。だがそれでも、シンマは足を進めることをやめはしない。

「やめろ！　こっちに来るな！　来るな――ッ！」

　ルナを指差し、シンマは告げた。

「……行け」

　その瞬間、頭上に輝く雷球は、残らずルナへと落下する。

「あああああああああああああああああああああああっ！」

　絶ぜつ叫きようが、迸ほとばしった。

　猛もう烈れつな爆裂音が響き渡わたり、濛もう々もうとした砂すな煙けむりが幾いくつも上がる。彗星が衝しよう突とつしたかのようなその振動に辺り一帯が震えた。

　――だが。

「……あ……？」

　中央に居るルナにはなに一つ、当たっていなかった。その全ては彼女を逸れ、周りにある大地を抉えぐるにとどまっている。

「どう……して……」

「もうやめよう、ルナ」

　シンマはしゃがみこみ、困こん惑わくする彼女と目を合わせた。

「こんなこと、無意味だ。誰が神だとか、支配者だとか、どうでもいいよ」

　彼女は、起こっていることの意味が分からないのか、怪け訝げんな顔をする。

「皆が皆らしく生きるために、世界はある。誰のものでもないし、誰がどうしてもいいわけでもない。……確かに、この世は不公平だ。神様はオレ達たちを創ったかもしれないけど、その責任まではとってくれなかった」

　だから、理不尽な事件が止むことはない。だから、悲しむ者は絶えない。

「オレ達資格者の力は、その尻拭いのつもりなのかもしれない。あるいは、もうどうしていいのか分からなくなって、自分の役目を押おし付けたかっただけなのかもしれない」

　選ばれた者に力を与え、この世をコントロールして欲ほしかったのかもしれなかった。

「だけど、どっちにしろ、そんなのは大きなお世話だ。今いま更さら神様にどうこうしてもらったって、迷めい惑わくでしかない。だってオレ達は、弱くても助け合える。不幸なことがあっても、慰め合える。傷ついた人が居れば、癒えるまで傍そばに居てあげることが出来る。困っている友達が居たら、手を貸すことが出来る」

「なにを言っているんだい、キミは……？」

「オレはお前を殺すつもりなんてないし、お前に殺されるつもりもない。下らない争いなんてやめよう。つまりはそういうことだ」

「そんなこと、出来るわけがない。ボクとキミは相容れない存在だ」

　愚かなことを、とでも言うようにルナはこちらを睨みつけてくる。

「どうしてそう思う」

「この世に神は二人いらない！　どちらかが淘汰されるべきなんだ！」

　シンマは、息をついた。地面に胡坐を組む。

「それは、誰が決めたんだ？」

「……え？」

「オレやお前に資格が与えられたのは、確かに、双そう方ほうを潰つぶし合わせるためだったのかもしれない。だけど、だからと言ってそれに従う必要なんてどこにもない」

「でも、だったらこの力がボク達に与えられた意味は……！」

「力があることに意味なんてない。それを与えるのは、いつだってオレ達自身だ。だから力を無意味にすることだって、出来るはずなんだ」

　真しん剣けんな目をしたまま、シンマは言った。

「オレは、お前と争あらそうより話し合うことを選ぶ。それが、誰に与えられたものでもない、オレがオレとして生きるために考えた、力ってものの意味だ」

「自分が……自分として生きるために掴んだ力……」

　ルナは呟つぶやき、しかし、はっとしたように、こちらから目を逸そらす。

「……さっきからぐだぐだと言っているけど。ボクを抱き込んで利用しようとしても、無駄だよ。そんなことをされるくらいなら、殺された方がマシだ」

「オレ、ルナと会ってしばらくしてから言ったよな。お前とはいい友達になれないかって。それ、まだそのつもりなんだぜ」

　シンマの言葉に、ルナの体が竦む。彼女はどこか、こちらを恐れるようにして目を合わせてきた。

「ルナ、お前が世界に奪われたものを取り返すのに、なにもこんな大変なことをする必要はないよ」

　シンマは、ルナに向かって手を差し出す。

「この手を、握ってくれ。――それだけで、もうお前は独りじゃなくなる」

　彼女は、その目を大きく見開いた。信じられないものをその目にしたかのような顔で、呆ぼう然ぜんとする。

「……だけど。だけど、ボクはキミを裏切って、キミの大切な人達に酷いことをして……」

　しばらくしてからそう呟いたルナに、シンマは答える。

「ああ、ショックだった。怒いかりもした。だけど、それは、お前が力に呑のみこまれていたからだ。だからオレは、今、お前自身のことを信じて行動してみようと思う」

　深々と頷うなずいて、続けた。

「ルナ、オレと一いつ緒しよに居よう。もう二度と、お前を独りにしないと誓うから」

　ルナは、こちらと目を合わせてくる。その青い瞳ひとみが、シンマの姿を映していた。

「……嘘だ。そんなことを言って、またボクの前からいなくなるんだ」

「そんなこと、しない」

「ボクを置いて、どこかへ行ってしまうんだ」

「ずっと傍にいる」

「嘘だ……！　嘘だ！　嘘だ！　嘘だ！」

　なにかに苦しむように、ルナは首を振って同じ言葉を繰り返した。だがシンマはそれでも、少しも動じることなく彼女に微笑ほほえむ。

「大丈夫だ。なにがあっても、オレはいなくなんかなったりしない」

「……嘘だって、言ってよ」

　ルナの、噛かみ締しめた口から零れ出る声が、震ふるえ始めた。

「なんでだよ……」

　堪えきれない感情を吐き出すように、彼女は叫ぶ。

「なんでキミは、そうやって真まっ直すぐ言えるんだよ……！」

「絶対にそうすると、決めているからだ」

　シンマはそう、はっきりと言った。

「頼たのむ、ルナ。……信じてくれ」

「……う……」

　真摯に言い続けるシンマに、ルナは答える。

「それも……うそ……だ」

　だが、か細く、消え入るようなその言葉は、その最中で消え去った。

「そう……思うのに……なんで……」

　代わりに、ルナはそう言って、天を仰あおぐ。そして、高く声を上げた。

「――っ！」

　その慟哭は、どこまでも切なく響いていく。

　何度も涙を拭い、それでも止め処なく流れる悲しみの感情を、ルナは持て余しているようだった。それがなにに起因するものなのか、彼女自身、よく分かっていないのかもしれない。

　やがてルナは、その両手で、シンマの差し出した手を包み込んだ。

　なにも言わず、まるで大切なものを確かめるかのように、優しい仕草で。

「……ありがとう、ルナ」

　泣き続ける彼女に、シンマは声をかける。そして力を込めた。

　光の粒子が自らの体を覆い、手を伝ってルナへと流れていく。それはやがて空へと散り、代わりに彼女の手の甲こうにそれが刻まれた。

　雷を象徴するかのような、紋もん章しようが。

「シンマ君、これ……」

　驚おどろいたような顔をするルナに、シンマは微笑みかけた。

「もう一度、約束する。オレはお前の前から絶対にいなくなったりなんかしない。これは、その証明だ」

　その言葉に彼女は――シンマの【使徒】となったルナ＝ルーヴェンスは、赤く腫らした目を細めた。

「……バカだよ、キミは。本当に、底抜けのお人ひと好よしだ」

「かもな。だけど、そのおかげで新しい仲間が出来た」

　だから、これでいい。シンマはそう、心から思った。

「……めん」

　顔を伏せ、ルナは嗚咽を上げると、そっと呟く。

「ごめん……なさい……」

　シンマは、ルナの肩を叩く。

「さあ。――帰って、美味い飯でも食べよう」

　彼女は、小さく、頷いた。
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エピローグ　まっすぐと続く世界の下で







　抜けるような青い空が広がっている。

　なにか新しいことを始めるには、ぴったりの天気だった。

「おーい、準備できたか？」

　後ろを向いて、シンマはそう呼びかける。

「はーい！」

　元気の良い声が聞こえてきて、玄関の扉とびらが開いた。奈な々なが現れる。

「に――い――く――ん――っ！」

　彼女はこちらに駆け寄ってくると、その勢いのままに笑え顔がおで抱きついてきた。

「ははははは！　奈々ー！」

「うふふふふふ、にぃくーん！」

　シンマはしばしそのまま、奈々とその場でぐるぐると回り続ける。

「……朝っぱらからその光景を見せられるのか」

　呆あきれた顔で無ウーが姿を見せる。その傍にはコトハが立っていた。

「シンマ様、お待たせ致いたしました」

「おお、コトハ。どうだった？」

　奈々との戯れが終わり、満足げな顔で彼女を抱いたままシンマが尋ねる。

「はい。――無事に終わりました」

　コトハは言って、その場から少し横に移動した。すると、扉のノブが回り、ゆっくりと開いていく。

「……ええと。こんな感じになったよ」

　中から登場したのは、ルナだった。ただし、彼女は出会った時のような男装をしているわけではない。

　この近くにある中学校が採用している、セーラー服を着ているのだ。

「なんか、足元がスースーして落ち着かないな」

　スカートを摘まんで、ルナが不安げな顔を見せる。彼女はこちらを窺うようにして見てきた。

「……どう、かな？」

　どこか怯おびえているようにも見えるその態度に、シンマは微笑みを浮うかべる。

「全然、問題なし！　似合ってるし、可愛いぜ」

「そ、そうかな……？　ありがとう」

　照れたように頬を染め、ルナは視線を伏せた。実際、女の子らしい格好をした彼女は、今までと見違えるほどに綺麗だ。元々そういう素養があったのが、より際立っているようにシンマには思えた。

「うん、ルナおねーちゃん、特攻だよ！」

　奈々が親指を立てる。

「……特攻？　ボク、そんなに荒々しく見えるのかな？」

「いえ、恐らくは『最高』のことであると思います。違いますか？　奈々様」

　首を傾げたルナへ説明したコトハは、奈々に向かって確かく認にんする。すると彼女はにっこりとして頷いた。

「うん、その、発砲！」

「その辺にしとかないと、どんどん離はなれていくぞ、奈々」

　無がため息をついて注意する。

「コトハも段々と奈々の言いい間ま違ちがいに慣れて来たな」

　シンマが苦笑した。

「はい。少しずつではありますが、推測が出来つつあります」

　無表情で、なにやら嬉うれしそうにぐっと手を握にぎるコトハ。だが、彼女が成長するより奈々が学習した方がいいのだが、とシンマは複雑な想おもいを抱いた。

「さて……じゃあ、そろそろ行こうか」

　シンマは奈々を降ろすと、先導して、歩き始める。

　後ろから、奈々達たちがついてくる足音がした。

　いつもは奈々もシンマもバラバラに登校するのだが、今日は特別な日でもあるので、記念に一緒に行くことにしたのだ。

（なんたって……ルナが初めて通う学校だしな）

　ちらりと、シンマは後ろに居るルナを見て思った。

「学校って、どんなところなんだろうね。人が沢たく山さんいるとは聞いているけれど」

「うん、そうだよ。後ね、沢山、勉強するんだ。国語とか算数とか。運動もするよ。でも給食とか、お弁当は美味おいしいよ！」

「そっか。知らないことを知るのは好きだし、楽しみだな」

　楽しそうに奈々と会話をする彼女に、シンマは口元を緩ゆるめる。

「……ですがシンマ様。本当に宜しかったのですか？」

　隣となりに居るコトハがそう小さく尋ねてきた。彼女の言いたいことは、分かる。

「ルナを、家族に迎え入れたことか？」

　シンマの言葉に、コトハはしばらくしてから、頷いた。

　一週間ほど前に起こったルナとの戦いの後――。

　シンマ達の傷は、再生の力を使うことにより事なきを得た。力に目覚めた自分と、手伝ってくれたルナの助けもあって、そう時間はかからずに済んだのは幸いだった。

　そして、全すべてが片付いた後、問題になったのはルナの処遇である。

　ジルイードやレイラ、呉くれ葉は達は、彼女の身み柄がらを母国の政府へ預けるべきだ、と主張した。

　そこでしかるべき手続きを経た後、何らかの罰を受けさせた方がいい、と言うのである。

　彼女のやったことを考えてみれば、それが当然の報いであることは、シンマもよく理解していた。

　確かにルナの罪は、許されていいものでもない。もしシンマ達が負けていれば、彼女はそのまま世界の敵となるところだったのだ。

　……しかし、シンマはその提案に、異を唱えた。

　ルナは、自分達以外への直接的な被ひ害がいを与えたわけではない。だから彼女を自分の家族とし、常に傍へ置くことにより、二度とそんなことをさせないようにするということで解決したいと。

　すぐに、アリスを始めとした面々から大反対にあった。

　なにがあるか分からない。反省しているように見えるが、その実、裏で策略を企てている可能性もあると。

　それを間違っているとか、ひどいことを言うとは、シンマは思わなかった。皆みな、自分の身を案じてくれているが故ゆえの助言なのだ。それに常識的に考えれば、そうなるのも無理はなかった。

　それでも、シンマは譲ゆずらなかった。

　ルナは自分が面めん倒どうをみる。だから、勘かん弁べんしてくれ。その一点張りで通したのだ。

　自分が、あまりにも強固に意思を貫こうとしたからだろう。最終的には、皆、納なつ得とくしてくれたようだった。というよりも、これ以上なにを言っても無駄だと思ったのかもしれない。その後、シンマがルナへ自らのやったことを詫わびるように促したのも功を奏したのかもしれなかった。その言葉へ素す直なおに従うルナを見て、彼かれらはようやく溜飲を下げたように見えたからだ。

　そして、次の日。シンマはこれまでのいきさつを話した後、訓く堂どうに頼み込んだ。ルナを日本の中学へ転入させてはもらえないか、と。

　彼は面倒くさそうな顔をしながらも、最後には了りよう承しようしてくれた。

『しょうがねぇな。世界を救ってくれた奴やつの願いだ。聞き入れないわけにもいかないだろうよ』

　苦笑と共に、煙草たばこの煙けむりを吹ふかしながら。

　どう手を回してくれたのか、詳しいことは分からない。ただ二日ほど前に、ルナが留学生としての転入届が無事に受理されたこと。それに、その間、彼女がホームステイという形でシンマの家にいることを許された旨むねが記された書類が届いた。

　これからまた時が経てば、都合を合わせる必要も出てくるだろう。ただ、ひとまずはどうにかなったというその事実に、シンマはほっとしたものだ。

　加えて、ルナが各国へ送ったメッセージに関しても日本政府が責任もって対処するとのことだった。恐縮するシンマに、訓堂は、

『今回、全てをシンマに押し付けたのはこっちだからな。それくらいはやらせてやるさ』

　とシニカルな笑みと共に言ったものだ。

　とにかく、それをもって、今回の事件の幕は閉じることとなる。

「……ま、別にいいさ。賑やかなのは、嫌きらいじゃない」

　気持ちのいい朝に、体を伸のばしながら、シンマは言った。

「ですが……彼女は未いまだ資格者の力をもったままです。いえ、シンマ様の決断を疑うわけではないのですが」

　どう言ったらいいのか分からない、という表情をするコトハ。

「うん、もしかしたら、不味まずいことになるかもしれない」

　そんな彼女へ、シンマは思うところを告げた。

「だけど、その時はその時だ。彼女は、オレの言葉を信じてくれた。だから、最後の最後までオレは、ルナを信じるよ」

　ルナが世界を手にしようとしたのは、彼女がたった独りだったからだ。

　己を必要としてくれる人がいない。大切だと思ってくれる人がいない。

　だから無む理り矢や理りに、得た力で誰かを繋ぎ留めようとした。皆の関心を引こうとした。

　だが彼女に必要だったのは、力でもなければ、世界でもない。

　一人でもいい、なにがあっても自分の傍に居てくれる、誰かの存在だった。

　その気持ちは、シンマにも痛いほど分かる。

　奈々がいなければ、自分も、ルナのようになっていたかもしれなかったからだ。

　だから――彼女が心底から悪い人間だと思えなかったし、見捨てることが出来なかった。

「……無理だったら、それでもいい。でも……コトハも、ルナのこと信じてやってくれないかな？」

　シンマは躊躇ためらいがちにそう問いかける。すると、コトハはその口にはっきりとした微笑みを浮かべた。

「ええ、シンマ様がそう仰おつしやるのであれば。――貴方あなたの選んだ、人ですから」

　その魅み力りよく的な表情に、シンマは思わず、どきりとする。と、そこへ、

「なに話してるんだい？」

　ルナがひょいと顔を見せた。彼女はシンマの腰こしにその両手を回してくる。

「お、おい、ルナ！」

「いいじゃないか。ボクはキミの家族なんだから、よろしくね、おにーちゃん」

　見上げた顔に笑みを浮かべて、ルナはそう言った。

「お兄ちゃんって……いやまあ、確かにそうだけど」

　くすぐったい響ひびきに、シンマは変な気分になる。そのまま顔を擦り付けてくるルナに、コトハが言った。

「ルナ。あまり調子に乗ってはいけません。貴女あなたはシンマ様の慈悲によりここにいることをお忘れなく」

「分かってるよ。だからこうして、好意を示してるんじゃないか。……それとも、コトハ君、嫉妬しているのかな？」

　からかうような口調でそう言ってくるルナに、コトハは無言で手を伸ばした。

「……いえ、そのようなことは」

　その長く細い指が、刀の柄を握る。

「す、ストップ！　ストップ、コトハさん！　往来！　ここは往来です！」

「はい、承知しております。ご安心を。――一瞬で済みますので」

「そういう意味じゃないことくらい分かるよね!?」

　慌あわてるシンマの鼓こ膜まくを、聞き馴な染じんだ声が打った。

「シンマくーん！」「シンマー！」

　振り向むくと、ミンクにアリス、レイ、ノンエがやってくるところだった。

「よぅ、皆。おはよう」

「おはようございます！……って、ルナさん!?　なにしてるんですか！」

　挨あい拶さつをした後で、ミンクがぎょっとしたように立ち止まる。

「え？　ラブラブしてるんだけど？」

「ら、ラブラブしているの!?」

　きょとんとして平然と答えるルナに、アリスもまた慄いたように、仰け反った。

「その状態をラブラブというのね……恐ろしい！　恐ろしいほどにうらやま……いや、別に、なんでもないわよ！」

　顔を赤くして、彼かの女じよはレイとノンエを振り返る。

「緊急事態よ、二人とも！　またもやシンマを狙ねらう女が増えたわよ！」

「大丈夫ですよ、アリス様！　だってアリス様は、相手が何人いようと敵かなわぬ魅力をお持ちですもの！」

　拳こぶしをぐっと握ったノンエがそれに答えれば、レイもまた腕を組んで頷く。

「その通り。相手がどれほどシンマと密着していようとも、一つ屋根の下で二十四時間共に暮らしていようとも！　もしかしたらうっかりお風呂とか覗いて『やあ、シンマくん、一緒に入るかい？　ウフフ、へぇ、キミのってこんな風になるんだ……』とかいうやりとりをしていても、全く問題ないくらいの魅力がキミにはあるのだ、アリス！」

「いやあああああああ！　なぜかしら褒ほめられているのにどんどん自信がなくなってくるううう！」

　その場で頭を抱え、アリスは悲鳴を上げた。

「そそ、そんな、シンマくんがそんな、破廉恥な！　いえ、でも、まさか互たがいにボルテージの上がる二人は最終的にはあんなことやこんなことを……ああ！　いけません！」

　ミンクまでレイの妄想の被害を受けて、なにやらもだえ苦しんでいる。

「……不思議な人達だね」

　目をしばたたかせるルナに、シンマも尤もつともだと思った。

「そういやジルイードとメアリはどうしたんだ？　アリス」

「ううう……え？　ああ、お父様はもう帰国なさったわ。お忙いそがしい方だから。シンマに宜よろしくって。メアリは……メアリはどこにでもいるんじゃない？」

「お前、そんな適当な……」

　あんまりにもあんまりな言い方にシンマがそう告げると、アリスは手を叩いた。

「メアリ！　お腹なかが減ったわ！」

「はい、お嬢様。お菓か子しをどうぞ」

　突然、塀の向こうから飛び出だしてきたメアリが、アリスの前に着地してパウンドケーキを差し出した。

「ほんとにどこにでもいる!?」

「言ったでしょう。どこにでもいるがどこにもいない。それが私、メアリ＝シャーロットで御ご座ざいます」

　確かに以前、言われた覚えはあるが本当だったとは。シンマは戦慄を覚えた。

「シンマ様、努々、その行動にはお気を付け下さいませ。私はどこからでも見ております」

　薄うすい笑みを浮かべてそう言うメアリが、とてつもなく恐ろしく見える。

「れ、レイラはどうした？　ミンク」

「お姉ちゃんは、まだ日本に居るんですけど、せっかくだからって電車で東京まで行きました」

　ようやく我に返ったミンクが質問に答える。

「東京？　お土産でも買うのか？」

「いえ、秋葉原でフィギュアを買うのだとはりきっていました」

　姉妹揃ってオタクかよ！　と、シンマは突っ込みたい気持ちをどうにか抑おさえ込んだ。

「そ、そんなことはともかく！　ルナ、いい加減にシンマくんから離れて下さい！」

「そうよ！　いつまでひっついてんのよ！　あんた、自分がやったことを忘れたわけじゃないわよね!?」

　ミンクとアリスに責められ、シンマから離れると、ルナはシュンとした。

「……ごめんなさい。確かに調子に乗ってました」

　その殊勝な態度に、二人は逆にしどろもどろになる。

「な……べ、別に、怒ってるわけじゃないんですよ？　あ、アリス、あなたが厳しく言うから！」

「あ、あたしのせい!?　それを言ったらあんただって……いや、もう、それはいいわ。わ、分かったならいいのよ。反省した子をこれ以上叱るような真ま似ねを、あたしはしないわ」

　アリスが、腕うでを組んで寛大な心を示した。すると俯うつむいていたルナは、にこっとした顔を作ってシンマに再び飛びついてくる。

「よかった！　じゃあ、またラブラブすることにするよ！」

「な……こ、こら！　本当に、反省しているんですか!?」

「ふざけるのもいい加減にしなさいよ!?」

　変わり身の早さを責めるミンクとアリスに、彼女は平然として答えた。

「別にいいじゃないか。キミ達も羨うらやましいなら、すればいいのに」

「なん……」「ですって……！」

　その言葉にミンクとアリス、その双方は愕がく然ぜんとなった。

　その手があったか！

　二人の顔にはそんな風に書いているように思える。

「……嫌な予感がする」

　シンマはルナを離すと、無と会話しながらこっちにやってくる奈々を抱いてその場からダッシュした。

「ああっ！　逃にげた！」

「ま、待って下さい！　シンマくん！」

　後ろから、皆が追いかけてくる。

「シンマ！　あたし、まだ諦あきらめたわけじゃないからね！　あんたを絶対に、【夜明けの星々ロート・グランツ】へ入れるんだから！　そ、その一歩としてその『ラブラブ』というのを実行させなさい！　決して、あたしがして欲ほしいからじゃないからね！」

「そ、そうです！　シンマくんを【エターナル】の導き手として誘さそい入れるために必要なことなんです！」

　アリスとミンクが言うのを、コトハが止めた。

「いい加減になさい、二人とも。シンマ様は私のものだと言ったでしょう」

「独り占めは許さんぞ、コトハ。シンマは無が監かん視ししているんだ！」

　無が怒れば、ルナが主張する。

「シンマ君はボクのおにーちゃんだよ。勝手に手を出してもらっちゃ困るなあ」

　彼かの女じよ達たちはやがて、路上でお互いにシンマを巡めぐって言い争いを始めた。

「……なんだかなあ」

　それを離れた場所で眺ながめながら、シンマはぼやく。

「にいくん、皆、仲良いなあ」

　自分に抱っこされながら、にこにことずれたことを言う妹にシンマは苦く笑しようした。

「……ま、そういうことにしておくか」

　彼女の小さな手を覆おおうように、自分の掌てのひらを重ねる。

　そこには、はっきりとした紋もん様ようが刻まれていた。

「なあ、にいくん。にいくんのこれって、なんだっけ？」

　奈々が紋様を指差す。以前にもされた質問だったが、シンマは答えた。

「皆を守るための力だよ」

「ふぅん。……にいくんは強いからなあ」

「うん？　そうか？」

　もちろん、妹の前で実際に力を見せたことはなかったため、シンマはきょとんとした。

「うん、奈々、にいくんの手でずっと守ってもらってたよ」

　そう言って笑う奈々に、シンマは目をしばたたかせた。

　だが、やがて、口元を綻ばせる。

「……そっか。でも、兄ちゃんだって同じだ。奈々に守ってもらってたんだよ」

「そうかな？　奈々、なにもしてないよ」

　よく分からない、という表情をとる奈々の頭を、シンマはゆっくりと撫なでた。

「奈々はいつも、元気がいいだろう？　それだけで、兄ちゃんはすごく助かってるんだ」

　妹に笑いかけると、前を向く。

「そう。……それで、いいんだよな」

　たとえ、なにかを壊すことが出来なくても。

　多くの人の傷を癒いやし、命を救うことが出来なくても。

　差し伸べられた手を、ただ、握り返すだけで。

　誰だれかを助け、周りに笑顔を生むことが出来る。それは、とても尊いことだ。

　だからシンマは、堂々と歩いて行こうと思った。

　世界にとってちっぽけであったとしても。

　誰かに嘲られようとも、馬ば鹿かにされようとも、みくびられようとも。

　自分が自分で選び、掴つかみ取った生き方なのだから。

「シンマー！　ちょっと、こっちきなさいよ！」

「シンマくん！　あなたがいないと、始まりません！」

「シンマ、来い！」

「シンマ様、お願い致します」

「シンマ君、こっちだよ！」

　自分を呼び、必要とするその声に、シンマは手を上げた。

「ああ、今、行く！」

　大きく踏ふみ出して、真っ直ぐと続く道を、進み始める。

　その先になにが待っているのかは分からない。まるで心配がないと言えば嘘うそになる。

　だけど自分は知っている。たとえ絶望の底でも、ほんのわずかな光だけで人はいくらでも這い上がれるということを。

　だから後こう悔かいはない。ただ、心に決めた生き方を貫つらぬくだけだ。それが――、

「……ほんとに、いい空だな」

　それが、シンマの、選せん択たくなのだから。

Ｆｉｎ
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あとがき







　毎度！　空そら埜の一かず樹きです。

「シンマと世界と嫁フラグ６～それがシンマの選択です～」をお送りいたしました。いかがだったでしょうか？

　神の力を手にした少年の物語は、今回で一区切りとなります。

　皆様のご支し援えんにて、ここまで続けられたことを、心より感謝致します！

　ということで、最後の巻、少し作品の話などを。

　元々、この「シンマ」は出来るだけ主人公の視点のみでお話を展開させることを意識したものでした。

　世界では色々なことが起こっているけども、一人の少年にその全てを把は握あくすることも、実感することも容易よういではありません。

　だからこそ、彼はあくまでも「自分」に固こ執しつしようとしました。

　それは、それだけが、己にとって唯一確かなものであったからです。

　そんな彼の心境を、分かりやすく描くため、そのような方法をとりました。

　そのせいか、背景は大きいのにやけに小さな世界でのお話となってしまいましたが。

　当初の目的としては、無事に果たすことが出来たので、ほっとしている次第です。

　後は読者の皆様方にも楽しんで頂けたことを、お祈りするばかりです。

　……それとは関係ありませんが、最近、子どもの頃に遊んでいたゲームを久しぶりにプレイしてみまして。

　誰もが知っている有名アクションゲームなんですが、驚おどろくことに、無茶苦茶下手になっていました。

　いや寧むしろ、自分は本当にこんな難しいものをクリアしていたのか？　と記憶に疑いを持つレベルでございまして。

　空中で敵を踏みながら移動するとか、往おう年ねんのアクションスターか？　出来るはずないだろ？　お？　嘗なめてるのか？　と誰につけているのか分からない難なん癖くせをつける始末でして。

　えー……老いは恐いなあという話です。本当に関係のない話だった。

　さて、ここからは、謝しや辞じを。

　担当Ｎ様。二作品並行ということで、色々とご面めん倒どうおかけする場面もありましたが、ありがとうございました。これからも苦労をかけると思います。きっと。多分。確実に。

　挿絵担当のにろ様。お忙しい中、六巻もお付き合い頂きまして、本当にありがとうございます！　シリーズが継けい続ぞくしたのは、素す晴ばらしいイラストの力も大きかったと確信しております。

　様々な面で応援メッセージを送って下さった皆様へ。感謝が絶えません。皆様のおかげで今まで生きてこれました。これからも宜しくお願いします。

　そしてなにより、全ての読者の皆様へ。最大限の、感謝を。

　シンマは今回にて終わりますが、並行しているシリーズ「扉の魔術師の召アドヴエ喚ント契・ゲ約ート」はまだまだ続きます。そちらも、是非ともよろしくお願いいたします！

　それではまだ、どこかでお会いしましょう。





七月　空埜一樹　ＢＧＭ　「群青夜」

ＨＰ　「空ノページ」　http://www.eonet.ne.jp/~tabibito5/
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◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

空埜一樹先生／にろ先生
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